
〔ISSN―０９１５―１１５X〕

日本大学国際関係学部
生活科学研究所報告

特集「海と人間」

第　40　号

REPORT

OF

THE RESEARCH INSTITUTE OF SCIENCES FOR LIVING

COLLEGE OF INTERNATIONAL RELATIONS

NIHON UNIVERSITY

No.40

Special Issue: The Sea and Human Beings

２０１７

日本大学国際関係学部生活科学研究所
RESEARCH INSTITUTE OF SCIENCES FOR LIVING

COLLEGE OF INTERNATIONAL RELATIONS
NIHON UNIVERSITY 





〔ISSN―０９１５―１１５X〕

日本大学国際関係学部
生活科学研究所報告

特集「海と人間」

第　40　号

REPORT

OF

THE RESEARCH INSTITUTE OF SCIENCES FOR LIVING

COLLEGE OF INTERNATIONAL RELATIONS

NIHON UNIVERSITY

No.40

Special Issue: The Sea and Human Beings

２０１７

日本大学国際関係学部生活科学研究所
RESEARCH INSTITUTE OF SCIENCES FOR LIVING

COLLEGE OF INTERNATIONAL RELATIONS
NIHON UNIVERSITY 



REPORT OF THE RESEARCH INSTITUTE OF SCIENCES FOR LIVING
COLLEGE OF INTERNATIONAL RELATIONS

NIHON UNIVERSITY No.40 2017

CONTENTS

Special Issue: The Sea and Human Beings

Tetsuyasu SUMITA

Discoveries/Encounters: Defenders of the ʻIndiansʼ and Twentieth Century Spanish Exiles in  
Latin America   1

Masatoshi ITO

Japanese Who Crossed the Sea by the World War II 
― From Residual Japanese Soldier to Japanese Indonesian ―   15

Isao TAKEI

Are Japanese Americans Disadvantaged as a Minority?  
Some Empirical Evidence in the Post-Civil Rights Era   25

Report on Sciences for Living

Ryutaro UEDA and Yukako SATO

Occurrences of Vibrio vulnificus in Various Shellfish Sold in Fish Shops   35

Hiromi KATSURAGI (IKEDA), Kinuyo KANBE, Keiko SHINOHARA, 

Rei FUJIWARA, Aki SUGIMOTO, Ayu YAMASHITA, Yuki KAWAKU 

and Atsuhiko TAKAHASHI

Review of instruction methods for off-campus dietician training practicums   41

Natsume ANZAI

Significance of Dissection in Food and Nutrition Education:  
Analysis of a student survey on animal dissection   53

Makoto MUROFUSHI, Yuji HASEGAWA, Taiki SUZUKI, Hiroki SHIMAMOTO, 

Ayu YAMASHITA, Mayumi HATAMOTO and Ryutaro UEDA

Morphological Regional Variations of Deep-sea Smelt Glossanodon semifasciatus  
(Nigisu in Japanese) Collected by Deep-sea Trawl from Inshore of  
the Pacific Ocean and the Japan Sea   65

Faculty Research Activity Report 2016   73



日本大学国際関係学部生活科学研究所報告　第40号

平成30年３月

目　　次

特集「海と人間」

スペインとラテンアメリカの「２つの出会い」をめぐって
― インディオの守護者たちとスペイン人亡命者 ―

  角田哲康 　　 １

戦争によって海を渡った日本人 ― 残留日本兵から日系インドネシア人へ ―
  伊藤雅俊 　　 ₁₅

人種の壁を越えた日系アメリカ人 ― 日系アメリカ人研究への一視点 ―
  武井　勲 　　 2₅

生活科学研究所報告

市販食用貝類に存在するVibrio vulnificusに関する研究
  上田龍太郎・佐藤由佳子 　　 ₃₅

栄養士養成施設における校外実習の指導方法の検討
  葛城（池田）裕美・神戸絹代・篠原啓子・藤原　麗 

 杉本愛季・山下あゆ・川久有紀・髙橋敦彦　　　　 　　 4₁

食物・栄養分野の教育における解剖の意義
― 動物の解剖に関する本学学生アンケートの解析 ―

  安西なつめ 　　 ₅₃

太平洋および日本海沿岸で漁獲されたニギスGlossanodon semifasciatusの鰭条数等形態形質
に見られた地域変異

  室伏　誠・長谷川勇司・鈴木大揮・島本大樹 

 山下あゆ・畠本真由美・上田龍太郎　　　　 　　 ₆₅

平成28年度事業報告   ₇₃





特集「海と人間」
Special Issue: The Sea and Human Beings





― ―1

日大生活科研報（Rep. Res. Inst. Sci for Liv., Nihon Univ.）40；3～15, 2017 業績　第821号

スペインとラテンアメリカの「２つの出会い」をめぐって
― インディオの守護者たちとスペイン人亡命者 ―

角田　哲康
※１

Discoveries/Encounters: Defenders of the ʻIndiansʼ and Twentieth Century Spanish Exiles in Latin America

Tetsuyasu S
※１

UMITA

ABSTRACT
This article is in two parts. Each part describes what has been called a Discovery/Encounter. The first 

of these was Christopher Columbusʼs discovery of the New World in 1492. The first part of the article 
begins with this moment. It then goes on to discuss the so-called School of Salamanca, especially its guid-
ing light, the Dominican Francisco de Vitoria, as well as Bartolome de las Casas, another remarkable 
Dominican friar. Both theologians were defenders of the American ʻIndiansʼ against the barbarities of the 
conquistadors. The second Discovery/Encounter is the experience of Spanish exiles in Latin America in 
the twentieth century. Between the outbreak of the Spanish Civil War in the summer of 1936 and the col-
lapse of the Second Republic three years later, over half a million Spanish left the country. Exile was 
permanent for over 160,000 of those displaced. Among the exiles were a number of Spainʼs most prominent 
artists, poets, writers and philosophers, many of whom found refuge in Latin America. I discuss, in the 
second part of the article, the concept of exile that many of these displaced Spaniards lived by. I show how 
their thinking of exile diverged from the patrial idea of Hispanidad promoted by Francoʼs regime to embrace 
concepts of synthesis among cultures in which notions of cultural uniformity are absent. I also show how 
their concept of exile was not to be Europeanized. Exile for them was rather a second discovery of and 
encounter with Latin America.

論　文

※１ 日本大学国際関係学部国際教養学科　教授　Professor, Department of International Liberal Arts, College of Interna-
tional Relations, Nihon University

１．はじめに
₁4₉2年₁0月₁2日、クリストファー・コロンブス

（₁4₅₁頃-₁₅0₆）がバハマ諸島グアナハニ島に到達し
た。コロンブスはこの島を、スペイン語で「聖なる
救世主」を意味するサン・サルバドルと名付けた。
「聖なる救世主」という命名が象徴するように、この
歴史的出来事に対する肯定的な評価に対して、その
後のコンキスタドールたちによる制服戦争やインディ
オを奴隷として強制労働させたエンコミエンダ制や
分配制１への批判も当然のことながら存在し、今日
まで様々な視点からの議論が続いている。この流れ
は思わぬところにまで影響を与えた。アメリカ合衆

国において、イタリアのジェノバ出身とされるコロ
ンブスはイタリア系移民からアメリカの歴史を創っ
た英雄として評価される一方で、中米系移民からは
征服者として非難されている。20₁₇年１月にトラン
プ政権が誕生して以降、さらに顕著となっている白
人至上主義者と人種差別反対派の対立が、同国内で
のコロンブス像の破壊行為にまで及んだのである２。
かつて₁0月₁2日はDía de Hispanidad（スペイン精神

文化の日）、Día de la Raza Española（スペイン民族の
日）などと呼ばれ、地理的な拡がりと共に「伝統的
なスペイン・カトリック精神文化」がラテンアメリ
カへと浸透し、２つの世界の一体感が高まったこと
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を祝う日であった。スペイン内戦（₁₉₃₆-₁₉₃₉）に勝
利したフランコ将軍（₁₈₉2-₁₉₇₅）による独裁政権下
では、このHispanidadが強く意識された。それは信
仰心の篤いフランコが、２つに分裂し深く傷ついた
スペインをカトリック精神のもとで再統一を企図し
たからであった。しかしフランコ没後の民主主義体
制のもとで制定された「₁₉₇₈年憲法」では、Día de 
la Fiesta Nacional de España（スペインナショナルデー）
と命名され、単にスペイン語圏が広がる契機となっ
た日として祝われるようになった。コロンブスによ
る「新大陸発見」というスペイン側から見据えた垂
直的理解から、「２つの世界の出会い」という水平的
理解への転換を公式に表明したわけである。
先に触れたようにコロンブスによる「歴史的な新
世界発見」という見立ては、征服戦争、奴隷問題な
ど大きな犠牲をもたらし、その実態解明、批判的研
究がなされてきている。その一方でイベリア半島と
アメリカの間では、かつての征服者と征服された側
が文化・政治・経済的に共存しようとする「イベロ
アメリカ」という今日的な新世界構築が進んでいる３

のも事実であり、どちらの立場を重んじるかによっ
て歴史的な評価は異なってくる。
そこで本論では、スペイン哲学、思想の視点に立
ち、スペインとラテンアメリカの「２つの出会い」
をめぐる知識人たちの思索活動について考察を行う。
具体的には、₁4₉2年のコロンブスによる「最初の出
会い」後のサラマンカ学派の思想家たちとラス・カ
サスの取り組み、それから５世紀ほど後の₁₉₃₆年に
勃発したスペイン内戦をきっかけにラテンアメリカ
に亡命したスペイン人哲学者たちによる「第二の出
会い」について潜思することにしたい。

２． 「最初の出会い」後のインディアス問題に対する
思想的取り組み

2.1 フランシスコ・デ・ビトリアとサラマンカ学派
スペイン人コンキスタドールによる征服、侵略の
問題は、インディアス問題と呼ばれる。インディア
スとは、₁₅世紀末から₁₉世紀にかけてスペインが領
有した北・中・南アメリカ大陸地域の名称であり、
現在の西インド諸島とフィリピン諸島も含まれた。
インディアスと複数形で表現されたのは、インド、
中国、日本などの複数からなる地域とされていたか
らである。
インディアス問題に対しては、実のところ、どこ
の国よりも早くスペイン人自身が問題提起と告発を
行ってきた。₁₅₁₁年₁2月2₁日、ドミニコ会修道士モ

ンテシーノス（₁4₇₅-₁₅40）がエスパニョーラ島でコ
ンキスタドールの残虐行為を批判した説教が、その
始まりとされる。

この島の荒野におけるキリストの声、私がそ
の声なのです。〔・・・〕さあ、皆さん、答えな
さい、あなた方は一体いかなる権利、いかなる
正当性をもって、このインディオたちをかくも
惨めな、かくもおぞましい奴隷状態に所有して
いるのですか。それらの土地であなた方は前代
未聞の殺戮と破壊を行い、無数の人々を消滅さ
せてしまったではありませんか。一体いかなる
理由で、あなた方は彼らをかくも抑圧し疲弊さ
せ、食べ物も与えず、病気になっても治してや
ろうとしないのですか〔・・・〕。あなた方はイ
ンディオたちに信仰の何たるかを教え、彼らを
創り給うた神の存在を知らせ、洗礼を受けさせ、
ミサにあずからしめ、祝日と安息日を守らせる
という義務を負いながら、その責任をどれほど
感じているのですか。一体これらの人々は人間
ではないというのですか４。

それまでになかった「信仰と統治の正当性」を問
う厳しい説教は、コンキスタドールに大きな不安と
動揺を与えた。インディアスの将来を左右しかねな
い事態と判断したフェルナンド２世（₁4₅2-₁₅₁₆）は、
₁₅₁2年「ブルゴス会議」を開き、王室諮問会議員、
聖職者、神学者、法学者にインディアス問題につい
て審議させた。これにより公布された「ブルゴス法」
によって、征服前のインディオ社会における人権と
所有権が認められることになった。しかしながら、
征服後のスペインによるインディアス支配とキリス
ト教改宗の正当性、すなわちエンコミエンダ制と分
配制の正当性について確認するものでもあった。
インディアス問題を「異なる共同体に属するイン
ディオとの間の秩序形成をめぐる倫理的な問題」５と
して、思想的視点から取り組み始めたのはサラマン
カ学派である。このサラマンカ学派を開いたのは、
モンテシーノス神父と同じくドミニコ会修道士であ
るサラマンカ大学神学部第一講座教授フランシスコ・
デ・ビトリア（₁4₈₃?-₁₅4₆）であった。ビトリアは
₁₅0₆年ドミニコ会に入会し、₁₅0₈年ごろからパリの
サン・ジャック学院で学び、₁₅22年パリ大学におい
て神学博士となった。その間、₁₅₁2年にトマス・ア
クィナスの『神学大全』（第二－二部）、₁₅20年に『説
教集』、₁₅2₁年にはアントニオ・デ・フィレンツェの
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『道徳神学大全』の注釈書を出版した。中でもトミズ
ムがビトリアの思想形成に与えた影響は大きく、自
然的秩序（国家）と超自然的秩序（教会）の峻別、
そして自然的秩序と権力意思の間の恒常的緊張の中
で、平和は本質的にダイナミックなものとなるべき
こと、さらには経済的な関係がそこに重要な要因と
して機能すること６を意識するようになり、後のイ
ンディアス問題における論理的展開に反映されるこ
とになる。
₁₅2₆年から亡くなる₁₅4₆年までビトリアが教鞭を
取ったサラマンカ大学では、通常の講義とは別に特
別講義を行うことが義務づけられており、₁₅₃₉年１
月に「インディオについて」、６月には「戦争法につ
いて」と題する特別講義を行った。当時、サラマン
カ大学神学部やドミニコ会のサラマンカにおける拠
点であるサン・エステバン修道院には、インディア
スの情報がいち早く届いていた。₁₅₃₃年にインカ帝
国皇帝アタワルパ（₁₅02?-₁₅₃₃）が、フランシスコ・
ピサロによって処刑されたことは、当然のことなが
らビトリアの耳にも入っており、不正で卑劣な行為
と非難していた。アタワルパ処刑の翌年、₁₅₃4年₁₁
月８日付で友人のアルコス神父に宛てた書簡から、
ビトリアの心情を読み取ることができる。

ペルーに関して尊師に率直に申し上げるなら、
〔・・・〕もはや小生のところに届く情報が小生
を驚かすことも当惑させることもありません。
しかし聖職禄にまつわるいかさまやインディア
ス問題だけは別で、小生はそれらを耳にするだ
けで身体中の血が凍る思いがします。
〔・・・〕小生はあの戦争の正義とやらが理解
できないのです。〔・・・〕アタワルパもまた彼
の部下たちも、キリスト教徒に対してなんの損
害も与えず、またそれを理由に戦争を起こすべ
きいかなる行為にも及ばなかったということで
す。
〔・・・〕その事件以降今日までのさらなる征
服事業は、ただただ卑劣きわまるものであると
思います７。

インディアスにおける征服戦争は、エルナン・コ
ルテス（₁4₈₅-₁₅4₇）がアステカ帝国を征服した₁₅₁₉
年から大規模化する。それまでスペイン人コンキス
タドールは、まとまった数の労働力の調達、貴金属
の獲得とキリスト教布教の成功が約束されるような
高度なインディアス文化とは接していなかった。ア

ステカ帝国征服の知らせにスペイン人コンキスタドー
ルは熱狂し魅了され、さらに膨大な費用を必要とす
る大規模かつ残虐な征服事業へと駆り立てられるの
である８。
コルテスは２年間サラマンカ大学で法学を学んだ
が、₁₅04年、道半ばでインディアスに渡った。ドミ
ニコ会の思想的影響が強いサラマンカ大学で学んだ
経歴が、当初インディアスにおいて公証人などの仕
事で身を立てることに役立ち、皮肉なことにコンキ
スタドールへと繋がることになったのである。尚、
ピサロはコルテスの遠縁にあたる。
「降伏勧告状」も、征服戦争を正当化する理由付け
となっていた。この降伏勧告状は、先に述べた₁₅₁2
年の「ブルゴス法」を受け₁₅₁₃年に編纂された。イ
ンディオを前にして読み上げられたその内容は、₁4₉₃
年にローマ教皇アレクサンデル６世が発布した「贈
与大教書」によって、スペインにインディアスにお
ける一切の支配権が与えられたとして、インディア
スの支配者としてのスペイン国王への服従を説き、
インディオが拒否した場合は、彼らの財産、土地だ
けでなく命さえも奪うことが出来るとするものであっ
た。しかし現実には、スペイン語が理解できないイ
ンディオに一方的に読み上げるだけで、たとえ通訳
が同行していた場合でも内容を理解させる時間すら
与えられていなかった。そしてコンキスタドール自
身もその内容を充分に理解できてはいなかった９。い
ずれにせよ、降伏勧告状を受け入れても拒絶しても、
奴隷化と虐待が待ち受けていることに変わりはなかっ
たのである。
ビトリアが₁₅₃₉年の２つの特別講義に至るまでに
は、₁₅₃₃年のアタワルパ処刑に先がけて、このよう
な憂慮すべき前段があったのである。ビトリアは₁₅2₈
年に「政治権力について」、₁₅₃₃年、₁₅₃4年には「教
会の権限について」の特別講義を開く。非キリスト
教世界における政治権力と教会権力の効力の検討₁0

をまず行うことで、インディアス問題の核心に近づ
いていったのである。そして₁₅₃₉年の「インディオ
について」では、先に指摘したトミズムの影響、パ
リで注釈書を著した『神学大全』における理性と所
有権の概念がさらにはっきりと象られ、信仰と所有
権の正当性について指摘するに至る。

聖トマスの次のような論証もある。信仰は自
然法上の権利や人定法上の権利を取り上げるこ
とはしない。ところで、所有権は自然法にも人
定法にも属する権利である。ゆえに信仰の欠如
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を理由に所有権が失われることはない。〔・・・〕
彼らがキリスト教徒でないという理由だけでそ
の所有する物を奪うことは許されないというこ
とである。もし彼らから奪うなら、キリスト教
徒に対して行った場合と同じく、盗みであり略
奪である₁₁。
〔・・・〕インディオは不信仰の罪によっても
他の大罪によっても、真の所有者あるいは主人
であることを公的にも私的にも妨げられるもの
ではないということ、そしてキリスト教徒たち
も前述のような名目（不信仰であるという名目）
をもってインディオから財産を取り上げること
はできない、ということである。このことはカ
エタヌスがトマスの『神学大全』、第二・二部に
関する註釈で雄弁かつ広範囲に論じているとお
りである₁2。
〔・・・〕インディオはキリスト教徒と同じ
く、公的にも私的にも疑いもなく真の所有者で
あり、まさにその理由から、インディアスに住
む個々人も君主たちも、あたかも真の所有者で
はないかのようにその所有物を奪われてはなら
ない₁₃。

この当時、金や銀によってスペインの国家財政を
支えるようになったインディアスは、「海の彼方に位
置するもう１つの王国」という理想から宗主国スペ
インの財政を支える「植民地」にその存在意義が大
きく変わっていた₁4。これとともに「新大陸の発見
自体はすでに問題ではなく、発見自体は是とした上
で、征服戦争の正当性が神学者や哲学者の研究対象」₁₅

となっていたのである。この論壇になると、征服さ
れるのは「インディオが野蛮であり、理性的な存在
ではない」からとする、いわゆる理性問題が主題と
なった。ビトリアたちサラマンカ学派も、教育が不
十分であるインディオの劣等性については認める立
場であったが、自然法の立場からあくまでも所有権
を持つ人として見なし、非理性的存在とはしていな
い。非理性的で知性を欠く存在であったならば、コ
ンキスタドールが滅ぼすべき存在とした「高度な文
明と体系化された社会構造を持つインカ帝国やアス
テカ帝国」の存在自体が矛盾することになるからで
ある。

この論題（所有権）は、聖トマスの権威によっ
ても確認される〔・・・〕。彼は理性的な被造物
だけがおのれの行為に対する主権（所有権）を

持っている、なぜなら「あれかこれかを選択す
ることができるとき、ひとはおのれの行為の主
人である」〔・・・〕からである₁₆。
〔・・・〕現実に彼ら（インディオ）は精神的
無能力者ではないし、むしろ彼らなりに理性を
行使しているからだ。彼らは自分たちのことに
関して、なんらかの秩序を保っていることは明
らかである。つまり彼らはしかるべく統治され
た都市、はっきりとした結婚制度、行政組織、
主君、法律、専門的な職人、交換経済などを有
しており、これらはすべて理性の行使を必要と
する。さらに彼らが、一種の宗教を持ち、他の
人間にとっても明白なことがらに関して誤るこ
とがないことも、彼らが理性を行使しているこ
とを示している。神と自然は、人類の大多数の
者に不可欠なことがらにおいて彼らを見捨てる
ことはないのだ。そして人間にとってもっとも
重要なものは理性であり、行為に還元されない
ような潜在能力は無用のものである。もしかす
ると彼らは何千年ものあいだ救いの状態の圏外
に置かれていたかも知れないが、しかしそれは
彼らの責任ではない。なぜなら、彼らは罪の中
に生まれ、洗礼を受けられず、救いに必要なこ
とを求めるために理性を行使する機会に恵まれ
なかったと言えるからである。それゆえ私は、
彼らがたいへん愚かで鈍感な者たちに見えると
いう事実は、その大部分が彼らの俗悪で野蛮な
教育から来ていると考える。というのは、私た
ちの場合であっても、田舎の人たちの多くは動
物とほとんど変わらないことを知っているから
である₁₇。
〔・・・〕インディオたちがたとえ言われてい
るように役立たずで野蛮であったとしても、だ
からと言って彼らに真の所有権があることを否
定すべきではないし、市民法で言う奴隷のカテ
ゴリーに属させるべきでもない₁₈。

ビトリアが特別講義において、「贈与大教書」によ
るインディアスの支配権の正当性について法的疑義
を呈し、インディオを自然奴隷とする根拠を否定し
たことの意義は大きい。さらに、野蛮的存在と理性
的存在の線引きにキリスト教徒であるかどうかとい
う宗教的要素を取り除き、「不十分な教育制度に起因
する教養の差」という視点を取り入れた₁₉ことも注
目に値する。
ビトリアがサラマンカ大学で行ったとされる十数
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回の特別講義には学生だけではなく、フランシスコ・
ザビエルの従兄弟でポルトガル・コインブラ大学の
総長となるマルティン・デ・アスピルクエタ（₁4₉2-
₁₅₈₆）、フランシスコ・デ・ビトリアと共に「サラマ
ンカ学派」を導き、「ソトを知る者はすべてを知る」
と称えられたドミンゴ・デ・ソト（₁4₉4-₁₅₆0）、こ
のソトとともにトレント公会議に神学顧問として参
加したメルチョル・カノ（₁₅0₉-₁₅₆0）などそうそう
たる識者が出席していた20。大きな波紋を呼んだビ
トリアの特別講義は、ビトリアを信認していたスペ
イン王室の政治方針にも影響を与えることになった。
それはビトリアの「知性が〔・・・〕時代の要請に
鋭く反応するものであったこと、もっと具体的に言
うなら、キリスト教ヨーロッパの解体、新世界発見、
そしてスペインの社会的不安定という巨大な地殻変
動に遭遇することによって彼の神学が社会倫理、政
治哲学へと大きく発展し〔・・・〕国際法の理論的
骨格を作った」2₁からであり、インディオというヨー

4 4

ロッパ・キリスト教世界の外の人の立場
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

に立った法
制定の可能性を示すものだったからである。
ビトリアとサラマンカ学派によるインディアス問
題に関する研究は、次世代のフランシスコ・スアレ
ス（₁₅4₈-₁₆₁₇）、フーゴー・グロティウス（₁₅₈₃-
₁₆4₅）たちによる国際法研究22への道を開く契機と
もなり、ビトリアは「国際法の父」と呼ばれるに至っ
た。

2.2　ラス・カサス　－インディオの守護者－
今日「インディオの守護者」と称えられるバルト
ロメ・デ・ラス・カサス（₁4₈4-₁₅₆₆）も、インディ
アスの征服戦争の正当性を否定し、インディオの人
権問題について告発を行ったスペイン人である。ラ
ス・カサスの父ペドロロ・デ・ラス・カサス（₁4₆4?-
?）はコロンブスと親交があり、₁4₉₃年のコロンブス
第２回航海に参加している。６年後に帰国した父が
奴隷として連れ帰ったインディオを息子ラス・カサ
スに与えことが、将来のラス・カサスのインディオ
に対する愛情に影響した可能性もある。サラマンカ
大学で学んだ後、ラス・カサスは₁₅02年の第４回航
海で、ニコラス・デ・オバンダとともにコンキスタ
ドールの一員としてエスパニョーラ島に渡った。₁₅0₆
年に一端帰国し、故郷セビージャで副助祭となった
後、ローマで司祭に叙階され、再びエスパニョーラ
島に渡っている2₃。
当初ラス・カサスはインディアスにおける分配制
に基づきエンコメンデロとしてインディオを所有し、

開拓事業に従事していた。その一方で、従軍司祭と
してコンキスタドールに説教を行い、彼らから告解
を受け、罪の許しの秘蹟を行っていた。先に触れた
₁₅₁₁年のモンテシーノス神父の説教の後、₁₅₁2年ラ
ス・カサス自身がエスパニョーラ島でモンテシーノ
ス神父に告解しようとした。しかしラス・カサスが
インディオ奴隷とエンコミエンダ制に関わっている
とのことから、告解を拒否されている24。
その後、キューバ島の征服戦争と植民活動に加わ
り、₁₅₁₃年のパンフィロ・デ・ナルバエス（₁4₇0-
₁₅2₈）によるカナオカ村での₃000人ものインディオ
大虐殺をはじめ、数多くの虐殺を目の当たりにした。
ラス・カサスは、揺れ動く心を次のように綴ってい
る。

この島に住んでいたインディオたちは、エス
パニョーラ島のインディオたちと同じように、
全員奴隷にされ、数々の災禍を蒙った。仲間た
ちがなす術なく死んだり、殺されたりするのを
目にして、他のインディオたちは山へ逃げたり、
絶望の余りみずから首をくくって命を断ったり
しはじめた。こうして、数組の夫婦が首をくく
り自殺したが、彼らは自分の子供達を道連れに
した。（私が知っている）あるひとりの、とりわ
けその虐待ぶりにかけては札付きのスペイン人
のために、200人以上のインディオが首をくくっ
て自殺した。このようにして、数えきれないほ
どの人たちが帰らぬ人となった。
〔・・・〕その後、キリスト教徒たちは山中に
身をひそめたインディオたちを狩り出しにいく
ことになった。彼らは甚だしい害をインディオ
たちに加え、結局、キューバ島を荒廃させ、全
滅させてしまった。われわれが最後にその島を
見てから余り月日はたっていないが、荒れはて
てひっそりと静まりかえった島を見ると、非常
に胸が痛み、深い同情の念がこみ上げてくるの
である2₅。

この結果、₁₅₁4年８月₁₅日、聖母の被昇天の祝日
の説教において、託されていた自身のインディオの
解放宣言とエンコミエンダ制に対する厳しい批判を
行い、インディオ救済の活動に転じた。これがラス・
カサスの「第一回目の回心」である。
ラス・カサスはモンテシーノス神父が属するドミ
ニコ会と連携し、インディアス総督、エンコメンデ
ロ、コンキスタドールにインディオ救済を強く訴え
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たが理解は得られず、逆に彼らの反動は大きくなる
ばかりだった。一修道士の立場で国策に関わる問題
を解決することの限界を思い知らされたラス・カサ
スは、フェルナンド２世に直接訴えることを決意し
た。そして₁₅₁₅年９月モンテシーノス神父とともに
スペインに帰国する。
これ以降₁₅₆₆年天に召されるまでの₅₁年間にわた
り、ラス・カサスはインディオ救済を３人のスペイ
ン国王、フェルナンド２世、カルロス１世（₁₅00-
₁₅₅₈）そしてフェリペ２世（₁₅2₇-₁₅₉₈）に訴え続
け、実に７度も大西洋を渡った。₁₅₁₆年、摂政であ
りトレド大司教であったフランシスコ・ヒメネス・
デ・シスネロ（₁4₃₆-₁₅₁₇）にスペイン人農民のイン
ディアスへの植民計画を含む『十四の改善策』、₁₅₁₈
年にはインディアス会議にインディオの代わりとな
る黒人奴隷の導入案などを含む『島嶼部とティエラ・
フィルメ（現在のベネズエラ、コロンビア、パナマ）
の改革に必要な改善策に関する覚書』を提出し、徐々
に王室内でのプレゼンスが高まっていった。そして
₁₅20年、カルロス１世はスペイン人農民の植民計画
を許可した。しかしインディアスにおいてスペイン
人、インディオ双方から充分な理解は得られず、悲
劇は繰り返された。自らの命も危うくなるほどの混
乱を収拾するため、ラス・カサスは友好的ではない
と判断されたインディオの奴隷化をエンコメンデロ
に認めざるを得なくなり、平和的植民計画は挫折し
た。
この失敗を「神の裁き」と感じたラス・カサスは、
政治的妥協を排除し、純粋に司祭の立場から改革を
進めるため、ドミニコ会への入会を決意した。これ
が₁₅22年９月の「第二回目の回心」である。この「第
二回目の回心」から₁₅2₆年９月までの４年間、ラス・
カサスはドミニコ会修道会で修道生活を送りながら、
神学研究に没頭した。ラス・カサスに大きな影響を
与えたのは、ビトリアと同じくトマス・アクィナス
の『神学大全』であった。「第二回目の回心」は、「ラ
ス・カサスを神学、法学理論で身を固めたインディ
オの使徒へ大きく変貌させる重要な契機」2₆となった
のである。
₁₅40年、20年ぶりにラス・カサスはスペインに帰
国した。₁₅42年４月ラス・カサスはカルロス１世に
謁見し、エンコミエンダ制廃止、インディオ奴隷解
放、奴隷制度廃止などを盛り込んだ『改善策に関す
る覚書』を提出した。この時の報告が基となり、後
に主著『インディアスの破壊についての簡潔な報告』
（₁₅₅2）が出版されることになる。

カルロス１世はこの報告に基づき、翌５月にバリャ
ドリッドでインディアス問題を論ずる特別審議会を
開催し、ラス・カサスは報告書を読み上げた。審議
会はバルセロナに場を移して続けられ、₁₁月20日に
「インディアス新法」が制定された。ラス・カサスの
要求がすべて取り入れられたわけではないものの、
「新規のインディオ奴隷を認めない」、「副王、総督、
聖職者、官僚によるエンコミエンダの廃止」などが
盛り込まれた40箇条から成る画期的な内容であった。
₁₅44年、メキシコ南部チャパス司教に任じられた
ラス・カサスは、「インディアス新法」による改革を
期してスペインを離れた。しかし「インディアス新
法」は自分たちの財産を奪うことになると困惑した
インディアスのスペイン人たちから、ラス・カサス
は新法成立の首謀者として目の敵にされ、「インディ
アス新法」の実施は困難を極めた。その上インディ
アスから「インディアス新法」の撤回を求める書簡
が王室に届くようになった。カルロス１世とフェリ
ペ皇太子に現状報告し問題解決を図るため、ラス・
カサスは₁₅4₇年３月、スペインに向けて最後の大西
洋横断に臨んだ。
そのラス・カサスを待ち受けていたのは、当時最
も優れたアリストテレス哲学研究者とされたフアン・
ヒネス・デ・セプルベダ（₁4₈₉-₁₅₇₃）だった。₁₅₁0
年シスネロスが創設したアルカラ・デ・エナレス大
学で哲学と倫理学を学び、₁₅₁₅年からイタリア・ボ
ローニャで神学、さらにアリストテレス哲学研究に
邁進した。₁₅2₃年神学博士号を取得すると、ローマ
教皇庁の飜訳官としてアリストテレス作品のラテン
語への飜訳に取り組み始めた。₁₅₃₆年、カルロス１
世の勅撰史官となったセプルベダは2₁年ぶりにスペ
インに帰国し、王室のあるバリャドリッドに居する
ようになった。₁₅42年からは、バリャドリッド生ま
れのフェリペ皇太子の私教師も務めている。
₁₅4₅年、セプルベダは『第二のデモクラス。イン
ディオに対する戦争の正当原因を巡る対話』を執筆
した。セプルベダはアリストテレスの「先天的奴隷
説」に基づきインディオを自然奴隷化するのは正当
であり、さらに間接的権力論に基づいたアレクサン
デル６世の「贈与大教書」によって、征服戦争も正
当であると主張し、ラス・カサスに論理的に反論し
たのである。セプルベダは、₁₅₃₃年にオスマン帝国
との戦争を正当化するため『第一のデモクラス。戦
争とキリスト教の両立に関する対話』を著しており、
デモクラスとレオポルドの対話形式を用いた論理展
開は、以下に見られるように、『第二のデモクラス』
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にも活かされている。

レオポルド 〔・・・〕悪人には戦争を仕掛け
るよりも、彼らの不正行為を黙
認し、諦めてその害を耐え忍び、
習慣や人定の法よりも、神の法、
すなわち、キリストが私たちに、
敵をも愛し、彼らの中傷や迫害
にじっと耐え忍びなさいと命じ
られた福音の掟を優先させる方
がはるかに正しく、また、キリ
スト教の慈愛に合致するのでは
ありませんか。

デモクラテス あなたはまた、そのような馬鹿
げたことを言うのですか。レオ
ポルドさん、先ほどもあなたに
言ったように、私たちは以前ヴァ
チカンで、軍事の公明正大さに
関して、すいぶんと時間をかけ
て話し合ったわけですが、それ
も骨折り損に終わったようです。
なぜなら、あの時、私は、戦争
を行うことが福音の掟に背かな
い場合がひとつならずあること
を明らかにしたのですが、あな
たを納得させられなかったから
です。

レオポルド とんでもありません。ヴァチカ
ンでの話し合いは有意義なもの
でした。あなたはあの三日間、
宗教心やあらゆる種類の徳に関
する多くの問題、とりわけ軍事
に関わる問題をいろいろと博引
旁証して論じました。それまで
私は、同胞であるドイツ人の一
部が新しく唱えた謬見にややか
ぶれていましたが、あなたのお
かげで、キリスト教徒には戦争
という戦争がことごとく禁止さ
れているわけではなく、少なく
とも不正を排除するための戦争
は禁止されていないと考えるよ
うになりました。つまり、〔・・・〕
私は、それが自然法により万人

に認められている行為であるの
を理解したのです2₇。

ソクラテスの問答法やプラトンの対話編を思わせ
る『第二のデモクラス』の出版申請は、出版を阻止
しようとするラス・カサスと繋がりの深いサラマン
カ大学とアルカラ・デ・エナレス大学による審査に
よって、₁₅4₈年に却下された。しかしその後もラス・
カサスとセプルベダによるインディアスをめぐる論
争は続き、大西洋を挟んだ２つの世界の人々を巻き
込んだ大きな政治問題となった。その結果、₁₅4₉年
インディアス枢密会議は新たなインディアス征服事
業の中止をカルロス１世に進言した。これを受けて
カルロス１世は新規征服事業の許可を一時的に止め、
₁₅₅0年８月、新たな征服戦争の在り方とキリスト教
への改宗方法について検討するため、バリャドリッ
ド会議を招集した。ドミンゴ・デ・ソトが議長を務
め、ラス・カサス、セプルベダの２人も招聘された。
５日間に及ぶ２人の法学・神学論争は、今日「バリャ
ドリッド論争」と呼ばれる。論争は過去の征服戦争
と奴隷制度の正当性を問うことに終始したため、問
題解決に向けた具体的な新案は採択されずに終わっ
た。当時のカルロス１世は、ルターの宗教改革によっ
て分裂したキリスト教世界の再構築、フランス王フ
ランソワ１世とのイタリア戦争などのヨーロッパ内
の問題にも対処しなければならず、時間的にも財政
的にも厳しい状況にあった。またそのような局面を
財政面で支えるインディアスからの要望を無視する
こともできない難しい立場でもあった。しかしなが
ら、植民開始からさほど時を置かずに、国王主導に
よる被征服者の人権をめぐる会議が、対立する双方
の論策を公聴した上で、法学、神学そして哲学的見
地から識者が検討する方法で開催された事例は、他
のヨーロッパ諸国の植民地政策においても例はなく、
歴史上におけるその意義は極めて大きい。
その一方で、ラス・カサスに対する評価は厳しい
ものとなっていく。インディアス征服を支持する本
国、インディアス両方のスペイン人から「嘘つき」、
「裏切り者」として蔑視された上、スペインと政治的
に対立する国々、例えば、スペインからの独立を試
みているネーデルランド、インディアスへの進出の
機をうかがうフランス、スペインと海上覇権を競う
イギリスによる反スペイン運動にもラス・カサスは
利用された。スペインとの戦争に備え、国民の間に
反スペインの感情を湧き上がらせるためにラス・カ
サスの『インディアスの破壊についての簡潔な報告』
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が必要以上に誇張して取り上げられ、「スペイン人＝
残虐行為を行う国民」としてのイメージが₁₆世紀以
降のヨーロッパに広く植えつけられた。こうした状
況下、『インディアスの破壊についての簡潔な報告』
は、次々と各国で翻訳された。ネーデルランドで₁₅₇₈
年にオランダ語版が最初に出版され、₁₇0₆年までオ
ランダ語版は実に2₆回も出版された。他にもフラン
ス語版は₁₅₇₉年から₁₇0₁年までに₁₅回、英語版は₁₅₈₃
年から₁₇4₅年までに７回、ドイツ語版は₁₅₉₇年から
₁₇₉0年までに６回、イタリア語版は₁₅₉₈年から₁₇₃0
年までに６回、ラテン語版は₁₅₉₈年から₁₆₆4年まで
に３回翻訳されているのである2₈。各地でいわゆる
プロパガンダが引き起こされた結果、スペインでは
『インディアスの破壊についての簡潔な報告』の回収
が命じられ、その後₁00年近く刊行されなかった。第
二版が刊行されたのは、₁₆4₆年バルセロナにおいて
である。20₁₇年₁0月に実施されたカタルーニャ州の
独立住民投票以降、その動向が世界の注目を集めて
いるが、この時も同じく独立問題が起きていた。そ
のため「スペイン人」españolesという単語が「カス
ティーリャ人」castellanos（カスティーリャ人。王室
があるマドリッド、バリャドリッドはカスティーリャ
に在る）に書き換えられ、インディアスでの残虐行
為への関与についてカタルーニャ人とカスティーリャ
人の差別化が図られていた。この再刊後、異端審問
書から禁書扱いされ、₁₉世紀末まで刊行されること
はなかった2₉。
₁₈04年の黒人主導によるハイチ独立以降、インディ

オの反乱に危機感を感じたスペイン系を中心とする
植民地生まれのクリオーリョは、本国に代わって自
分たちの支配権を確立するために独立運動を図った。
この独立運動においても、ラス・カサスの『インディ
アスの破壊についての簡潔な報告』は、クリオーリョ
によって「残忍な本国スペインから独立する理由づ
け」として使われた。
₁₈20年代に多くのラテンアメリカ諸国が独立を果
し、本国スペインにおいても₁₈0₈年のナポレオンの
スペイン介入とスペイン独立戦争、₁₈2₃年の自由主
義者によるスペイン立憲革命など、スペイン没落を
象徴する政治的混迷が続いた。₁₅世紀末のコロンブ
スの新大陸到達から₁₇世紀にかけて栄華を極めた「太
陽の沈むことのない大帝国」没落の一因となったラ
テンアメリカ諸国の独立は、『インディアスの破壊に
ついての簡潔な報告』が煽り立てた反スペイン運動
に因るとスペイン伝統主義者は批判した。そしてこ
の反スペイン運動を「黒い伝説」と名付け、ラス・

カサスが引き起こした「途方もない妄想の産物」と
して厳しく断じた₃0。この「黒い伝説」という言葉
を決定的に知らしめたのは、フリアン・フデリアス
（₁₈₇₇-₁₉₁₈）の『黒い伝説と歴史的真実　－ヨーロッ
パにおけるスペイン』（₁₉₁4）である。この著作がス
ペインのインディアスに対する歴史的貢献を誇示す
る一方で、「黒い伝説」には「スペイン人のキリスト
教絶対主義と自民族中心主義、さらに言えば、ヨー
ロッパ中心主義が潜んでいる」₃₁ことも忘れてはなら
ない。
アメリコ・カストロ（₁₈₈₅-₁₉₇2）は『歴史の中の
スペイン　キリスト教徒、イスラーム教徒、ユダヤ
教徒』（₁₉4₈）において、コロンブス、フランシス
コ・デ・ビトリア、ラス・カサスがコンベルソ（ユ
ダヤ教から改宗したキリスト教徒）の家系である可
能性を指摘している。さらにカストロは、スペイン
における３つの血統、すなわちユダヤ教、キリスト
教、イスラーム教から成る宗教文化の葛藤と共存が
「スペインらしさ」を創り上げた₃2とした。カストロ
によってコンベルソと目された思想家たちがインディ
アスとヨーロッパを葛藤と共存の中で思想的に結び
つけ、人権確立に尽力したこともまた「スペインら
しさ」のひとつと言えよう。

３．スペイン人亡命者と「第二の出会い」
₁₉₃₆年７月₁₇日、人民戦線政府に対しスペイン領
モロッコで軍事クーデターが起こった。クーデター
を主導したフランコ将軍は数日間での勝利を信じて
いたが、武装化した社会労働党系の労働総同盟UGT
とアナーキスト系の全国労働連合CNT等の激しい抵
抗によってクーデターは失敗するとスペイン内戦へ
と発展し、₁₉₃₉年４月１日に終戦を迎えるまで３年
近い時が費やされた。第二次世界大戦直前である当
時の政局から、多くの国を直接的、間接的に巻き込
むことになり、国際的

4 4 4

な内戦となった。イタリア、
ドイツ、ポルトガルはフランコ軍を、ソビエト連邦
とスペインから独立したメキシコが人民戦線を支持
し、それぞれ多大な資金と軍事援助を行った。スペ
イン・カトリック教会は、フランコ支持を明らかに
している。
メキシコがスペイン内戦に介入し、人民戦線を支
持した背景には、₁₉₁0年から₁₉20年までの₁0年間、
国を二分して争ったメキシコ革命があった。スペイ
ン内戦当時のラサロ・カルデナス（₁₈₉₅-₁₉₇0）大統
領は、保守派、富裕層、カトリック教会を中心とす
る右派と農民、労働者からなる左派との対立が依然
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続く中で、農地改革とカトリック教会勢力一掃によ
る社会構造の変革を進めており、スペイン内戦の状
況をメキシコの現状に重ね合わせ、スペイン人民戦
線との「精神的団結」をメキシコ社会に持ち込むこ
とで難局を乗り切ろうとしていたのである₃₃。
内戦であれ征服戦争であれ、敗者は正義ではなく
勝者の論に跪くことになる。「はじめに」で述べたよ
うに、フランコ将軍は分裂したスペイン“Las Españas”
を伝統的なカトリック精神のもとでひとつのスペイ
ン “La España ” へと再統一しようとした。しかしな
がら、争いのきっかけとなる思想闘争を経て征服戦
争に敗れた人たちが、思想統制に耐えることは難し
い。結果５万人近い知識人たちが中南米諸国、とり
わけ支援国であったメキシコ、さらにチリ、アルゼ
ンチンへと亡命した₃4。
斯くてホセ・オルテガ・イ・ガセット（₁₈₈₃-₁₉₅₅）

をはじめ、オルテガが開いたマドリッド学派からホ
セ・ガオス（₁₉00-₁₉₆₉）、ホアキン・シラウ（₁₈₉₅-
₁₉4₆）、ルイス・レカセンス（₁₉0₃-₁₉₇₇）、マヌエ
ル・グラネル（₁₉0₆-₁₉₉₃）、フランシスコ・アヤラ
（₁₉0₆-200₉）そしてマリア・サンブラーノ（₁₉0₇-
₁₉₉₁）、バルセロナ学派のエドゥアルド・ニコル、ホ
セ・フェラテル・モラ（₁₉₁2-₁₉₉₁）、フアン・ガル
シア・ダビッド・ガルシア・バッカ（₁₉0₁-₁₉₉2）さ
らに歴史家アメリコ・カストロたち多くが「思想的
征服」から逃れ大西洋を渡った。
多くの哲学者がラテンアメリカを亡命先に選んだ
理由については、アベジャン（₁₉₃₃-）の指摘があ
る。

南米諸国に多くのスペイン人哲学者が身を移
したのは単なる偶然ではない。母語を維持し、
この母語が日々のコミュケーション媒体となる
土地で暮らしたいとの必要性に駆られてのこと
である。この母語の必要性は哲学者にとって、
他の職に従事する人たちよりも大きなものであ
る。技術者とか科学者のことを指しているので
はなく、詩人や作家たちと比べてのことである。
〔・・・〕詩人が自身の内部体験の世界に沈潜で
きることは疑う余地はないし、作家はおそらく
想像の世界で生きていけるだろう。しかし哲学
者が自分の著作にふさわしい創造的広がりを与
えるためには母語環境が必要なのである₃₅。

哲学的であるないにかかわらず、言語から独立し
て思考することは不可能である。「思考する」ことと

「あるひとつの言語を使う」ことは同義であるとも言
える。そしてこの言語の問題は心理学的かつ社会学
的な問題でもある₃₆。多くの亡命哲学者にとって、ス
ペイン語圏における知的活動、創作活動は、スペイ
ン哲学の本質を保つために必要なことであった。
さらにスペインとラテンアメリカの間には、カト
リックという共通点があった。ラテンアメリカ諸国
のスペインからの独立、その後の革命、近代化にカ
トリック教会が果たした役割は大きく、精神的な支
柱であった₃₇。
スペイン人亡命者たちの不安定な精神状況、言う
ならばトラウマは母国を離れて増し、精神的支えが
必要になることは容易に想像できる。亡命哲学者の
ひとりであるマリア・サンブラーノの「自分の宗教
や少なくとも宗教的傾向を理解しようとしているも
うひとりの自分と向き合わなければ、取り組んでい
る作品の本質に迫ることは難しい、いや不可能に近
い」₃₈という言葉から、信仰が創作活動に大きな影響
を与えていたことがうかがい知れる。
スペイン内戦によって新しい哲学的視野を持つ多
くの哲学者がラテンアメリカに亡命した結果、スペ
イン本国では伝統哲学の研究者、すなわちスコラ哲
学者が大学教授のポストを占めることになった。「ス
コラ哲学再興の時代」と呼ばれた₁₉40年代以降、逆
にスペイン哲学の近代化は遅れることになった₃₉。ス
コラ哲学の世界から適切な距離を取った亡命哲学者
を待っていたのは、想像を超えた歓迎と共同研究環
境だった。彼らの哲学的創造性とラテンアメリカ的
要素が上手く均衡を保ちながら共存することによっ
て、亡命先の研究者たちとのコラボレーションが進
むことになったのである。この環境は、スペイン語、
キリスト教に次ぐ大切な意味を持つことになった。
スペイン内戦中は人民戦線の兵士として戦ったフェ

ラテル・モラは、内戦が終結するとパリ、キューバ
に滞在したが、チリの出版社クルス・デル・スルに
招かれ、多くのチリ人研究者と学術交流した。₁₉4₇
年にグッゲンハイム研究奨励金を受けアメリカ合衆
国に移り、₁₉4₉年から亡くなるまでペンシルバニア
州ブリンマーカレッジでスペイン語と哲学の講座を
担当し、哲学科の主任も長年務めた。彼の学術的貢
献に対して、コロンビア国立大学、ウルグアイ中央
大学、アルゼンチン国立トゥクマン大学、そしてス
ペイン・バルセロナ自治大学から名誉博士号が授与
された。
自らのことをfilósofo exiliado（亡命哲学者）では
なくfilósofo transterrado（大陸を渡った哲学者）と呼
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んだホセ・ガオスは、メキシコに渡るとすぐにスペ
イン協会の一員となった。この協会は₁₉₃₈年にラサ
ロ・カルデナス大統領によって、スペイン内戦によ
る亡命者を受け入れるために設立された。２万５千
人近くのスペインから亡命者の中には、優秀な農民
に加え、多くの知識人、例えば政府官僚、経済人、
企業人、軍人、パイロット、大学教員などが含まれ
ており、その受け皿となった。こうしてスペイン人
亡命者は、メキシコ革命後のメキシコの発展に様々
な分野において貢献したのである。₁₉40年スペイン
協会はコレヒオ・デ・メヒコ（メキシコ大学院大学）
となり、今日に至るまでメキシコの中心的教育機関
のひとつとして大きな功績を残している。ホセ・ガ
オスは、₁₉₃₈年の亡命直後からサン・ニコラス・デ・
ヒダルゴ・ミチョオアカナ大学で、翌年から亡くな
る₁₉₆₉年まではメキシコ国立自治大学で教鞭を取っ
た。その間ハイデガーの『存在と時間』をはじめ、
フッサール、フィヒテ、キルケゴールなど多くの現
象学、実存主義の作品をスペイン語に翻訳し、次世
代のスペイン語圏哲学研究者に大きな貢献をした。
₁₉₃₈年にメキシコに亡命したエドゥアルド・ニコ
ルは、翌年からメキシコ国立自治大学哲文学部で研
究を始め、博士号を取得した。その後哲文学部教授
となり、₅0年以上にわたって研究と人材育成に貢献
した。また同大学に哲学研究所も設立している。₁₉40
年にはメキシコ国籍を取得した。
フアン・ガルシア・ダビッド・ガルシア・バッカ
はバルセロナ大学で博士号を取得後、₁₉₃₆年にサン
ティアゴ・デ・コンポステーラ大学の哲学講座教授
職を得たが、フランコを厳しく批判して就任せずに
亡命した。パリに滞在後、エクアドルに₁₉₃₉年から
₁₉42年まで亡命し、その後メキシコを経てベネズエ
ラに亡命した。メキシコでは、ホセ・ガオスと同じ
くサン・ニコラス・デ・ヒダルゴ・ミチョオアカナ
大学で講座を持った。ベネズエラに移ると、設立直
後のベネズエラ中央大学哲文学部に身を置き、₁₉₇₁
年まで教育と研究に従事した。その後学部長も務め、
さらに哲学研究所を創設し、その初代所長となった。
高等教育の普及にも尽力し₁₉4₇年から₁₉₆2年までの
₁₅年間、カラカス教育研究所でも教鞭を取り精力的
に教育活動に従事した。
不幸な側面を持つ「最初の出会い」によってイン
ディオに押しつけられたスペイン語とキリスト教が、
幾世紀もの時を経て、希望を失ったスペイン人亡命
者に新たな活力を与えることになった。スペイン語
とキリスト教。これらはラテンアメリカが苦しみな

がら保持し、発展もさせたスペイン的要素である。
そして新たに大西洋を渡ってきたスペイン人を迎え
入れた環境。ラテンアメリカをめぐるこれらの歴史
的な循環は、スペイン人亡命者たちにとって「新た
な発見」であり、ラテンアメリカとの「第二の出会
い」であった。そしてHispanidad franquista（フラン
コ将軍による伝統的なスペイン精神に基づく統一）
やProlongación de Europa（ヨーロッパ文化の延長）で
はなく、ラテンアメリカが育んできた独自の文化と
して評価する機会ともなったのである。

４．おわりに　－接ぎ木としてのスペイン哲学－
歴史的かつ社会学的な視点からすると、スペイン
内戦が起きたスペイン20世紀は亡命の時代であった
と言うことができる40。この亡命に対する歴史的な
意識は、ラテンアメリカ諸国においても存在してい
る。先に述べたラス・カサスにまつわる「黒い伝説」
は、₁₉世紀のラテンアメリカ独立運動が始まると今
度は「白い伝説」と化した。独立したものの政治情
勢が安定せず、経済的自立も思ったように進まない
原因がインディオに向けられた結果、スペイン人コ
ンキスタドールの征服事業は美化されるようになっ
た。これが「白い伝説」であり、コンキスタドール
の征服事業を阻止しようとしたラス・カサスは「先
見の目が無かった」と非難されたのである。クリオー
リョは自分たちの権益を守ることを、インディオ系
の人たちは長きにわたるヨーロッパ支配による貧困
からの解放を目指しており、必ずしも統一された政
治思想で結ばれていたのではなかった。
このような背景のもと、フランコ独裁に反発して
スペインを後にした亡命哲学者は、古いスペインの
価値観を移入しようとしたのではなく、同じ言語で
思考する環境の中で「スペイン的なこと」と「ラテ
ンアメリカ的なこと」を繋ぐ役割を果たしたのであ
る。
オルテガの高弟フリアン・マリアス（₁₉₁4-200₅）

は、スペインとラテンアメリカを知的に結びつける
スペイン語を「接ぎ木」と呼んだ。スペイン人亡命
者のラテンアメリカにおける哲学的貢献もまさしく
「接ぎ木」と呼ぶに相応しい。オルテガ的な「生－理
性」に満ちた接ぎ穂を新たな生を求める台木ラテン
アメリカに接ぐことによって、生命力の高まった大
木が育ち、「イベロアメリカ・ユマニスム」という果
実が豊かに実った。
こうしてスペインは、スペインというひとつの国
を超克する国々による共同体を築き上げたことによっ
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てイスパノアメリカの国となり4₁、「理解し合える異
文化」を内包する国となったのである。
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第３号、₁₉₉0年、pp.₁-₁₁.

角田哲康、「地中に花咲く都、コルドバ」『南スペイ
ン・アンダルシアの風景』、丸善、200₅年、pp.2₆-
₃₁.

シュナイダー、ラインホルト、『カール五世の前に立
つラス・カサス』（下村喜八訳）、未来社、₁₉₉₃
年.

セプールベダ、フアン・ヒネース・デ、『第二のデモ
クラス　戦争の正当原因についての対話』（染田
秀藤訳）、岩波書店、20₁₅年.

染田秀藤、「第二章　イベリアの足跡」『ラテンアメリ
カ世界　その歴史と文化』、世界思想社、₁₉₈₇
年、pp.2₅-₉₈.

————、『ラス＝カサス』、清水書院、20₁₆年.
谷川義美、『ラテンアメリカの福音宣布者たち　－先
住民への宣教活動－』、新世社、200₈年.

中尾洋一、『「フランコ以降」のスペイン』、教育社、

₁₉₇₉年.
西山俊彦、「近代主義の成立と奴隷貿易－②　教皇文
書と新大陸での実態の吟味　カトリック教会は
奴隷貿易を容認したのではないか」『福音と社会』
2₁₁号、200₃年、pp.₅₆-₆₈.

原　稔、「ラテンアメリカの宗教変遷　グローバリ
ゼーションによる40年間の宗教勢力変化」『東洋
哲学研究所紀要』第22号、東洋哲学研究所、200₆
年、pp.₅₉-₈0.

ビトリア、フランシスコ・デ、『人類共通の法を求め
て（「インディオについて」、「戦争の方につい
て」、「インディアス問題に関してフランシスコ・
デ・ビトリアがアルコス神父に宛てた書簡」）、
岩波書店、₁₉₉₃年.

松森奈津子、『野蛮から秩序へ　インディアス問題と
サラマンカ学派』、名古屋大学出版会、200₉年.

Abellán, José Luis, Filosofía Española en América (1936-
1966), Ediciones Guadarrama con Seminarios y 
Ediciones, ₁₉₆₇.

————, Panorama de la filosofía Española actual –una 
situación escandalosa-, Espasa – Calpe, ₁₉₇₈.

———— , El reto europeo: identidades culturales en el 
cambio de siglo, Editorial Trotta, ₁₉₉4.

————, Historia del pensamiento español: de Séneca a 
nuestros días, Espasa - Calpe, ₁₉₉₆.

————, El exilio filosófico en América: Los transterrados 
de 1939, Fondo de Cultura Económica, ₁₉₉₈.

———— , El exilio como constant y como categoría, 
Biblioteca Nueva, 200₁.

Abellán, José Luis y Monclús, Antonio (Coords.), El 
pensamiento español contenporáneo y la idea de 
América, I. El pensamiento en España desde 1939, 
Anthropos, ₁₉₈₉.

————, El pensamiento español contenporáneo y la idea 
de América, II. El pensamiento en el exilio, Anthropos, 
₁₉₈₉.

Abellán, José Luis y Apaolaza, et al., Memoria del exilio 
vasco: Cultura, pensamiento y literature de los escritores 
trasterrados en 1939, Biblioteca Nueva, 2000.

Balibrea, Mari Paz, Tiempo de exilio: una Mirada crítica 
a la modernidad Española desde el pensamiento 
republican en el exilio, Montesinos, 200₇.

Bolado, Gerardo, Transición y recepción La filosofía Española 
en el ultimo tercio del siglo XX, Sociedad Ménendez 
Pelayo, Centro Asociado a la UNED en Cantabria, 
200₁.
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Bueno, Gustavo, España frente a Europa, Alba Editorial, 
2000.

Castro, Américo, España en su historia: Cristianos, Moros 
y Judíos, Editoria Crítica, ₁₉₈4.

Cuevas, Cristóbal, Fray Luis de León y la escuela salmantina, 
Taurus, ₁₉₈₆.

Eduardo, Nicol, El problema de la filosofía hispánica, Fondo 
de Cultura Económica, ₁₉₉₈.

Ferrater Mora, José, Cambio de marcha en filosofía, Alianza, 
₁₉₇4.

————, La filosofía actual, Alianza Editorial, ₁₉₈₆.
Gaos, José, Obras Completas, vol.XVII, UNAM, ₁₉₈2.
García García, Emilio, ʻBartolomé de Las Casas y los 

derechos humanosʼ en “Los derechos humanos en su 
origen . La Repúbl ica Dominicana y Antón de 
Montesinos”, Editorial San Esteban, 20₁₁, pp.₈₁-₁₁4.

Gómez-Muller, Alfredo, Alteridad y ética desde el 
descubrimiento de América, Ediciones Akal, ₁₉₉₇.

Gónzalez, Pilar, ʻEl sentir chileno de Leopoldo Castedo ʼ 
en “El pensamiento español contemporáneo y la idea 
de América”, Volumen II, Anthroos, ₁₉₈₉.

Heredia Soriano, Antonio (Ed.), Exilios filosóficos de España, 
Ediciones Universidad de Salamanca, ₁₉₉₅.

————, Mundo hispánico-Nuevo Mundo: visión filosófica, 
Ediciones Universidad de Salamanca, ₁₉₉₅.

Llera, Luis de, Filosofía en el exilio: España redescubre 
América, Ediciones Encuentro, 2004.

Maestre, Agapito, Meditaciones de Hispano-América, 
tecnos, 200₁.

Marías, Julián, Obras VII, Revista de Occidente, ₁₉₆₆.
———— , Filosofía Española actual Unamuno, Ortega, 

Morente, Zubiri, Espasa - Calpe, ₁₉₇₃.
Morán, Gregorio, El maestro en el erial - Ortega y Gasset 

y la cultura del franquismo -, Tusquets, ₁₉₉₈.
Murillo, Ildefonso (Ed.), El pensamiento hispáno en América: 

siglos XVI-XX, Publicaciones Universidad Pontificia 
de Salamanca, 200₇.

Ramón, Hernandez, Fray Francisco de Vitoria, O.P. Síntesis 
de su vida y pensamiento, Editorial OPE, ₁₉₈₃.

Rivera de Ventosa, Enrique, España y América: Por un 
camino filosófico común, Verlag de Augustinus, ₁₉₉₇.

Zambrano, María, ʻLa religión poética de Unamuno ʼ en 
“España, sueño y verdad”, Siruela, ₁₉₉4.

――――――――――
１ ₁4₉₃年にローマ教皇アレクサンデル６世（₁4₃₁-
₁₅0₃）が発布した「贈与大教書」によって、スペ
インに新大陸における一切の支配権が永久に与え
られた。この「贈与大教書」に基づき、₁₅0₃年、
イサベル１世（₁4₅₁-₁₅04）が、第３代エスパニョー
ラ島総司令官ニコラス・デ・オバンド（₁4₆0-₁₅₁₈）
の要請によって認めたことから始まった制度。コ
ンキスタドールたちの身分、功績に応じて、一定
数のインディオを与え、彼らをキリスト教に改宗
させることを委託すると同時に労働力としての使
用を認めた。委託された人はエンコメンデロと呼
ばれた。
₁₅02年２月₁₃日、ニコラス・デ・オバンドはそ
れまでの最大規模の入植者（約2₅00人）とインカ
帝国を征服したフランシスコ・ピサロ（₁4₇₈?-₁₅4₁）
を伴ってスペインを出航した。その中には、バル
トロメ・デ・ラス・カサスも加わっていた。

２ 20₁₇年８月以降、テキサス州、メリーランド州な
どで、コロンブス像が破壊される等の被害が続い
ている。ニューヨーク・マンハッタンのコロンバ
スサークルにあるコロンブス像についても、撤去
すべきとの議論が起こっている。

３ ₁₉₉₁年からイベロアメリカ首脳会議が毎年開催さ
れ、24のスペイン語圏の国と地域、２つのポルト
ガル語圏の国が参加し、文化、政治、経済分野に
おける相互協力と理解を進めている。
スペイン語圏は、アルゼンチン、ウルグアイ、
エクアドル、エルサルバドル、キューバ、グアテ
マラ、コスタリカ、コロンビア、スペイン、チリ、
ドミニカ、ニカラグア、パナマ、パラグアイ、ベ
ネズエラ、ペルー、ボリビア、ホンジュラス、メ
キシコ。ポルトガル語圏は、ブラジル、ポルトガ
ル。カタルーニャ語及びスペイン語圏としてアン
ドラが2004年に加盟した。
準加盟国としては、200₁年にアメリカ合衆国自
治連邦区であるプエルトリコ（スペイン語圏）、
200₉年にフィリピンと赤道ギニア（スペイン語圏）
が参加している。

４ 染田秀藤、『ラス＝カサス』、p.2₅.
５ 松森奈津子、『野蛮から秩序へ　インディアス問題
とサラマンカ学派』、p.2.

６ 佐々木孝、「ビトリアと「インディオ」についての
特別講義」覚え書き」、p.₃.

７ フランシスコ・デ・ビトリア、「インディアス問題
に関してフランシスコ・デ・ビトリアがアルコス
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神父に宛てた書簡」『人類共通の方を求めて』（佐々
木孝訳）、pp.22₅-22₇.

８ 染田秀藤、「第二章　イベリアの足跡」、『ラテンア
メリカ世界　その歴史と文化』、p.2₇.

９ ₁₅₁4年６月₁4日にカスティーリャ・デ・オロ（現
在のニカラグア、コスタリカ、パナマ、コロンビ
ア北部）総督ペドロ・アリアス・ダビラ（₁440-
₁₅₃₁）が最初に降伏勧告状をインディオに読んだ
とされる。
西山俊彦、「近代主義の成立と奴隷貿易－②　教

皇文書と新大陸での実態の吟味　カトリック教会
は奴隷貿易を容認したのではないか」、200₃, p.₅₈.

₁0 松森奈津子、前掲書、p.₁₁₃.
₁₁ フランシスコ・デ・ビトリア（佐々木孝訳）、「イ
ンディオについて」、p.2₅.

₁2 同掲書、p.₃0.
₁₃ 同掲書、p.₃₅.
₁4 ラス・カサス（染田秀藤訳）、『インディアスの破
壊についての簡潔な報告書』（電子書籍版）、No.₃₆₅4.

₁₅ José Luis Abellán, Historia del pensamiento español de 
Séneca a nuestros días, p.₁₉₇.

₁₆ フランシスコ・デ・ビトリア（佐々木孝訳）、「イ
ンディオについて」、p.₃2.

₁₇ 同掲書、pp.₃4-₃₅.
₁₈ 同掲書、p.₃₆.
₁₉ 松森奈津子、前掲書、pp.₁₃₁-₁₃2.
20 佐々木孝、「ビトリアと「インディオについての特
別講義」覚え書き」、p.₃.

2₁ 同掲書、pp.₃-4.
22 グロティアスの主著『自由の海』（₁₆0₉）、『戦争と
平和の法』（₁₆2₅）では、ビトリアについて計₅₆回
引用されており、その影響は顕著である。
飯塚一郎、『大公開時代へのイベリア　スペイン
植民地主義の形成』、p.₁₉₈₁.

2₃ 叙階を受けた年については、₁₅₁2年以降であり、
司教アロンソ・マンソ（₁4₆0-₁₅₃₉）によって叙階
されたとする説もある。アロンソ・マンソはイン
ディアスに最初に派遣されたスペイン人司教であ
る。

Emilio García García, ʻBartolomé de Las Casas y los 
derechos humanos ʼ, pp.₈₁-₁₁4.

24 染田秀藤、『ラス＝カサス』、p.2₆.
2₅ ラス・カサス（染田秀藤訳）、『インディアスの破

壊ついての簡潔な報告』、pp.4₃-44.
2₆ 染田秀藤、前掲書、p.₅4.
2₇ セプールベダ（染田秀藤訳）、『第二のデモクラス　
戦争の不当原因についての対話』、pp.₈0-₈₁.

2₈ ラス・カサス（染田秀藤訳）、『インディアスの破
壊についての簡潔な報告書』（電子書籍版）、No.42₈₁.

2₉ 同掲書、No.422₁.
₃0 同掲書、No.42₈₃.
₃₁ 同掲書、No.42₅₁.
₃2 角田哲康、「地中に咲く都、コルドバ」、pp.2₈-2₉.
₃₃ この経緯については以下に詳しい。
小倉英敬、「スペイン内戦とメキシコ（カルデナ
ス政権のスペイン人民戦線政府支援）」

₃4 知識人がラテンアメリカに亡命する傾向が強かっ
たの対して、農民は南フランスに亡命する人が多
かった。生産する農作物やワイン造りなど共通点
が多く、新たな生活を構築しやすかったからであ
る。スペイン内戦終結から半年ほどで第二次世界
が勃発し、₁₉40年にドイツがフランスに侵攻し始
めると生活が困窮し、スペインに帰国する人たち
も多く現れた。

₃₅ José Luis Abellán, Panorama de la Filosofía Española 
Actual – una situación escandalosa-, pp.₁₁₇-₁₁₈.

₃₆ José Ferrater Mora, Cambio de marcha en filosofía, p.₆₇.
₃₇ 原　稔、「ラテンアメリカの宗教変遷　グローバリ
ゼーションによる40年間の宗教勢力変化」、p.₇4.
ピラール・ゴンサーレスも、チリおいてカトリッ

ク教会が民主主義体制への変革や人権擁護運動に
おいて大きな役割を果たしてきたことを指摘して
いる。

Pilar Gónzalez, ʻEl sentir chileno de Leopoldo Castedo ʼ 
en “El pensamiento español contemporáneo y de la idea 
de América”, Volumen II, p.₆₁₆.

₃₈ María Zambrano, ʻLa religión poética de Unamuno ʼ en 
“España, sueño y verdad”, p.₁₁0.

₃₉ Gregorio Morán, El maestro en el erial - Ortega y Gasset 
y la cultura del franquismo-, p.4₁₁.

40 José Luis Abellán, ʻEl exilio como categoría cultural: 
implicaciones filosóficas ʼʻ en “Actas del V seminario de 
historia de la filosofía Española ”, Ediciones Universidad 
de Salamanca, p.₃.

4₁ José Gaos, Obras completas, vol.XVII, p.24₇.
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戦争によって海を渡った日本人
― 残留日本兵から日系インドネシア人へ ―

伊藤　雅俊
※１

Japanese Who Crossed the Sea by the World War II
― From Residual Japanese Soldier to Japanese Indonesian ―

Masatoshi I
※１

TO

ABSTRACT
After ended World War II, a part of approximately 290,000 Japanese soldiers, estimated from 1,000 

to 2,000 people remained in all over Indonesia and they took part in the Indonesian War of Independence 
with the Netherlands between 1945 and 1949 as the main battlefields with two islands Java and Sumatra. 
Even after Indonesia independence, there were Japanese who left behind in Indonesia. They lived in Indo-
nesia by converting to Muslim, renaming to Islamic names and marrying Indonesian women. That is to 
say, they are the Japanese Indonesian first-generation.

This paper will describe how the Japanese Indonesian first-generation had lived in North Sumatra, 
Indonesia, focusing on the two aspects of marriage with Indonesian women and the Japanese associations 
formed in North Sumatra. 

This paper is structured as follows. Firstly, to indicate the approximate number of Japanese soldiers 
left behind or the Japanese Indonesian first-generation in Sumatra. In addition to this, to show a wide ranged 
distribution of them in Sumatra.

Secondly, to examine marriage between Japanese Indonesian and Indonesian women while putting 
diversity of ethnic groups their spouses and their spouse selection into focus. Thirdly, to consider Japanese 
associations organized by Japanese Indonesian in some parts of North Sumatra in order to live by helping 
each other unitedly.

論　文

はじめに
日系インドネシア人とは、第二次世界大戦時にイ
ンドネシア各地に派兵され１）、日本敗戦後も帰国せ
ず、インドネシア独立戦争（₁₉4₅/₈～₁₉4₉/₁2）に貢
献、さらにインドネシア独立後も帰国の途を選択す
ることなく、同国で人生を歩むこととなった残留日
本兵（日系インドネシア人一世）２）およびその子孫
（日系二世以降）のことを指す。
本稿では、日系インドネシア人一世３）らがスマト

ラ島北スマトラ州でどのように生きたのかを、現地
人女性との結婚と日本人会の結成という２つの事柄
から考察する４）。
これまで日系インドネシア人一世に関する研究は
なされているものの５）、その多くがジャワ島の日系
一世を対象とした歴史学的・個人史的研究であるの
に対し、本稿はスマトラ島に生きた日系一世を研究
対象とした民族誌的研究となる。
他方、ジャワ島はスマトラ島と並んで日系インド

※１ 日本大学国際関係学部国際教養学科　助教　Assistant Professor, Department of International Liberal Arts, College 
of International Relations, Nihon University
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ネシア人の多い地域ではあるが、日系人が数千人規
模で集中している地域はない。一方で、スマトラ島
においては、日系一世の時代から同島最大の都市、
北スマトラ州の州都メダンに集住している。したがっ
て、スマトラ島における日系一世は、その個人史的
研究にとどまることなく、本稿第３節でみていく日
本人会のように集団単位での考察が可能である。現
在でも日系二世以降（日系二世₅₉0-₆₇0人、日系三世
₁︐₆00-₁︐₈00人、日系四世₆20-₇00人、すべて概数）の
大多数がメダンおよびその周辺で暮らしている６）。
本稿の構成は以下の通りである。第１節では、ス
マトラ島における残留日本兵および日系インドネシ
ア人一世の概数を示す。加えて、日系一世はスマト
ラ島全土に分布していたことを示す。
第２節では、日系一世とインドネシア人女性との
結婚に関して、とくにエスニック集団と配偶者選択
との関連に着目して考察する。
第３節では、日系一世が異国の地で結束して生き
るために、北スマトラ州各地で結成した３つの日本
人会を取り上げ、それぞれの結成経緯や活動内容を
報告する。

１　スマトラ島における残留日本兵および日系イン
ドネシア人一世の概数

１－１　インドネシア全土
日本敗戦２日後の₁₉4₅年８月₁₇日、インドネシア
共和国初代大統領であるスカルノが独立宣言文を読
み上げ、再植民地化を図ろうとする旧宗主国オラン
ダ軍・連合軍との４年半におよぶ独立戦争の火蓋が
幕を開けた。このとき、インドネシア全土に陸軍・
海軍併せておよそ2₉万の日本軍関係者が駐留してお
り７）、そのうちの₈00人から2︐000人がインドネシア
独立戦争に参加したと言われている８）。
彼らに残留を決意させた諸事由または残留せざる
を得ない状況に至らせた諸事由は、単純にインドネ
シアへの愛着が生じていた、インドネシア人女性と
の間に子どもを儲けていた、あるいは結婚していた、
戦犯や連合軍の捕虜になることを恐れた、逃亡兵・
非国民の汚名で肉親に迷惑をかけたくない、肉親の
死、祖国滅亡や引き揚げ船の襲撃といった流言飛語、
大東亜戦争の義務を果たしたかった、インドネシア
独立軍に拉致されていた、現地独立運動家に勧誘さ
れたなど個々別々である９）。

１－２　スマトラ島
スマトラ島に残留し、インドネシア独立戦争に参

加した残留日本兵の数は、一説によると₇00人から
₈00人である。日系一世らが福祉友の会₁0）の設立に動
き出した₁₉₇0年代中葉から彼らの間で、スマトラ島
で残留を決意した一派を「スマトラ組」、ジャワ島で
残留を決意した一派を「ジャワ組」と呼び合うよう
になったことからもわかるように、インドネシアの
日系一世は両島に二極集中している。
日系一世・中村常五郎氏（₁₉24-200₆）は、ジャー
ナリスト・青沼陽一郎氏とのインタビューで「最後
に日本政府から、逃亡したあたし達に対して、帰国
する気があるなら政府がすべてを負担する、と₁₉₅₃
年に打診があった。逃亡した日本人は200人以上い
て、そのときに３分の１くらいは日本へ帰ってる。
それが我々逃亡兵に対しての最後の通達だった」₁₁）と
語っている。中村氏の語りから、第二次世界大戦後
スマトラ島に残留し、インドネシア独立戦争に貢献
した残留日本兵₇00人から₈00人のうち、同独立戦争
後の生存者は200人程であるということ、引き揚げ船
による帰還者は₆₅名前後であることがわかる。
一方、筆者が北スマトラ州で収集したデータおよ
び厚生省発行の『スマトラ地区未帰還者等名簿（附 残
留邦人連名簿）』₁2）と福祉友の会発行の残留者名簿₁₃）

から算出したところ、インドネシア独立達成後の生
存者はおよそ200人、そして₁₉₅0年代前半に帰国の途
を選択した者が₆0人程であることがわかった。筆者
の調査結果と中村氏の語りの内容における概数はほ
とんど一致する。
インドネシア独立後、スマトラ島北部のアチェ州
および北スマトラ州で暮らした日系一世は、筆者が
確認できている限りでは₁0₉人である。この数は、福
祉友の会メダン支部作成の会員名簿に掲載されてい
る₁0₆家族₁4）と、同会員名簿に記載されていない３家
族とを足したものである₁₅）。
他方で、筆者のフィールドワークの成果と福祉友
の会が₁₉₉₅年に作成した『元日本軍人残留者名簿 ジャ
ワ スマトラ バリ』を併せると、スマトラ島に残留
した日系一世は、₁₉₉₅年時点では８州で構成されて
いた（現在は₁0州で構成）同島のリアウ州以外の南
スマトラ州、西スマトラ州、ブンクル州といった州
に散在していたことが確認できた₁₆）。未婚のままス
マトラ島外へ移住した若干名を除く一世が、最初に
生活の拠点を築いた場所はリアウ州以外の７州のい
ずれかにおいてであり、₁₉₅0年代から₁₉₈0年代前半
にかけて、主に仕事の関係でスマトラ島内では大都
市メダンへ、島外ではジャワ島やカリマンタン島へ
移住している。そのままスマトラ島のランプン州や
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南スマトラ州に住み続けた一世もいた。
20₁0年₁2月にスマトラ島のある日系一世がメダン
市内の病院で、20₁4年８月にジャワ島の小野盛（₁₉₁₉-
20₁4）が亡くなったため、20₁₇年現在、インドネシ
ア全土で日系一世の生存者はいない。

２　インドネシア人女性との結婚
２－１　配偶者の人数とエスニック集団
日系インドネシア人一世の一部は日本占領時

（₁₉42/₃～₁₉4₅/₈）に、大半はインドネシア独立戦争
時と同国独立後にインドネシア人女性と結婚した。
₁₉₃0年代に仕事の関係で北スマトラ州にやって来て
いた僅かの者は日本占領時代以前に家庭を築いてい
た₁₇）。
これまで筆者が実施してきたフィールドワークよ
り、スマトラ島の北スマトラ州およびアチェ州で生
きた日系一世₁0₅人の配偶者の人数および配偶者の属
するエスニック集団₁₈）が明らかになった（表１参照）。
日系一世₁0₅人に対して、妻の数が₁2₃人となって
いるのは（表１参照）、日系一世₁0₅人のうち第２夫
人までを持つ者が₁₅人、第４夫人までを持つ者が１
人いるからである。
日系一世の配偶者₁2₃人は₁₆のエスニック集団から

構成されている。ジャワ₅2人と華人系₃0人で全体の
約₇0％を占める。以下、マンダイリン₁4人、アチェ
８人、マナド４人、マライユ３人、カロとバンジャ
ル２人、以下ミナンカバウ、アンボン、ガヨ、韓国、
スンダ、タミール、ニアス、バタウィ各１人ずつと
なる（表１参照）。

２－２　日系一世の配偶者にジャワ人が多い理由
日系一世₁0₅人の配偶者₁2₃人中ジャワ₅2人と全体
のおよそ40％を占めることは、マンダイリン₁4人、
アチェ８人なども基本的にはイスラーム教徒である
から宗教的な理由によるのではないと言える。
続いて、日系一世の配偶者にジャワ人が多い理由
をエスニック集団の構成比から検討してみよう。北
スマトラ州は元来マライユ人とバタック人₁₉）の土地
であり、西スマトラ州はミナンカバウ人の土地であ
る。また、アチェ州20）にはアチェ人やガヨ人が伝統
的に暮らしている。このように、スマトラ島にはバ
タック人などの土着のエスニック集団が存在してい
る。しかし、北スマトラ州のエスニック集団構成は、
2000年時点でバタック42％、ジャワ₃2．₆％、ニアス
₆．4％、マライユ５％、ミナンカバウ2．₇％、バンジャ
ル１％などと、ジャワ島出身のエスニック集団であ
るジャワ人の構成比が高くなっている2₁）。このよう
に、日系一世の配偶者にジャワ人女性が多い理由は、
エスニック集団の構成比から説明ができる。
北スマトラ州にジャワ人が多くやって来たのは、
オランダ植民地時代の₁₈₆₃年に北スマトラ州の東海
岸で開始された、タバコ、ゴム、コーヒー、紅茶な
どのプランテーション開発22）が要因となっている。
オランダ植民地政府は同地域の土着のエスニック集
団バタック人やマライユ人などを従順でも勤勉でも
ないと判断し、第一にマレーシアのペナン島あるい
はシンガポールから中国人・華人系を、第二にジャ
ワ島から大量のジャワ人を契約労働者（苦力労働者、
クーリー）として呼び寄せた2₃）。ジャワ人労働者の
なかには、プランテーションからメダンやプマタン・
シアンタルなどの都市部に渡った者がいた。
日系一世の妻にジャワ人の多い今一つの理由であ
るが、日本敗戦以前・以後もプランテーション労働
者というジャワ人の社会的地位の低さが、残留日本
兵という肩書の外国人との結婚を容易にさせたのだ
ろう。その証左として、たとえば、キサラン農園で
の社会党の民兵組織プシンド（Pemuda Sosialis Indonesia, 
Pesindo）のトップはマンダイリン・バタック人、ダ
ムリ農園のプシンドはバタック人とミナンカバウ人
が率い、エック・カノパン農園での共産党はマライ
ユ人の指導下にあった24）。このように、北スマトラ
州各地の土着のエスニック集団、バタック人や東海
岸のマライユ人土候は、ジャワ人とは対照的に、社
会的に権威のある地位を占めていた。

表１　日系インドネシア人一世105人に対する妻123人の
エスニック集団別人数

エスニック集団 人数
１ ジャワ ₅2人
２ 華人系 ₃0人
３ マンダイリン ₁4人
４ アチェ ８人
５ マナド ４人
６ マライユ ３人
７ カロ ２人
８ バンジャル ２人
９ ミナンカバウ １人
₁0 アンボン １人
₁₁ ガヨ １人
₁2 韓国 １人
₁₃ スンダ １人
₁4 タミール １人
₁₅ ニアス １人
₁₆ バタウィ １人
合計 ₁2₃人

（20₁0年４月から20₁₁年３月のメダンにおけるフィールドワーク
の成果を基に筆者作成）
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２－３　日系一世の配偶者に華人系インドネシア人
が多い理由

日系インドネシア人一世₁0₅人のなかで華人系の女
性と結婚した者は₃0人（全体のおよそ2₅％）である
（表１参照）。華人系女性との婚姻が多いことには、
以下のような５つの理由が考えられる。
一つ目は、華人系は外来の人々であるため、イン
ドネシア社会内で似通った立場に位置付けられてい
た残留日本兵との結婚が多かったと考えられる。
二つ目は、日本占領下で身の安全を確保するため
には、対日協力へと向かわざるを得ない2₅）状況にあっ
た華人系がいたからである。戦後もその名残があっ
たとも考えられる。
三つ目は、宗教や食事などの文化的な面での類似
性や身体的特徴、加えて同様の東アジアであるとい
う親近感からではないだろうか。興味深いことに複
婚または再婚をした一世₁₅人の中には、一回目の結
婚は、イスラーム教徒のジャワ人やミナンカバウ人
との結婚であるが、二回目の結婚では、第２夫人を
仏教徒の華人系女性としている者が５人いる。
四つ目は、経済活動には華人系とのつながりが欠
かせない状況が関係していることである。インドネ
シア独立後に裸一貫で道を切り開こうとした日系一
世が職を探したり、商売をはじめようとしたりする
際に華人系とかかわる機会が多かった。華人系の経
営するレストランや会社に雇用されていた一世の中
にはイスラーム教徒もいたが、華人系に認められて
結婚相手を紹介された者もいた。
秋野は日系一世のイスラーム教徒女性との結婚に
ついて、インドネシア独立軍のメンバーシップ獲得
のためであり、またインドネシア化への「通過儀礼」
である2₆）と表現しているが、上記のような文脈にお
いては仏教徒・華人系女性との結婚・複婚もまた（意
図しなくとも結果として）一世の「通過儀礼」、「生
存戦略」と捉えることができる。

２－４　日系一世の複婚・再婚の諸理由
日系インドネシア人一世が複婚または再婚をする
に至った経緯は各々異なるだろうが、以下のような
理由が挙げられる。
第一に、インドネシアへ日本商社の進出が本格化

した₁₉₆0年代後半以降に日系一世の経済的・社会的
地位が向上したことによると考えられる。筆者は過
去にメダンで数人の日系一世と交流があったという
ある日本人女性から「社交界のような場にはある程
度の教養があり、マナーを心得たパートナーを連れ

て行かなくてはいけないでしょう」という内容の話
を伺ったことがある。先に述べたように、日系一世
の大多数はインドネシア独立戦争時と同国独立後に
結婚した。敗戦国の残留兵・逃亡兵として、経済・
教育の面で比較的水準の低い家庭出身の女性を娶っ
た。
日系一世の配偶者選択に関係してくるため、当時
のインドネシア人一般の日本・日本人に対する評価
についても検討しておきたい。「日本軍がオランダと
の戦いに勝利し（ジャワ島の）町に入った時、日本
軍を一目見ようとインドネシア人が沿道に群れをな
し、日の丸やインドネシア民族旗を振り、インドネ
シア民族歌を歌っていた。大歓迎はジャワ島だけで
なく、インドネシア領内すべてで起こった」2₇）とい
う。
日本占領時、スマトラ北部においては「オランダ
を追っ払ってくれた日本人は恩人」と輪タクも食堂
も金の受け取りを拒否する程に親日的であった2₈）。
また、乙戸は「戦時中は日本人であれば敬意を払っ
てもらえた。トアン（外国人男性への敬称）と呼ば
れた。言葉ですら戦うときは日本語の号令で良かっ
たんです。だからインドネシア語を覚えるのも遅かっ
たですよ」2₉）と当時のインドネシア人一般の日本人に
対する対応を振り返る。残留日本兵と現地人女性と
の結婚は総じてインドネシア人から歓迎されたよう
で、結婚相手の女性やその家族にとってある種のス
テータスともなっていた面がある。
日本敗戦後では、スマトラ北部においては、親日
的と言って良いかどうかは別として、日系一世ない
し残留日本兵に対する現地人の見方は、連合国側に
付くスルタンや華人系インドネシア人の存在、なら
びに日本人に対して個人的な恨みを抱いていた者を
除いて否定的ではなかったと捉えて問題はないだろ
う。アチェ州に駐屯していた総山孝雄氏（₁₉₁₆-200₃）₃0）

が「あなた方日本人は、戦争に負けて大変お気の毒
ですから、お金は要りません。無料で入ってくださ
い」₃₁）と映画館に入る際の出来事を回想するように、
日本人に対して同情の念も見られた。
しかし、結婚とまでなると「敗戦国の元兵士とど
この誰が結婚するのか」と言っていぶかるような社
会的風潮が見られたようだ。日系一世・乙戸昇氏
（₁₉₁₈-2000）₃2）の「敗戦前に現地の女性と結婚した日
本人は出自の確かな人と結ばれ、敗戦後に結ばれた
場合は逆だ」₃₃）という持論からも当時の状況が認めら
れる。
ただし、日系一世との出会いを経験したインドネ
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シア人は、一世を同国独立に尽力してくれる心強い
仲間として受け入れた。一世は異国の地で人情に触
れ、ときに現地人女性と恋に落ちた。現に北スマト
ラ州のメダン、タンジュン・バライ、キサラン、プ
マタン・シアンタル、タパヌリなど、そしてアチェ
州各地では、日系一世および残留日本兵の大多数は
インドネシア人と良好な人間関係を築いていた。
このように、インドネシア人の日本に対する評価
と日系一世および残留日本兵に対する評価とは異な
り、日本占領時と日本敗戦後とではまた異なってい
た。さらに地域によっても程度差があった。
日系一世が複婚や再婚した理由に話を戻すと、第
二に、イスラーム教の一夫多妻制に則った結婚があ
る。日本商社に就職できた、ないしはドクトル・ジャ
パン₃4）や商売で成功した日系一世の中でイスラーム
教徒であった者、経済的・社会的地位を得た者は、
社会的に認められた上で複婚をした。
第三に、戦時あるいはインドネシア独立後間もな

い混沌とした情勢の中で、また若さからか互いに互
いの性格を見極めず結婚をしてしまい、しばらくし
て表面化してくる性格の不一致での離婚も大いに考
えられる。
第四に、複婚をした日系一世の中には、第１夫人
はイスラーム教徒であるが、第２夫人を仏教徒の華
人系としている者が多い。文化的差異による離婚も
あったと推察できる。

３　日本人会の結成
インドネシア独立後のおよそ20年間、日系ではな
いインドネシア人でさえも多くの場合、経済的に安
定しなかったという時世に、日系インドネシア人一
世たちはスマトラ島各地で日本人会を形成し、手を
取り合い懸命に生きた。同じ日本人会に属していた
一世同士が親友となり家族ぐるみの付き合いをする
日系人家族もあった。そういった家族は二・三世の
時代となった今日でも深交を維持している。
以下では、北スマトラ州各地で形成されていた日
本人会を紹介する₃₅）。

３－１　２つのメダン日本人会
インドネシア独立達成後、アチェ州各地に残留し
ていた日系インドネシア人一世・残留日本兵は、₁₉₅0
年₁2月から₁₉₅₁年₁0月にかけて、家族のある者は家
族同伴で₁00人以上がメダンの宿舎２カ所に収容軟禁
されていた。インドネシア国軍を除隊し、ないしは
除隊を命ぜられ、各々がこれからの人生をどう生き

るか路頭に迷っていた矢先の出来事であった。
インドネシア政府は、日系一世を保護し、後には
日本へ送還するという名目で、彼らをメダンに送っ
た。政府と対立していたイスラーム勢力の行動に日
本人が巻き込まれないための予防的措置ということ
であった₃₆）。倉沢は、教育出版センターから₁₉₈0年
に発行された早川清著『忘却の青春 インドネシア独
立戦記』の₃2₉頁から引用して、「アチェ地区の日本
人全員が共謀して政庁（アチェ州庁）の有力者を動
かし、アチェ共和国を設立しようとしているという
噂があり、その防止のために行った強制移送だった
とも言われている」₃₇）としている。
当時、インドネシア政府はアチェ、東海岸州、タ
パヌリ州をまとめて北スマトラ州として併合しよう
と動き出していた。インドネシア政府はアチェの人々
が州併合に抵抗するだろうと踏んでいた。早川が指
摘するように、言わば戦争のプロフェッショナルで
ある残留日本兵がアチェ独立運動に加担するのを恐
れての措置であったと言えよう。実際に、北スマト
ラ州のメダンとその周辺やタパヌリなどに居住して
いた日系一世らは監視されることなく自由な生活を
送っていたのであった。
日系一世らはこの軟禁収容中にメダン日本人会を
結成した。同会会長を務めた日系一世・石井正治
（₁₉₁₆-2002）は、同会結成の経緯を「₁00人を超す集
団となってはどうしても統率者が必要になってくる。
何れ強制送還されるものならば、立つ鳥跡を濁さず、
ということもあり、日本人は日本人らしく秩序統制
ある行動をとろう、その為に会長・幹部を選出し日
本人会を結成することになった」₃₈）と述懐している。
軟禁収容からの解放は₁₉₅₁年の暮れの時期であり、
残留日本兵の故国引揚げ業務の終了と同時に、本来
の役目を終えた日本人会は解散した₃₉）。
上述のメダン日本人会が解散して間もなく、日系
一世らによって蘇島棉蘭日本人會（以下、スマトラ・
メダン日本人会）が結成され、彼らはこれを「メダ
ン日本人会」と呼んだ。一世らはインドネシア語、
仕事、法的身分といった生活のあらゆる面で問題を
抱えていたので、それらを処理するには個人ではな
く団結した方が有利であるとの、日系一世共通の問
題に対応すべく結成されたのであった。
スマトラ・メダン日本人会は、忘年会や新年会を
メダン市内にあるホテルで開催し、日本人墓地の清
掃、盆の時期には慰霊祭を催した40）。
福祉友の会メダン支部に保存されている日系一世
らの写真から、スマトラ・メダン日本人会の会員数
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および同会の諸活動への参加者のおおよその数が確
認できる。写真１は、₁₉₅4年８月９日に撮影された
日系一世4₅人および日系二世１人の集合写真である。
₁₉₅4年当時の同会の構成員は、この4₅人に数人を足
した程度であったと見積ることができる。

写真２は忘年会に撮影された一世₁₉人の記念写真
である。加えて、どのような目的で集まったのかは
不明だが一世₃₁人が映っている写真もある。写真２
が示すように、スマトラ・メダン日本人会の諸行事
への参加者は常々20人から₃0人であった。
日系一世の中には同会に属してはいたものの、同
会の諸活動に参加しない者がいた一方で、ビンジャ
イやプマタン・シアンタルなど、さらにタパヌリや
アチェ州といった遠方から諸活動に参加する一世が
いた。
₁₉₆0年₁2月、メダンに戦後初めてとなる日本総領

事が着任した。新領事の存在は一世らにとってこの
上ない朗報であったに違いないが、ABC問題の浮上
により、日本人会結成の目的に反するとのことで、
スマトラ・メダン日本人会は解散を余儀なくされた。
ABCとは、A．永住しても日本・インドネシア両国
に有益である、B．永住しても日本・インドネシア
両国に有益ではないにしても迷惑はかけない、C．帰
国させた方がよい、と総領事館が一世らを色分けし
たことである4₁）。どのような経緯または狙いがあっ
てABC問題が生じたのかは確認できていないが、日
本側は日系一世らのインドネシアへの完全な同化を
望んでいたと踏んでも見当違いとはならないだろう。

３－２　シアンタル日本人会42）

ある日系インドネシア人一世の手記によると、蘇
島先達日本人會（以下、シアンタル日本人会）は、
₁₆人の日系一世によって₁₉₅₆年₁0月₁0日に結成され
た。結成当時は、日系一世₁₆人とその配偶者₁4人に
加えて、日系二世20人の計₅0人の日本人会であった。
彼らの居住地はシアンタルだけでなく、たとえばシ
マルングン県ハトンドゥハン郡タンガ・バトゥ村や
同県ジャワ高地郡バリムビンガン村の居住者がいた
というように、シアンタルおよびその周辺におよん
でいた。
シアンタルにはインドネシア独立以前すでに家庭
を築いた日系一世がいたようだが、なぜ同地域に多
くの日系一世が集まって来たのか。シアンタルは日
本軍の集結地点に指定されていたため、日本の敗戦
から間もなく、アチェ州のムラボーに駐屯していた
およそ400人の日本兵がシアンタルへ向かった4₃）。ま
た、第二次世界大戦中メダンに置かれていた近衛師
団司令部は₁₉4₅年₁0月末にシアンタルのマリハット
農園へ移駐された44）。加えて、₁₉4₅年₁₁月から翌年
３月までシアンタルから₃0kmほど離れた山中にあっ
たクーリーの村落に身を隠した部隊もあった4₅）。シ
アンタルに限らず、日系一世の多くは駐屯地周辺の
集落の人々との交流を深め、親朋の間柄になる者も
少なくなかった。
₁₉₅₁年に多くの日系一世が軟禁収容のため貨物列
車に乗せられて、アチェ東部からメダンへ運ばれて
くる途中、列車の速度が落ちた瞬間に日系一世３人
が飛び降り、逃亡を図った。そして、シアンタルへ
と辿り着き、森に隠れて暮らした。この逸話はメダ
ンの日系一・二世の間でよく知られている。この３
人に加えて、スマトラ島とくに北部各地でインドネ
シア独立を迎えた一世らが、日本軍の集結地点・近

写真１　スマトラ・メダン日本人会１
（日系インドネシア人二世U氏提供）

写真２　スマトラ・メダン日本人会２
（福祉友の会メダン支部事務所の壁に飾られている写真を筆
者撮影、200₉年２月）
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衛師団司令部としてのシアンタルへ、縁故のあるシ
アンタルへ集まって来た、と考えるのが妥当であろ
う。
シアンタル日本人会所属の日系一世₁₆人の職業は、

₁4人が自動車やモーターバイクなどの修理、鉄工、
木工のいずれかの仕事に従事していた。その他２人
は、華人系インドネシア人の所有する会社の支店長、
精米所の経営者であった。
同日本人会の日系一世らは、休日になると誰かし
らの家に集い、酒を飲み交わしては軍歌を歌い、日
本語で語り合いながら朝まで過ごしていた。日系二
世男性Aは「軍人上がりのせいか、酒を飲むと取っ
組み合いの喧嘩なんてしょっちゅうでした」と父親
たちの当時の様子を語ってくれた4₆）。
また、子ども、日系二世が生まれると互いにお金
を出し合ったり、食べ物を譲り合ったり、配偶者の
紹介や国際結婚・異文化結婚から生じる夫婦間の問
題について話し合ったりした。さらに、メンバーの
なかには２人で修理工を営んだ者がいたように、生
活のあらゆる面で助け合って生きた。
シアンタル日本人会の構成員は₁₉₆0年代から徐々
に、メダンへ移住するようになる。シアンタルで一
時期を過ごし、その後タンジュン・プラなどへ移住
した日系人家族もいた。₁₉₉0年代後半までには大多
数が各々別個に移住し、現在ではシアンタルに住む
日系人は２家族だけである。
シアンタル日本人会の解散時期は、日系二世らに
尋ねても誰も答えられないことからも、日系一世ら
各々の移住によって自然に解散していったと推察さ
れる。

おわりに
本稿では、第二次世界大戦終了後に、ある者は自
らの意思で、ある者は自らの意思に反してインドネ
シアに残留し、同国独立戦争に参加し、そしてその
後同国のスマトラ島で日系インドネシア人一世とし
て生きた日本人の姿を記述した。
第一節では、スマトラ島における残留日本兵およ
び日系インドネシア人一世の概数や居住地域を示し
た。インドネシア独立後、スマトラ島ではおよそ₁40
人の日系インドネシア人一世が新たな人生を歩んだ。
彼らの居住地域は、主に北スマトラ州のメダンとそ
の周辺であった。次に多い地域がアチェ州と北スマ
トラ州南部のタパヌリであった。他にはランプン州
やブンクル州などにそれぞれ１人から数人の日系一
世が暮らしていた。

第二節では、日系一世の現地人女性との結婚につ
いて、一世の妻のエスニック集団の多様性や一世の
複婚・再婚といった事柄を通して考察した。
日系インドネシア人一世の配偶者のエスニック集
団と宗教は多様であるが4₇）、日系一世はほとんど全
員が生粋の日本人である（台湾出身者も含まれる）。
また、日系一世は出身地や軍人時代の所属部隊や階
級が異なれ、第二次世界大戦、インドネシア独立戦
争とおよそ₁0年も戦争に身を投じた戦友である。か
つインドネシアに残留した経緯はそれぞれ異なるも
のの、祖国を捨て異国の地で人生を送った盟友であ
る。また、非国民や逃亡兵といった汚名に悩まされ
た者も多かっただろう。このように、残留日本兵か
ら日系一世となった日本人たちには共通の体験が多
く見いだされる。第二節でみてきたインドネシア人
女性との結婚もその一つである。
第三節では、北スマトラ州各地で日系一世によっ
て結成された小規模な日本人会を３つ紹介した。日
系一世は、経済的に困難な状況下でインドネシア社
会・文化への同化を試みなくてはならないなか、メ
ダンやシアンタルなどにおいて小規模な日本人会を
組織し、結束して生きたのであった。これらは、日
系一世同士が異国の地で相互扶助を行うために、ま
た互いの存在を認識し合い、情緒的結束を補うよう
な目的で結成された。また、日本人会の諸行事はイ
ンドネシア社会・文化に生きる日系一世に日本人で
あることを再確認させる機能があったと考えられる。
乙戸氏が指摘するように、福祉友の会設立の₁₉₇₉
年以前に組織された非公式の日本人会は確かに脆弱
であった4₈）。しかしながら、北スマトラ州各地で組
織された諸日本人会は、インドネシア独立から福祉
友の会メダン支部設立までのおよそ₃0年間、日系一
世らにとって欠かせない存在であった。日系インド
ネシア人の互助組織である福祉友の会メダン支部が
結成されるまで、一世間で培った交友関係と第三節
で紹介した小規模な日本人会以外に彼らの紐帯的役
割を果たすものが存在しなかったからである。つま
り、諸日本人会は、残留日本兵から日系インドネシ
ア人となっていく過程において必要不可欠な存在で
あったと言えよう。

注
――――――――――
１） 日系インドネシア人一世のなかにはインドネシ
アに直接派兵された者だけではなく、隣国から
除隊後に同島へ流れてきた者も含まれる。たと



― ―22

えば、中国に派兵されその後、マレーシアなど
で連戦、そしてシンガポール経由でスマトラ島
に上陸した者や、戦時ないし日本敗戦後にイン
ドネシアのジャワ島やアンボン島からスマトラ
島に移動してきた者もいた。

２） 本稿では、日系インドネシア人一世もしくは日
系一世と残留日本兵という用語を文脈に応じて
使い分ける。前者と後者の共通点は、日本敗戦
後に何らかの理由から帰国せず／帰国できず、
インドネシア独立戦争に関わった日本人である
という点である。相違点は、前者はインドネシ
ア独立達成後も日本に帰国せずインドネシアで
生き続けた日本人、後者は同国独立後₁₉₅0年代
半ばまでに引揚げ船で帰国した日本人であると
いう点である。したがって、後者・残留日本兵
と表記した場合、前者・日系インドネシア人一
世が含まれる。

３） 本稿では、便宜的に日系インドネシア人一世ま
たは日系一世と呼称するが、インドネシア社会
の文脈からすれば、彼らをオラン・ジャパン
（orang Jepang, インドネシア語で日本人の意）と
呼称するべきだろう。というのも、インドネシ
ア、少なくとも北スマトラ州において、日系で
はないインドネシア人は、日系インドネシア人
一世のことをオラン・ジャパンと呼んでいたか
らである。また、他者からの名づけによって日
系一世らも自分たちをオラン・ジャパンと範疇
化していたと推測できるからである。したがっ
て、本稿の副題のように残留日本兵から日系イ
ンドネシア人になったのではなく、厳密に言え
ば残留日本兵からオラン・ジャパン、換言すれ
ば「エスニックな日本人」になったと言える。

４） 日系インドネシア人一世がインドネシアのスマ
トラ島でどのように生きたのかは、第二次世界
大戦時またはインドネシア独立戦争時の改宗と
改名、₁₉₆0年代前半のインドネシア国籍取得、
₁₉₇0年代後半の福祉友の会（日系人組織）設立
とその後の生活、₁₉₆0年代から₁₉₉0年代までの
北スマトラ州メダンへの移住など、様々な側面
から考察が可能である。本稿では紙幅の関係か
ら、現地人女性との結婚と日本人会の結成の２
点に絞った。

５） 日系インドネシア人一世に関する研究は、伊藤
雅俊（20₁₃）「交友関係にみる日系インドネシア
人社会の形成過程　日系アイデンティティに関
する一考察」『移民研究年報』第2₁号、₁0₇-₁₁₈

頁、同上（20₁₆）「日系インドネシア人一世の北
スマトラ州メダンへの集住過程」『国際文化表現
研究』第₁2号、42₅-4₃₆頁、林英一（200₇）『残
留日本兵の真実 インドネシア独立戦争を戦った
男たちの記録』作品社、同上（200₉）『東部ジャ
ワの日本人部隊 インドネシア残留兵を率いた三
人の男』作品社、同上（20₁0）『南方軍政関係史
料㊷ インドネシア残留日本兵の社会史 ラフマッ
ト・小野盛自叙伝』龍渓書舎、同上（20₁₁）『皇
軍兵士とインドネシア独立戦争 ある残留日本人
の生涯』吉川弘文館が挙げられる。

６） 伊藤雅俊（20₁₃）、前掲書、₁0₈頁
７） 川田文子（₁₉₉₇）『インドネシアの「慰安婦」』明
石書店、₁₇4頁

８） 青沼陽一郎（200₆）『帰還せず 残留日本兵六〇
年目の証言』新潮社、₁₇₃-₁₇4頁、乙戸昇（₁₉₈₆）
『月報』No.₅₅:4頁

９） 残留日本兵がインドネシア残留を決意した諸事
由については、秋野晃司（₁₉₈₈）「日系インドネ
シア人の軌跡 Life Historyに関する調査報告」『社
会科学ジャーナル』2₆(2):₁0₁-₁₁2、倉沢愛子
（20₁₁）『戦後日本＝インドネシア関係史』草思
社、後藤乾一（2002）「元日本兵クンプル乙戸
（₁₉₁₈～2000年）と戦後インドネシア」『アジア
太平洋討究』早稲田大アジア太平洋研究セン
ター、4:4₉-₆₃頁、長洋弘（200₇）『インドネシア
残留元日本兵を訪ねて』社会評論社、福祉友の
会（200₅）『インドネシア独立戦争に参加した
『帰らなかった日本兵』、一千名の声―福祉友の
会・200号『月報』抜粋集―』に詳しい。

₁0） 福祉友の会（インドネシア語ではYayasan Warga 
Persahabatan; YWP）は、日系インドネシア人一
世の親睦および相互扶助を目的として₁₉₇₉年に
設立された、インドネシア全国規模の日系人組
織である。本部はジャカルタ、支部はスラバヤ
とメダンに設置された。日系人は同組織をYayasan
ないしYWPと呼ぶ。

₁₁） 青沼陽一郎、前掲書、24₁頁
₁2） 厚生省（₁₉₅₈）『スマトラ地区未帰還者等名簿
（附 残留邦人連名簿）』

₁₃） 福祉友の会、前掲書、₃₈₃-₃₉₇頁
₁4） Yayasan Warga Persahabatan Cabang Medan （200₇-

20₁0） Daftar Keluarga.
₁₅） スマトラ島南部における日系人は、福祉友の会
メダン支部よりも距離的に近いジャカルタ本部
の会員名簿に登録されている可能性がある。
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₁₆） 福祉友の会（₁₉₉₅）『元日本軍人残留者名簿 ジャ
ワ スマトラ バリ（Yayasan Warga Persahabatan 
Dafter Issei Hidup Tahun 1995）』₅-₆頁

₁₇） 戦前に仕事の関係で北スマトラ州やアチェ州に
やって来て、インドネシア独立戦争に参加した
一般邦人もいる（戦争にかかわらなかった者も
いる）。これまで日系インドネシア人というと、
日本軍および軍関係者としてインドネシアへ渡
り、日本敗戦後も帰国を選択せず、インドネシ
ア独立戦争に参加した残留日本兵と一括して見
られがちであった。彼らは結果として残留日本
兵となったのだが、一般邦人として入国したの
か、それとも日本軍関係者として入国したのか、
の２つのパターンがある。前者も福祉友の会メ
ダン支部の会員名簿に記載されているし、現地
の日系人らも前者および前者の子孫を仲間とし
て認めている。

₁₈） インドネシアにおいて、土着のジャワ人やアチェ
人などはエスニック集団としてカテゴライズさ
れるが、華人系やタミール人など外来の人々は
エスニック集団とは見なされない。しかし本稿
では華人系などもエスニック集団として一括し
て扱う。

₁₉） バタック人は、アンコラ・シピロ（Angkola 
Sipirok）、ダイリ・パクパク（Dairi Pakpak）、カ
ロ（Karo）、マンダイリン（Mangdailing）、シマ
ルングン（Simelungun）、トバ（Toba）の６つ
の亜種族・亜言語に大別される。Rogers, Susan 
（₁₉₉₃） “Batak” Encyclopedia of World Cultures Volume 
5 East and Southeast Asia, Paul Hockings Volume 
Editor G. K Hall & Co. Boston, Massachusetts David 
Levinson Editor of Chief, pp₃₈.

20） 2000年時点で、アチェ州のエスニック集団構成
は、アチェ人が₅0．₃％と半数を占め、以下ジャ
ワ人₁₆％、ガヨ人₁₁．₅％、アラス人₃．₉％、シン
キル人2．₆％、シムルー人2．₅％などとなってい
る。Suryadinata (ed) （200₃） Indonesianʼs Population: 
Ethnicity and Religion in a Changing Political 
Landscape, Institute of Southeast Asian Studies, pp₁₅.

2₁） Suryadinata (ed)、前掲書、pp₁₉.
22） オランダ植民地時代の₁₈₆₃年に北スマトラ州の
東海岸においてタバコ・プランテーション開発
が開始された。₁₈₉0年になるとその数はタバコ
だけでなくゴムや油やしなども含めて₁₇0に増
大、最終的に2₅₆に達した。プランテーション地
帯は、北はアチェ、西にタパヌリ高地とカロ高

地、東はマラッカ海峡に面しており、内陸に₅0-
₇0kmの幅、南北2₅0kmに伸び、総面積は₇0万ha
にも及ぶ

2₃） Wolfram Seifert, Ursel （ ₁₉₈₇ ） The Urban Area of 
Medan Growth, Development and Planning Implications. 
Carle, Rainer(ed). Cultures and Societies in North 
Sumatra. Veröffentlichungen des Seminars für 
Indonesische und Südseesprachen der Universität 
Hamburg, Vol ₁₉. Berlin/Hamburg Dietrich Reimer 
Verlag. pp4₆₉-4₇0.

24） ストーラー，アン・ローラ、中島成久訳（200₇）
『プランテーションの社会史　デリ /₁₈₇0-₁₉₇₉』
法政大学出版局、₁₅0頁（原書Stoler, Ann Laura(₁₉₈₅) 
Capitalism and Confrontation in Sumatraʼs Plantation 
Belt, ₁₉₈₇-₁₉₇₉. New Haven: Yale University Press.
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人種の壁を越えた日系アメリカ人
― 日系アメリカ人研究への一視点 ―

武井　　勲
※１

Are Japanese Americans Disadvantaged as a Minority? 
Some Empirical Evidence in the Post-Civil Rights Era

Isao T
※１

AKEI

ABSTRACT
Japanese Americans are an important case in the study of racial/ethnic inequality because they are the 

only major racial/ethnic group whose educational attainment exceeds whites on average. However, much 
research continues to be devoted to topics relating to or foreshadowing the internment of Japanese Amer-
icans during World War II. Research on Japanese Americans in the post-Civil Rights era has unfortunate-
ly been neglected to date. This paper begins to fill this research gap by providing information on demo-
graphic and socioeconomic characteristics of Japanese Americans in the post-Civil Rights era. Using data 
from American Community Survey from 2011-2015, findings show their relatively high socioeconomic 
attainment in terms of broad patterns of education, earnings, and occupational attainment, in reference to 
whites. In stark contrast to the earlier era, Japanese Americans today are a highly acculturated group char-
acterized by intermarriage and multi-racial/ethnic descendants. This paper also lists future directions of 
Japanese American Studies including the third-generation decline hypothesis and physical/mental health 
issues.

論　文

はじめに
米国における人種格差を考察する上で、日系アメ
リカ人は白人の教育水準を上回るという点で特異な
マイノリティである。所得格差の主な説明要因とし
て教育の重要性が指摘される中、学歴が人種差別を
克服する可能性を示す事例として、日系アメリカ人
研究は今後も重要であり続けるであろう１。
日系人について多くの研究が存在するが、それら
は20世紀前半における初期移民の生活、写真花嫁、
日本人街の形成、そして第二次世界大戦期の強制収
容の体験等に限られている。そのため、日系アメリ
カ人の現状、特に社会経済的地位の高さや急速な同
化に伴う混血者の増加は、今日まで広く認識される

に至っていない。事実、2₁世紀に入った今日まで、
研究者の多くは日系人を「強制収容という屈辱を受
けた集団」として描写し続けている２。しかし、強
制収容の経験は日系人が自らの意思で引き起こした
出来事ではない。彼らの多くも、「自分自身が直接体
験していない遠い史実でなく、各々の人生において
達成した物事によって、日系人を評価してもらいた
い」としている３。₇0年以上前のこの歴史的不幸を、
彼らを象徴する史実として扱い続けることは、日系
人自身も望んではいないのである。
戦前の日系人社会は移民である第１世代で占めら
れ、その後米国生まれの第２世代（ネイティブ世代）
が登場した。この日系２世は比較的高い教育水準を

※１ 日本大学国際関係学部国際総合政策学科　助教　Assistant Professor, Department of International Studies, College 
of International Relations, Nihon University
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保持していたが、白人社会での雇用が認められなかっ
たため、日系コミュニティ内部で単純労働に従事し
ていた。日系人研究で取り上げられるのは、排日運
動や閉鎖的な労働市場で特徴づけられる初期移民の
時代から、第二次世界大戦までが一般的である。
しかし、こうした日系移民史だけでは彼らを包括
的に理解するには限度がある。例えば近年の社会調
査データの分析から、日系人の所得や専門技術職の
割合は白人の水準に到達していることが示されてい
る。また、今日の日系アメリカ人は第３世代と第４
世代を中心に構成されているが、白人をはじめとし
た他の人種や民族との混血者の割合が高い。本稿で
は、公民権運動以前の差別の時代とそれ以降の格差
克服の時代を対比しながら、日系アメリカ人の特徴
を探りたい。特に、近年の米国国勢調査局データの
分析を通じ、社会経済的水準の高さや同化に伴う人
口動態的変化を論じたい。

公民権運動以前の日系アメリカ人
米国本土への日系人の本格的な移住は、中国人の

新規流入が法的に禁止された₁₈₈2年以降、特に₁₈₉0
年代に始まったとされる４。低賃金労働者で占めら
れた初期の日系移民は、厳しい人種差別ゆえに地域
移動を著しく制限されたため、都市部の中国人街に
隣接するかたちでコミュニティを形成していった。
これらは日本町と呼ばれ、サンフランシスコ、フレ
スノ、サクラメント、ロサンゼルスを含め、カリフォ
ルニア州だけで40以上を数えた時期もあった５。
上述の通り、戦前の日系人については既に多くの
先行研究があるため、ここでは概要を述べるに留め
る６。初期の日系移民の多くは、所持資金に乏しい
若年男性であり、彼らに割り当てられた労働の多く
は鉱物採取や鉄道敷設、農業、家事労働といった単
純な労働であった７。日系１世の多くはその後、都
市部に移動し飲食店、食料雑貨店、宿屋、洗濯屋、
理髪店、造園業等の小規模店舗経営に従事した８。
当時の日系１世の男性と白人男性を比較した分析
によると、日系１世の職業ステータスは、白人を大
きく下回っていた９。また、９割以上の日系人は太
平洋側の５州（アラスカ、オレゴン、カリフォルニ
ア、ハワイ、そしてワシントン）に偏住していた₁0。
さらに、彼らは読み書き能力や英語能力においても
白人を下回っていた₁₁。こうした結果を総括すると、
日系人の低い職業ステータスは人種差別それ自体だ
けでなく、語学力といった資質の欠如によるもので
あったと理解できる。その証拠に、英語能力を身に

付けた日系２世の間では、職業ステータス指数が大
幅に上昇していたのである。
米国生まれの日系２世の大きな特徴は、教育水準
の高さである₁2。例えば₁₉40年の米国国勢調査に基
づく分析から、日系２世男性の平均教育年数は白人
を2．2₆年上回っている₁₃。当時はまだ、労働者の多
くが本格的な学校教育を受けていなかった時代であ
る。大卒自体が珍しい時代に、日系２世の間では大
卒者の割合が増加していた。ところが白人社会での
雇用機会が限られていたため、彼らの所得水準は著
しく制約されていた₁4。戦後、₁₉₅0年の米国国勢調
査データの分析でさえ、日系人の平均賃金は白人の
水準を₃₇パーセントも下回っていた₁₅。
戦前の日系人を理解するために不可欠なもう一つ
の特徴は、この第２世代の存在、それ自体であると
言えよう。実は、戦前期における日系移民の流入は
₁₈₈0年代後半から₁₉24年移民法までのおよそ₃0年程
度という、短期的な現象である₁₆。日本人に先んじ
て本格的に渡米した中国人は、₁₈₈2年の中国人排斥
法によって中国に残された女性配偶者を含めて、新
規移住が完全に禁止されてしまう₁₇。主に若年の単
身男性で構成されていた中華系コミュニティは、米
国で子孫をもうける機会を失い、事実上消滅していっ
た₁₈。
一方、日系移民の場合₁₉0₇年から翌年にかけて日
米紳士協定が結ばれると、新規男性労働者の移住は
制限されたが、女性や家族の呼び寄せは引き続き可
能であった₁₉。とはいえ日系人の人口増加に危機感
を抱いた合衆国議会は₁₉24年、いわゆる排日移民法
を制定し、アジアからの移民を全面的に禁止した20。
ところが、すでに女性や子どもの呼び寄せを果たし
た日系コミュニティは、人口を維持することが可能
であった。こうした日本人と中国人をめぐる対照的
な法律により、中国人は世代の継承が途絶えたのに
対し、今日の日系アメリカ人には第３世代以降の人々
が多数存在する。従って彼らを包括的に捉え、理解
するためには戦前の移民世代だけでなく、こうした
人々を含めた理解が不可欠なのである。

公民権運動以降の日系アメリカ人
米国生まれのネイティブ世代を多く含む日系人は、
20世紀前半にはアジア系最大の民族集団となった。
ところが、₁₉₆₅年の改正移民法により、ベトナム、
中国、インド、フィリピン、韓国からの移民が増加
すると、日本からの新規移住者はアジア主要国の中
で最低水準となった2₁。そのため今日の日系人はア
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ジア系の中で唯一、ネイティブ世代を中心に構成さ
れている22。
多くの先行研究から、₁₉₉0年以降のデータを見る
限り、日系アメリカ人は教育年数、所得、時間給、
専門技術職の割合といった多くの指数において、白
人の平均水準に到達している2₃。その一方で、上級
経営幹部や管理職への昇進において不利な立場に置
かれているという「ガラスの天井」が指摘されてい
る24。その理由として、「日系人は積極性に欠け、口
頭表現が不明瞭であり、経営管理職よりはむしろ特
定の専門技術職に向いている」というステレオタイ
プが浸透している2₅。日系アメリカ人は比較的小規
模な集団であるため、黒人やヒスパニックと異なり、
積極的差別是正措置（アファーマティブ・アクショ
ン）の恩恵を享受する機会は実質的に少なかった。
近年、企業戦略として女性やマイノリティの積極的
雇用を広く社会にアピールする風潮が見受けられる
が、日系人は平均所得が高いためこうした構想から
も除外されている。しかし、全米の大卒者を対象と
した近年のデータの分析から、日系人にはガラスの
天井理論は当てはまらないことが理解されるように
なってきた。
自身と異なる人種や民族との通婚と、それに伴う
混血者の増加は日系アメリカ人の社会同化を象徴す
るものであろう。戦前、人種間の通婚は多くの州、
特に南部諸州において違法であった。従って日系１
世と２世の通婚は、それぞれわずか２パーセントと
４パーセントに留まっていた2₆。しかし公民権運動
後、日系人の通婚率は上昇に転じている2₇。彼らが
最も多く居住するロサンゼルス地域において、通婚
率は₁₉24年の２パーセントから、₁₉₇2年には4₉パー
セントにまで増加した。
2000年の米国国勢調査データの分析によると、日
系人女性と男性の通婚率はそれぞれ4₉パーセントと
₃₁パーセントとなっている2₈。（両親が共に日系人で
ある）純血の日系人と（両親が日系人とそれ以外の
人種・民族である）混血の日系人双方の社会経済的
水準は、2000年の米国国勢調査データによると、両
者ともに白人の教育水準を上回っていた2₉。また純
血の日系人は混血者よりも教育水準が高い。これは
同化の程度と社会経済的地位の上昇を主張する古典
的同化理論と相容れない結果となっている。

近年の米国国勢調査局データから見た日系アメリカ
人の特徴
これまでは、日系アメリカ人の社会経済的地位や

通婚などによる人口動態的変化に関する先行研究を
論じてきた。ここからは、合衆国国勢調査局が毎年
集計するAmerican Community Survey （ACS）データ
を用いながら、近年の日系アメリカ人の特徴を紹介
したい。標本は、通学者を除く2₅歳から₆4歳で調査
前年に賃金労働に従事していた者である。また、自
営業者などに見られる負債保有者は分析結果の解釈
を複雑にする恐れがあるため、標本はこうした人々
を除外している。
日系アメリカ人は、純血と混血の人々に分けて考
察した。純血の日系人は、移民世代とネイティブ世
代に分けられる。混血者については民族と人種の組
み合わせ次第で多岐に渡るため、その全てを考察す
ることは不可能である。そこで本稿では、量的分析
が可能な人口規模を持つ４つの混血集団に着目する。
比較の対象となる参照集団は、2₅歳から₆4歳でネイ
ティブ世代の「非ヒスパニック系白人」である。

分析から見た特徴
表１は、主な人口動態的・社会経済的変数に関す
る記述統計を示している。まず標本数は、純血の日
系人の中では移民世代よりもネイティブ世代の方が
多い。これは上述の通り、₁₉24年のいわゆる排日移
民法制定までに人口を維持し得るだけの家族や女性
の呼び寄せが可能であったという史実と全く無縁で
はなかろう。今日、先進国となった日本は移民を送
り出す代わりに移民の受け入れ国となり、日本人の
移住は限定的となっている。それゆえ今日の日系人
は、アジア系の中でもネイティブ世代の割合が移民
世代を上回る例外的な集団となっている。
ネイティブ世代の割合が高い日系人には、多くの
混血者が含まれることが表１より明らかである。こ
うした混血者の存在、特に白人との混血の割合の高
さは、日系人の社会同化の高さを示していると言え
よう。２番目に人口の大きい混血は中国系との混血
者である。ここで留意すべきは、中国系の親（両親）
は米国における初期移民の子孫というよりはむしろ、
比較的近年の移住者であるという点である。また、
混血の日系人集団は純血のネイティブ世代と比較し
て、平均年齢、既婚者の割合、そして住宅保有率は
低いが、子供数では若干上回っている。
教育水準を見ると、純血・混血の日系人はともに
白人のそれを大きく上回っている。例えば白人の場
合、低学歴者（高卒未満と高卒）の割合は2₉パーセ
ントであるが、フィリピン系との混血者（₃0パーセ
ント）は白人と同水準である点を除き、日系人集団
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の間では６～₁₈パーセント程度しか存在しない。そ
の一方で、日系人集団間の高学歴者（学士号・修士
号・博士号および専門職学位）の割合は、フィリピ
ン系との混血者（₃₇パーセント）を例外として、40
～₇₃パーセントと軒並み白人（₃₉パーセント）を大
きく上回っている。フィリピン系との混血者の教育
水準は他の日系人を下回ってはいるが、白人とほぼ
同等の水準である。しかし、フィリピン系との混血
者の平均年齢は白人よりも５年ほど低いことを考え
ると、彼らの教育水準は実質的に白人を上回るもの
であると推測出来る。
次に最終学歴校における専攻分野を見ると、日系
人はフィリピン系との混血者を除き、工学系で白人
を上回っていることがわかる。その一方、白人は教
育学系の割合が高い。職業分類を見ると、日系人は
経営管理・専門技術職やサービス業に従事する者の
割合が高い。一方白人は建設・保安・採取・採鉱や
製造・運輸・通信に就く者が多い。表１には示して
いないが、同じデータを用いた筆者の分析から、純
血でネイティブ世代の日系人、中国系との混血者、
そして白人との混血者は、歯科医・薬剤師・医師の
割合で白人を上回っている。
都市部居住率は、日系人集団が白人の割合を上回っ
ている。居住地域を見ると、白人は４つの地域にほ
ぼ均一に分散しているが、日系人集団は半数以上が
西部地域に集中している。白人との混血者、そして
黒人との混血者は南部地域にもそれぞれ2₁パーセン
ト、₃₁パーセント存在するが、それでも全体的に見

た日系アメリカ人の西部偏住は顕著である。この地
域偏住は上述の教育水準の高さにも関連しているの
かもしれない。彼らは他の人種と比べて三世帯家族
を形成する割合が高く、また子供の教育や家族の絆
を重んじる文化規範が残っているが故に、カリフォ
ルニアなどの伝統的な居住地域に住み続ける者が多
いという推測が可能である₃0。
表２では４つの地域をさらに９つの区域に再分割

した、白人と日系人の地域分布を示している。表２
から、西部地域の中でも日系人が集住しているのは
太平洋諸州（アラスカ・オレゴン・カリフォルニア・
ハワイ・ワシントン）である。そして、白人との混
血者や黒人との混血者の割合が高い南部でも、フロ
リダやワシントンD.C.が含まれる大西洋側南部区域
と、テキサスが含まれる南中部西半分区域に比較的
多くの日系人が居住している。さらに、日系移民お
よび黒人との混血者の割合が比較的高い北東部地域
については、彼らの多くはニューヨークが含まれる
中部大西洋岸区域に集住しているのである。
絶対的貧困率は、米国国勢調査局が使用する貧困
の公式測定である。相対的貧困を示す変数はACSデー
タに含まれていないが、世帯人数と世帯構成を調整
した後の世帯所得の分布をもとに、筆者が統計ソフ
トを用いて算出した。一般的に、相対的貧困者であ
るが絶対的貧困には属さない者は「ワーキングプア」
と呼ばれ、政府からの福利援助に頼らない場合が多
い₃₁。表１から、黒人との混血者を除き、日系人の
絶対的・相対的貧困率は白人を下回っている。古典

表２．米国国勢調査局が定める地域区分から見た日系アメリカ人の地域分布

純血の日系人 混血の日系人

白人 移民世代 ネイティブ
世代

中国系
と日系

フィリピン系
と日系

白人と
日系

黒人と
日系

居住地域 区域
北東部 ニューイングランド 0．0₆ 0．04 0．0₁ 0．0₁ 0．00 0．0₃ 0．0₁

中部大西洋岸 0．₁₃ 0．₁₆ 0．02 0．0₃ 0．0₁ 0．0₆ 0．₁₃
中西部 北中部東半分 0．₁₈ 0．0₉ 0．0₃ 0．02 0．02 0．0₈ 0．0₇

北中部西半分 0．0₉ 0．02 0．0₁ 0．0₁ 0．0₁ 0．04 0．0₁
南部 大西洋側南部 0．₁₈ 0．₁0 0．0₃ 0．04 0．0₇ 0．₁2 0．₁₈

南中部東半分 0．0₇ 0．0₃ 0．00 0．00 0．00 0．02 0．0₃
南中部西半分 0．₁0 0．0₅ 0．02 0．0₁ 0．0₁ 0．0₇ 0．0₉

西部 山岳諸州 0．0₇ 0．04 0．0₇ 0．04 0．0₉ 0．₁0 0．0₈
太平洋諸州 0．₁₁ 0．4₆ 0．₈0 0．₈₅ 0．₇₉ 0．4₇ 0．₃₉

標本数 ₃︐₆₅0︐4₃₅ ₆︐44₃ ₉︐₁₁₃ ₆₃₉ ₃₅₇ 4︐₇₇₅ 2₇4
データ：20₁₁-20₁₅年 American Community Survey (ACS).
ここに示した記述統計には、全て加重値処理を施してある. 
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的同化理論によると、混血者は社会同化が進んでい
るため、その社会的地位は比較的高いものであると
議論されている。ところがこれは主に白人との混血
者に当てはまるもので、日系人と黒人というマイノ
リティ同士の通婚は世代間で下降移動をもたらす可
能性がある。
最後に年間所得については、移民世代とネイティ
ブ世代の日系人が白人の平均値を大きく上回ってい
ることがわかる。これは、経済的成功を強調する外
国生まれの両親の影響を受けて、子弟が高い労働意
欲や競争力を兼ね備えていることを反映していると
言えよう。混血者の所得水準を見ると、中国系との
混血者が最も高く、フィリピン系との混血者や黒人
との混血者は、それぞれ白人の平均を下回っている。

推計分析（年間所得の回帰）による特徴
記述統計で示された所得格差は、集団間の人口動
態的背景の違いによるところが大きい。そこで表３
は、所得水準に関連する要因を一切考慮しない単回
帰（モデル１）および一般的な人口動態的要因を統
計的に統制した重回帰（モデル２とモデル３）を示
している。統制変数を含まないモデル１から、移民
世代とネイティブ世代の所得は白人を₁0パーセント
（℮ 0．0₉₆ –₁）、2₉パーセント（℮ 0．2₅₇ –₁）それぞれ上回
ることが示されている。混血者の間では、中国系と
の混血者が₃₃パーセント（℮ 0．2₈₈ –₁）、白人との混血
者が₁₃パーセント（℮ 0．₁20 –₁）それぞれ白人を上回

り、フィリピン系との混血者と黒人との混血者につ
いては、統計的に有意な水準での差異は見られない。
モデル２で人口動態（年齢や性別、婚姻状況、子
供数等）と教育水準の影響を統計学的に統制（コン
トロール）すると、日系人が白人に対して持つ所得
のアドバンテージがやや減少することがわかる。こ
れは表１の記述統計で示されている通り、アジア系
にとって学歴が所得水準の中心的な説明要因である
ことを裏付けている。モデル２では、ネイティブ世
代、中国系との混血者、そして白人との混血者の所
得アドバンテージはそれぞれ８パーセント（℮ 0．0₇4 
–₁）、₁0パーセント（℮ 0．0₉₇ –₁）、そして７パーセント
（℮ 0．0₆₃ –₁）に後退しているが、それでも白人の平均
所得を上回っていることに変わりはない。
移民世代の平均所得は白人と比べて８パーセント
のマイナス（℮ -0．0₇₉ –₁）であり、モデル１とは対照
的な数値である。これは、移民世代の学歴が白人の
それと同様に機能していないことを示している。最
終学歴校が日本など海外の場合、合衆国内の教育や
職業訓練との互換性が乏しいからである。しかし、
合衆国内で高等教育を受けた移民世代は白人と同水
準の所得を得られることも確認されているため₃2、本
稿の結果は必ずしも日系移民に対する人種格差を表
すものではない。
最後にモデル３で都市部居住と居住地域を統計的
に統制すると、移民世代を除く日系人集団と白人と
の格差はほとんど見られない。ネイティブ世代およ

表３．ログ所得のOLS回帰分析

モデル１ モデル２ モデル３
統制変数
人口動態 Y Y

教育水準 Y Y

都市部居住 Y

居住地域 Y

移民世代 0．0₉₆ *** -0．0₇₉ *** -0．₁2₇ ***

ネイティブ世代 0．2₅₇ *** 0．0₇4 *** 0．0₃4 ***

混血者
中国系と日系 0．2₈₈ *** 0．0₉₇ ** 0．0₅0
フィリピン系と日系 -0．0₉2 -0．0₃4 -0．0₇4
白人と日系 0．₁20 *** 0．0₆₃ *** 0．02₈ *

黒人と日系 0．0₅₁ 0．0₅₃ 0．00₁

R2（自由度調整済） >0．000 0．20₈ 0．2₁₆
データ：20₁₁-20₁₅年 American Community Survey (ACS).
*p < 0．0₅; ** p < 0．0₁; *** p < 0．00₁ (両側検定).
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び白人との混血者は白人に対してアドバンテージを
持っているが、それでも３パーセント程度である。
これは、日系アメリカ人と白人との間で人口動態や
教育水準、地域要因に関する条件が等しいと仮定し
た場合、両集団の間には格差が存在しないことを明
確に示している。
移民世代の場合、白人との間には₁2パーセントの
格差があるが、これは彼らの雇用機会が地理的に制
約されていることを意味すると考えられる。日本人
労働者は高い所得を享受しているが、彼らの雇用機
会は特定の日本企業に限られる傾向にあるため₃₃、居
住地域の効果を統計モデル上で統制すると、彼らの
所得はむしろ白人を下回る。こうした結果は、人種
格差というよりはむしろ彼らの雇用機会や報酬制度
の特殊性を反映していると解釈する方がより自然で
あろう。

おわりに―日系アメリカ人研究の今後―
日系アメリカ人研究では、初期移民や強制収容と
いった「苦悩」や「差別」がテーマとなってきた。
しかしこれらはあくまで日系１世と２世の時代であ
り、その後の世代が含まれなければ、「社会同化」や
「世代間社会移動」といった学問上の重要概念に向き
合うことは不可能である。日系アメリカ人ほど、公
民権運動前後で社会経済的地位を一変させたマイノ
リティは他に無い。米国における所得格差の主な要
因として教育の重要性が増す中、学歴が人種格差を
克服する実例として、日系アメリカ人は人種格差研
究において今後も重要なマイノリティとして位置づ
けられるであろう。
本研究の分析結果が示す通り、今日の日系人は移
民世代ではなくネイティブ世代を中心に構成されて
おり、そこには白人との混血者が多く含まれること
からも、社会同化の高さがうかがえる。また、白人
との間に所得格差は見られず、専門技術職の割合や
都市部居住率の高さ、貧困率の低さなどからも、日
系人の社会経済的地位の高さは明白であろう。彼ら
の躍進の原動力は、教育水準の高さである。外国（日
本）生まれの両親や祖父母の影響を受け、日系アメ
リカ人は高い労働意欲や競争力を兼ね備えているの
であろう。
教育や所得水準の高さゆえに「マイノリティ」と
は言えなくなりつつあるように見える日系アメリカ
人研究は、今後どうあるべきなのだろうか。実際に
は、取り組むべき多くの研究課題が存在する。例え
ば、日系アメリカ人の家族や世帯に関する研究であ

る。現在、日系アメリカ人の既婚者世帯の4₅パーセ
ント超は、白人との通婚が関係している₃4。通婚や
離婚による片親世帯の増加にも関わらず、日系人世
帯に育つ子弟は依然として高い教育水準を維持して
いる。そして両親の人種や民族の組み合わせによっ
て、子弟の所得水準が変動することも本稿で示した
通りである。しかし日系アメリカ人家族、特に通婚
や混血者に関する幅広い組み合わせを扱った研究は
ごくわずかであり、更なる分析が望まれる。
日系アメリカ人の同化に関連するもう一つの重要
なテーマは、「第３世代における減退」（a third-generation 
decline or flattening）といわれる現象の検証である。
先行研究によると、第３世代のアジア系アメリカ人
の平均教育年数は第１世代・第２世代のそれを下回
ることが指摘されている。しかしこの現象が日系ア
メリカ人に限った場合にも当てはまるのか、そして
教育だけでなく所得水準にも当てはまるのかは検証
されるに至っていない₃₅。
日系アメリカ人を巡る健康問題も今後の重要課題
である。米国に渡る移民世代の健康状態は人種や国
籍を問わず、概して良好であることは知られている。
ところがネイティブ世代では薬物使用や過度の飲酒、
喫煙、肥満、精神疾患といった健康問題を抱える者
の割合が高くなる傾向にある₃₆。しかし、「モデルマ
イノリティ」のイメージを持つアジア系アメリカ人
の健康状況や疾患に関する研究は近年注目されるよ
うになったばかりであり、従って日系人については
ほとんど知られていない₃₇。
人種格差の分析では、教育や所得、職業といった
労働市場に関連した要因に着目することが多い。白
人の社会経済的地位に肩を並べつつある日系アメリ
カ人の研究は、黒人やヒスパニック、そしてネイティ
ブ・アメリカンの格差問題を考察していく上で重要
な手掛かりを供与するであろう。しかし日系アメリ
カ人研究の意義はそれだけに留まらないものである。
主流社会への同化は、外国生まれの移民世代をはじ
めとしてマイノリティの地位向上に不可欠な過程で
ある。第３世代と第４世代を中心に構成される今日
の日系アメリカ人が直面する人口動態的変化や新た
な問題を注視することは、将来のマイノリティ研究
や社会政策にとって有益なものとなるであろう。
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市販食用貝類に存在するVibrio vulnificusに関する研究

上田龍太郎
※１

・佐藤由佳子
※２

Occurrences of Vibrio vulnificus in Various Shellfish Sold in Fish Shops
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ABSTRACT
This study was undertaken to examine the occurrence of Vibrio vulnificus in eleven species of seafood 

shellfish (eight species of bivalves and three species of conches) sold in fish shops around Mishima city, 
Shizuoka Pref. Japan during warmer season (July to October). Viable counts of bacteria on PYBG agar 
plates were from 6.13 x 104 to 3.99 x 107 in bivalves samples and from 1.34 x 104 to 2.07 x 105 in conches 
samples respectively. In bivalve samples, V. vulnificus was detected in five of eight animal species examined 
and high densities (2000 to 7500 MPN/100g) of V. vulnificus were detected in Japanese littleneck samples. 
V. vulnificus was only detected in Top shellfish among three species of conches samples, with occurrences 
of 80% and the densities were ranging from 360 to 2300 MPN/100g.

論　文

１．目的
Vibrio vulnificusは、腸炎ビブリオやコレラ菌と同

じビブリオ属に含まれ、ヒトに感染症を起こす細菌
の一種である。本菌は、海水と淡水が交わる汽水域
を中心に分布しており、塩分濃度２～３％で良好に
発育する低濃度好塩性のグラム陰性桿菌である１，２）。
本菌は、腸炎ビブリオと同様に水温が₁₅℃以上で増
殖が可能となり、20℃を越す６月から９月には活発
に増殖することが知られている４）。
本菌による感染症は消化器感染型と皮膚感染型に
大別されるが、多くのビブリオ属細菌が下痢症など
を引き起こすのに対し、本菌は肝硬変などの慢性疾
患を基礎疾患として有する場合に消化器感染を起こ
すと、全身症状を示すのが特徴であり、重篤な敗血
症に至ることもある３）。我が国で報告されている患
者のほとんどは、基礎疾患として肝障害を持ち、ア
ルコール飲料を多飲する人が多く、他に糖尿病や悪
性腫瘍なども見られる。症例の多くが中高齢の男性

であることも本菌感染症の特徴である４）。我が国に
おいて、V. vulnificus感染症は₁₉₇₆年に長崎県で報告
されて以来、これまでに約200例が確認されている。
発生地域は熊本県が24例と最も多く、福岡県、佐賀
県、長崎県を含む九州地域での発生が全体の₅0％を
占めている５）。

V. vulnificusに関する研究は、臨床分離株のみなら
ず自然環境からの分離株についても多く行われてお
り、特に本菌の生息域である沿岸域の海水や底泥か
らの分離菌に関する報告が多い６－８）。また、沿岸域
に生息する様々な魚介類からも本菌の検出報告があ
り、特に貝類に多く存在することが知られている９－₁₁）。
我が国で流通している貝類は、加熱用のものを除
いて生きた状態で市販されているものが多いが、流
通過程で適切な温度管理がなされていないと付着細
菌が増殖し、腐敗や食中毒の原因となる可能性があ
る。特に、V. vulnificusは水揚げ後の貝類の体内で増
殖可能なため、迅速な冷蔵が必要であることが指摘
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されおり₁2）、カキの生食が盛んな米国では海水温に
応じて推奨されるカキの水揚げから喫食までの時間
が異なり、₁₈～2₃℃のときは₁4時間以内、2₃～2₈℃
のときは₁2時間以内、2₈℃を超えるときは６時間以
内が目安とされている₁₃）。また、Cook₁2）は漁獲され
たカキが気温24～₃₃℃の条件下で漁船の甲板に置か
れて輸送されている間にV. vulnificusが急速に増殖す
ることを見出し、市場に流通している貝類のV. vulnificus
汚染に注意する必要があることを示唆している。
このようにV. vulnificusは沿岸域に生息する様々な
魚介類に存在することが明らかとなっているが、こ
れまでの研究の多くは自然環境から直接採取した魚
介類や海水、底泥などを実験材料に用いたものが多
く、実際に鮮魚店やスーパーマーケットなどで流通
している貝類に存在するV. vulnificusの定量を行った
研究は少ない。そこで本研究では、静岡県三島市周
辺で流通している市販の食用貝類を実験材料として、
鮮度判定の指標となる一般生菌数の測定を行うと共
にV. vulnificusの検出・定量を試みた。

２．材料および方法
２．１　実験材料
200₆年～200₇年の夏季を中心（７月～₁0月）に、

静岡県三島市周辺の鮮魚店あるいはスーパーマーケッ
トにて購入した、二枚貝８種（アカガイ；Scapharca 
broughtonii、アゲマキガイ；Sinonovacula constricta、
アサリ； Ruditapes philippinarum、オキアサリ；
Gomphinase micancellata、タイラギ；Atrina pectinata、
トリガイ；Fulvia mutica、ハマグリ；Meretrix lusoria
およびマガキ；Crassostrea gigas）、巻貝３種（サザ
エ；Turbo cornutus、トコブシ；Haliotis diversicolor 
aquatilisおよびバテイラ；Omphalius pfeifferi pfeifferi）、
計₁₁種を各５個体ずつ用いた。各試料の産地、採取
日、個体重量などについては、表１にまとめて示し
た。なお、実験開始前に各個体の殻が外部刺激に応
じて開閉することを目視で確認し、生きた状態の個
体のみ試料として用いた。

２．２　実験方法
２．２．１　一般生菌数の測定法
各個体から可食部を適量（2₅g以上の場合は2₅gと

する）採取し、各検体に対して９倍量のPBSを加え、
ストマッキング処理を行い、検体の₁0倍希釈液を作
製した。これらについて、₁0-₁～₁0-₅倍に希釈し、
Peptone-Yeast extract-Beef extract-Glucose（PYBG）寒
天培地₁4）に0．₁mlずつ塗抹した後、好気的条件下で

2₅℃、4₈時間の培養を行った。PYBG寒天培地１ℓ
あたりの組成は次の通りである。Trypticase peptone
（BBL）₁0g、Phytone peptone（BBL）５g、Lab-Lemco 

powder（Oxoid）2．4g、Yeast extract（Difco）２g、
Glucose １g、Agar No.₁（Oxoid）₁0g、蒸留水₅00ml、
海水₅00ml、pH₇．₅。
培養後、各培地に出現したコロニーを計数し、一
般生菌数を算出した。
２．２．２　Vibrio vulnificus の定量法

V. vulnificusの定量は「食品衛生検査指針・微生物
編」₁₅）に記載されている方法に準拠し、最確数（MPN）
法により行った。まず一般生菌数の測定法と同様、
各試料に９倍量のPBSを加えてストマッキング処理
し、検体の₁0倍希釈液を作製した。次に検体の₁0倍
希釈液１mlをPBS９mlの入った試験管に入れ、検体
の₁00倍希釈液を作製した。検体の₁0倍希釈液および
₁00倍希釈をアルカリペプトン水₁0mlの入った３本
の試験管にそれぞれ１mlずつ接種し、また検体の₁00
倍希釈液をアルカリペプトン水₁0mlの入った３本の
試験管に0．₁mlずつ接種した。これらを₃₇℃にて一
夜培養後、エーゼを用いて各試験管の上層部をX-VP
寒天培地（日水）に塗抹し、₃₇℃で一夜培養した。
各培地上に出現したV. vulnificusと推定される集落に
ついてオキシターゼ試験、糖分解試験、リジン脱炭
酸能試験、Voges-proskauer（VP）試験および耐塩性
試験を行い、表２に示したような各性状が確認され
た菌株をV. vulnificusと同定した。各試験管の陽性本
数を最確数表に当てはめ、試料₁00g当たりの最確数
（MPN/₁00g）を求めた。
なお、得られた結果について各動物間の一元配置
分散分析を行い、５％の有意水準で検定を行った。

３．結果
各動物種における一般生菌数およびV. vulnificusの
検出結果を、表３にまとめて示した。各動物種の一
般生菌数は、二枚貝８種が₁04～₁0₇ CFU/g、巻貝３
種が₁04～₁0₅ CFU/gであり、巻貝に比べて二枚貝の
方がやや高い傾向が見られた。二枚貝の中でも特に
アカガイ、アゲマキガイおよびオキアサリの３種に
おいて、₁0₇ CFU/gと比較的高い生菌数が認められ
た。

V. vulnificusは、今回実験を行った貝類₁₁種のうち、
６種（アゲマキガイ、アサリ、オキアサリ、サザエ、
タイラギおよびトリガイ）から検出された。二枚貝
においては８種中５種からV. vulnificusが検出された。
各動物種５個体における検出率を見ると、アサリの
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₁00％が最も高く、トリガイが₈0％、アゲマキガイが
40％、オキアサリおよびタイラギがそれぞれ20％で
あった。巻貝においては３種中１種（サザエ）から
のみV. vulnificusが検出され、検出率は₈0％であった。
各動物種におけるV. vulnificusの平均検出濃度（５
個体の平均MPN/₁00g）について見ると、二枚貝で
はアサリの₃₆20 MPN/₁00gが最も高く、アサリは他
の動物種に比べて有意に高いV. vulnificusの検出率お
よび検出濃度が認められた（p<0．00₁）。また、今回
実験を行った₁₁種₅₅個体の試料中、個体別に見てV. 
vulnificusが最も高い濃度で検出されたのは、アサリ
の₇₅00 MPN/₁00gであった。二枚貝ではトリガイか
らも₁₁2₈ MPN/₁00g濃度でV. vulnificusが検出され、巻
貝ではサザエから₁0₁4 MPN/₁00g濃度でV. vulnificus
が検出された。

４．考察
貝類の流通過程におけるV. vulnificusの増殖に影響
を与える要因として、水揚げから販売までに要した
日数や保存温度が重要である₁2）。本研究の結果にお
いてもこれらの要因が影響していることが考えられ
るものの、今回は保存温度などに関する情報が得ら
れなかった。そこで水揚げから販売までに要した日
数や保存温度の状況を推し量る目的で一般生菌数を
測定したところ、一部の検体で多数の細菌が検出さ
れたことから、V. vulnificusも流通過程において増殖
した可能性が考えられる。
杉田ら₁4）は、５～₁0月に東京湾で採取した二枚貝

６種の細菌相を本研究と同じPYBG寒天培地を用い
て調べた結果、生菌数は₁04～₁0₅ CFU/gであったこ
とを報告している。本研究の試料に用いた貝類は全
て生きた状態で販売されていたものであり、今回実
験を行った貝類₁₁種中７種の一般生菌数も₁0₅ CFU/g
以下と一般生菌数を指標とする鮮度判定において良
好な状態であったが、アカガイ、アゲマキガイおよ
びオキアサリの一般生菌数は₁0₇ CFU/gとやや高い値
が認められた。そのため、これら３種の貝類では水
揚げ後の流通過程において生菌数が増加した可能性
が考えられる。

V. vulnificusは我が国沿岸の広い範囲に分布するこ
とが知られており、これまで種々の魚介類から検出
されている。宮城県、神奈川県、川崎市、島根県お
よび熊本県の各衛生研究所が市販流通生鮮魚介類に
おける本菌の汚染実態調査を行った結果、特にアサ
リなどの貝類が高頻度で汚染されていることが報告
されている９，₁0）。本研究において、夏季を中心に鮮

魚店で購入した種々の食用貝類からV. vulnificusの検
出を試みた結果、₁₁種中６種から本菌が検出され、
特に二枚貝においては今回実験を行った８種40個体
中₁₃個体（₃2．₅％）からV. vulnificusが検出された。
中でもアサリからは有意に高い濃度でV. vulnificusが
検出され（p<0．00₁）、検出率も₁00％（５個体中５
個体）であった。V. vulnificusは塩分濃度の低い内湾
環境に多く分布すると言われており２，６）、アサリは
塩分濃度の低い河口域の潮干帯や内湾の浅瀬を中心
に生息しているため、V. vulnificusが多く検出された
ことが推察される。斉藤ら₁0）は６～₁0月に入手した
種々の魚介類におけるV. vulnificusの検出状況を調べ
た結果、アサリからの検出率が₅₃．₈％と高く、特に
７月の福島県産および９月の愛知県産アサリは₁00g
当たりのMPN値が₁0000以上と高値を示したことを
報告している。多くの魚介類を生で食すことの多い
我が国においてもアサリを生食することはないため、
加熱調理したアサリを食すことにより本菌に感染す
る危険性は低いと思われるが、調理器具を介して他
の食材への二次汚染や創傷感染の可能性はあるため、
本菌の存在には注意を払う必要があるものと思われ
る。
本研究で調べた巻貝３種において、V. vulnificusは

サザエからのみ検出されたが、検出率は₈0％、平均
濃度は₁0₁4 MPN/₁00gであった。サザエは、内湾の
砂泥底に生息するアサリなどの二枚貝と異なり、主
に外洋域に生息しているが、福島₁₁）は島根県沿岸で
漁獲されたサザエの2₅％からV. vulnificusを₁04～₁0₆ 
MPN/₁00gの濃度で検出したことを報告しており、二
枚貝以外の貝類にもV. vulnificusが広く分布している
ことが推察される。
本研究の結果から一般細菌数が多い検体ではV. 

vulnificusの菌数も多い傾向が認められたため、水揚
げから販売までに本菌が増殖した可能性が考えられ
る。今回は夏季に採取・販売されていた貝類を試料
に用いたが、流通過程の温度管理が適切に行われて
いないと菌の増殖が起こりやすいことが想定される
ことから、V. vulnificusの増殖を防ぐためにも貝類の
流通過程における低温管理や販売までの日数短縮化
が重要と思われる。

５．まとめ
静岡県三島市周辺の鮮魚店やスーパーマーケット
で夏季を中心に入手した市販食用貝類₁₁種を実験材
料として、各動物種の一般生菌数を調べると共に
Vibrio vulnificusの定量を試みた。得られた結果の概
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要は以下の通りである。
１） 各試料の一般生菌数は、₁04～₁0₇ CFU/gの範囲
であった。₁₁種中７種の生菌数は₁0₅ CFU/g以下で
あったが、アカガイ、アゲマキガイおよびオキアサ
リにおいて₁0₇CFU/gと比較的高い生菌数が認められ
た。
２） 今回実験を行った貝類₁₁種のうち、６種（アゲ
マキガイ、アサリ、オキアサリ、サザエ、タイラギ
およびトリガイ）からV. vulnificusが検出され、夏季
に流通している貝類には本菌が広く分布しているこ
とが明らかになった。
３） V. vulnificusの検出率は二枚貝において高く、今
回実験を行った二枚貝８種中、５種（₅4．₅％）から
本菌が検出された。動物種別の検出率はアサリの
₁00％が最も高く、トリガイが₈0％、アゲマキガイが
40％、オキアサリおよびタイラギがそれぞれ20％で
あった。
４） 各試料のV. vulnificus 検出濃度（５個体の平均
MPN/₁00g）は、二枚貝ではアサリの₃₆20 MPN/₁00g
が最も高く、トリガイも₁₁2₈ MPN/₁00gとやや高い
値が認められた。巻貝ではサザエが₁0₁4 MPN/₁00g
とやや高い値であった。また、個体別に見て本菌が
最も高濃度で検出されたのは、アサリの₇₅00 MPN/₁00g
であった。
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表１　本研究に用いた試料

 

 

 

  

表２　V. vulnificus の同定基準
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ABSTRACT
Our two-unit off-campus practicums feature clinical nutrition and food service management units.The 

aim of this study is clarifying the points to improve extracurricular practical guidance.
As for this year (2017), concerns held among the majority of the 73 students before their practice re-

garded their lack of knowledge and skills, while most employers pointed to studentsʼ forgetting to bring 
necessary things for their work. The items of feedback from management dietician facilities throughout 
these 13 years have amounted to 300 in total, and those in 2017 alone have increased tenfold compared to 
2005. The most significant difference between evaluations by managerial dieticians in off-campus facilities 
and studentsʼ self-evaluations was found in the items “Did the students work actively?” and “Did they work 
with a sense of responsibility?”

We hope that the entire staff body will daily encourage them in the exchange of greetings, punctual 
submission of reports, and punctual attendance at class and practicums.
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１．はじめに
栄養士養成施設において校外実習は、実際の栄養
士・管理栄養士業務の理解を学生に促す効果が高く、
栄養士育成には重要な科目となっている。平成₁4年
の管理栄養士・栄養士養成施設のカリキュラムの変
更に伴い、栄養士養成施設における校外実習要領が
通知１）され、校外実習は「給食業務を行うために必
要な給食サービス提供に関し、栄養士とし具備すべ
き知識および技能を修得させる」ことが目的であり、
「給食の運営」として１単位以上の実習を行うことが
明記された。
本学科では、栄養士必修科目の実習２単位として

「給食経営管理実習（校外）」と「臨床栄養学実習（校
外）」を位置づけ、２年次の夏季休暇中に各科目１単
位（4₅時間）ずつ実習を行っている。校外実習に際
しては、教育効果の高い実習体制を整えること２）３）

が養成施設に求められていることから、事前・事後
の教育を校外実習事前・事後指導カリキュラム（表
１）に従い、行ってきた。事前・事後指導を「栄養
士実践実習」４）や「校外実習指導Ⅰ」「校外実習指導
Ⅱ」５）の科目として位置付けている養成施設もある
が、本学科では、授業外の補講科目として実施して
いる。各実習施設からの学生の評価は、教員による
巡回指導時に、施設指導者の管理栄養士又は栄養士
からの情報収集や電話連絡、実習施設からの評価票
を元に行ってきた。他には同じ実習施設の学生から
の実習中や実習後の報告などから情報を得ていた。
カリキュラムの内容は受け入れ実習施設からの評価
に伴い、毎年見直しを行っているが、実習施設から
は、学生に対して「遅刻や規則を守らない、実習意
欲がない」など近年では厳しい意見も散見される。
林ら６）も校外実習に対して「礼儀やマナーが身につ
いていない、学習意欲に欠けている」などの低い評
価があったことを報告している。学習意欲や態度を
改善するためには、学生に対して学習意欲等を高め
ることができる効果的な指導が求められる。守田ら７）

の調査で、実習に行く前の学生の不安内容として「実
習内容」「コミュニケーション」「調理作業」などの割
合が高いことから、事前指導、予習を含めた課題を
課すことは、学生の不安を取り除く一要素になって
いる可能性を示している。
そこで、本学科における平成₁₇年度から平成2₉年
度までの₁₃年間の実習施設からの評価（意見・指摘）
内容と、実習へ行く前の学生の不安内容を把握して、
実習の事前・事後指導を充実させるべき点を検討す
ることを目的に調査した。

２．調査の概要
2.1　事前・事後指導の内容と時間数の変遷
校外実習事前・事後指導カリキュラム（表１）は
毎年の実習施設の評価より見直しを行っている。校
外実習に際しての基礎的な知識を学生に確認させる
ため、平成20年度から平成2₈年度までの９年間は、
給食経営管理論や臨床栄養学及びマナーに関するWeb
学習・Webテストを導入し、平成24年度から平成2₆
年度まで基礎栄養学や調理学等の基礎科目の復習テ
ストを実施した。平成2₇年度より、アクティブ・ラー
ニングとしてワークショップを追加した。その結果、
平成₁₇年度のカリキュラムでは事前指導₁0時限、事
後指導８時限の合計₁₈時限行っていたが、平成2₉年
度は、それぞれ₁₆時限、₁2時限の計2₈時限となり、
₁₃年前に比べ、₁．₆倍の時間をかけて学生の指導を
行っている。
2.2　校外実習に関するスケジュール
校外実習の年間スケジュールを図１に示す。
短期大学であるため、校外実習の履修を希望する
学生は１年次後半に２年生の校外実習全体報告会に
参加する。実習状況報告を聴講するとともに、担当
教員から実習の意義・目的や実習内容について説明
を受けた後、給食経営管理実習については、実習施
設の希望調査用紙へ記入する。教員は学生の希望す
る実習施設（給食経営管理実習：事業所、高齢者施
設、保育園、学校・臨床栄養学実習：病院）と居住
地を照らし合わせながら、実習施設への依頼を行う。
２年次は、校外実習へ向けて４月に履修登録を行い、
５月には実習施設の発表、事前指導を実施する。校
外実習は夏季休暇中（８～９月中旬）に行う。実習
終了後は、実習施設へのお礼状の発送、校外実習ノー
トなどの提出を行う。９月下旬から後期が始まると、
学生は科目別報告会で、校外実習で学び得たことの
発表を行い、他の施設の学習内容を共有するととも
に、全体報告会で発表する代表学生を決定する。そ
の後に全体報告会となる。
以下に事前・事後指導の具体的な内容を示す。

2.2.1　事前指導
校外実習にあたり、外部講師を招き、マナー講座

（電話のかけ方、挨拶のしかた、身だしなみなど）、
各施設別栄養士業務の説明、校外実習担当教員にお
ける指導、ワークショップを行う。
校外実習担当教員における指導の際には、学生が
校外実習にあたっての不安に感じることを用紙に自
由記入する。
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2.2.2 校外実習に関するワークショップの課題と実
施方法

ワークショップは、多様な人たちが主体的に参加
し、チームの相互作用を通じて新しい創造と学習を
生み出す場と定義される８）。校外実習の事前指導に
おいて、ワークショップを行うことにより、①校外
実習参加の班員の意思疎通が円滑化し、コミュニケー
ション能力が高まり、②自らの校外実習の目的を明
確化し、自発的に実習に臨む姿勢が身に付くことを
目指している。
ワークショップは各科目の校外実習についてのガ
イダンス及び実習施設先の管理栄養士の講話などを
事前指導カリキュラム後に行う。
ワークショップの方法は、事前に実習のテキスト
を各自で読み、実習に必要なことをまとめて臨む。
同じ実習施設、または同種の実習施設ごとに４～６
人が１グループになり、６つの課題について意見を
出し合ってまとめ、全体で発表する。
課題内容は、下記に示す校外実習の目的、求めら
れる学生像、校外実習への不安を解消し成果を得る
ためにはどうすればよいかという６つの課題につい
て話し合う。
〈課題内容〉
課題１　「あなたはどういう目的で病院へ校外実習
に行くのですか。」
課題２　「実習先で求められているのはどういう学
生だと思いますか。」
課題３　「そのことを私たちが達成するためにはど

んなことが必要だと思いますか。」
課題４　「あなたはどういう目的でその施設（事業
所、高齢者施設、保育園、学校）へ校外実習に行く
のですか。」
課題５　「校外実習に際し、あなたはどんなことを
不安に思っていますか。」
課題６　「その不安を解消するためには、なにが必

要ですか、またどんなことをすればいいですか。」
ワークショップ後に、校外実習に向けた意識向上
を目的とし、学生が「自分の理想の栄養士像」を付
箋紙に記入し、科目別に模造紙に貼り、廊下に掲示
している。
2.2.3　科目別報告会（事後指導）
科目別報告会は、給食経営管理実習と臨床栄養学
実習それぞれ２時限ずつ、校外実習で学びえたこと
を実習班ごとに１人ずつ口頭で発表し、他の施設で
の実習内容を共有する。聴講している学生は、発表
者のプレゼンテーションの内容を評価するとともに、

校外実習後の気持ちや感想などを具体的に自由記入
する。
発表内容は、教員が採点基準に沿って採点し、学
生による点数（実習内容、発表の態度）も加味し、
最高点となった学生が、全体報告会での発表者とし
て選出される。
2.2.4　全体報告会
₁₁月下旬～₁2月にかけ、代表学生はパワーポイン
トを用い、全体報告会で校外実習の報告を行う。実
習施設の管理栄養士の方々を招聘し、次年度に校外
実習を履修する短大１年生も参加する。発表は、事
業所、高齢者施設、保育園、学校のそれぞれ１施設、
病院２施設の学生が発表を行う。その後、講評をも
らう。
2.3　対象施設と受け入れ学生数
平成₁₇年度から平成2₉年度までの₁₃年間の校外実
習の実習施設数と１施設あたりの学生数を表２に示
す。実習施設は、履修学生の人数や居住先、希望状
況により年度ごとに実習施設の種類、数が異なって
いるが、最近の傾向として、病院の１施設あたりの
受け入れ人数が少なくなり、実習施設の確保が課題
となっている。
2.4　実習施設及び学生の評価方法
評価の項目は、①「時間、指示、規則を守ってい
たか（以下、時間、指示、規則遵守と略す）」、②「身
だしなみが実習に適切であったか（以下、身だしな
みと略す）」、③「挨拶・言葉遣いが適切であったか
（以下、挨拶・言葉遣いと略す）」、④「諸連絡を守り
節度・協調的な態度であったか（以下、協調性と略
す）」、⑤「積極的に実習に取り組んでいたか（以下、
積極性と略す）」、⑥「仕事に責任感を持っていたか
（以下、責任感と略す）」、⑦「実習指導者への連絡・
報告・記録を速やかにできたか（以下、連絡・報告・
記録と略す）」、⑧「実習目標は達成されたか（以下、
実習目標と略す）」、⑨「総合評価」の９項目を設け
ている。各項目の評点は、「大変優れている」、「優れ
ている」、「普通」、「やや努力が不足している」、「努力
が足りない」の５段階の順に、５点、４点、３点、
２点、１点とし、同じ項目を実習施設と学生による
自己評価で評価を行っている。
実習施設からの評価は、校外実習終了後に、郵送
にて返却してもらい、学生には科目別報告会終了後
に評価してもらい、その場で回収した。

３．集計・統計解析
校外実習に際し不安に感じる内容は、科目別に残
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差検定、独立性の検定を行った。
実習施設と自己評価のそれぞれの得点の比較につ
いては一元配置分散分析を行った。科目別の実習施
設と自己評価の群間の平均値の差について多重比較
（Bonferroni法）を行った。
科目別における校外実習後の学生の評価は、８項
目（「時間、指示、規則遵守」、「身だしなみ」、「挨拶・
言葉遣い」、「協調性」、「積極性」、「責任感」、「連絡・
報告・記録」、「実習目標」）について因子分析を行っ
た。
解析にはExcel統計₇．0、多変量解析ver₇．0、EXCEL
アンケート太閤Ver₅．0（㈱エスミ）を用いた。検定
結果は両側検定で有意水準は５％未満とした。

４．結果
4.1　校外実習にあたり、学生の不安内容について
平成2₉年度のワークショップにおける課題５に関
して学生が校外実習にあたって不安に感じる内容を
表３に示す。
臨床栄養学実習では、「知識・技術不足」₅0．₇％、

「実習施設に迷惑をかけないか」2₃．₃％、「どのよう
な実習を行うのか」2₁．₉％、「時間、指示、規則を守
れるか」2₁．₉％などが多くを占め、２人に１人は知
識・技術不足を不安に感じていた。
また、給食経営管理実習では、臨床栄養学実習と
同様に「知識・技術不足」が₃₆．4％と最も多かった。
保育園など小規模施設は、一人で実習へ行くことも
あり、「積極的に実習に取り組めるか」が22．₇％と２
番目に多かった。
校外実習にあたり不安に感じる内容につき、残差
検定を行ったところ、給食経営管理実習と臨床栄養
学実習とも「どのような実習を行うのか」（p<0．0₅）、
「忘れ物をしないか」（p<0．0₁）、「挨拶・言葉遣いが
適切か」（p<0．0₅）、「何を準備すればよいのか分から
ない」（p<0．0₁）において有意な関連があり科目間に
違いがみとめられた。
4.2　実習施設からの評価（意見・指摘事項）
年度ごとに実習施設からの評価（意見・指摘）が
あった件数を図２、内容の累積件数を図３に示す。
過去₁₃年間の累積は₃00件あった。履修人数に対する
評価（意見・指摘事項）の件数の割合は平成₁₇年度
では、臨床栄養学実習₃．₃％、給食経営管理実習₃．4％
に比べ、平成2₉年度は臨床栄養学実習₃0．₁％、給食
経営管理実習2₃．₃％と₁0倍となっている。また、最
近は、指摘される項目が多岐にわたる傾向がある。
給食経営管理実習、臨床栄養学実習とも特に多い指

摘事項は、第１位「忘れ物（細菌検査、健康診断、
持ち物など）」であった。臨床栄養学実習では、第２
位に「報告・連絡・相談不足」、第３位に「怪我、体
調不良」、「実習態度、消極的」が指摘されていた。
4.3　校外実習施設の評価と自己評価の比較
実習施設の管理栄養士による学生への評価と学生
の自己評価を表４に示す。
給食経営管理実習では、「責任感」（p<0．0₅）、「積極

性」（p<0．0₅）の２項目のみが、実習施設評価より自
己評価の点数が高く、有意な差があった。
一方、臨床栄養学実習では、「身だしなみ」（p<0．0₁）、

「時間、指示、規則遵守」（p<0．0₁）、「協調性」（p<0．0₁）、
「責任感」（p<0．0₁）、「積極性」（p<0．0₅）の５項目が、
実習施設評価より自己評価の点数が高く、実習施設
の評価と学生の自己評価の間で有意な差があった。
臨床栄養学実習と給食経営管理実習の実習施設評
価は、臨床栄養学実習の対象が傷病者ゆえに、より
専門性が要求されるためか、臨床栄養学の実習施設
の方が全体的に評価は低かった。
また、給食経営管理実習と臨床栄養学実習の科目
間の差の検定では、「身だしなみ」（p<0．0₁）、「時間、
指示、規則遵守」（p<0．0₅）、「協調性」（p<0．0₅）、「連
絡・報告・記録」（p<0．0₅）で、臨床栄養学実習の評
価が有意に低く、学生の自己評価は「責任感」で給
食経営管理実習のほうが有意に高かった（p<0．0₅）。
事前指導で繰り返し行った「連絡・報告・記録」
では有意な差はなかった。
科目別における校外実習後の学生による評価を図
４に示す。８項目（「時間、指示、規則遵守」、「身だ
しなみ」、「挨拶・言葉遣い」、「協調性」、「積極性」、
「責任感」、「連絡・報告・記録」、「実習目標」）につい
て因子分析を行ったところ、固有値₁．0以上は第４因
子まであった。第１因子の寄与率は₃₁．₇₃％、第２因
子₁₅．₃₆％、第３因子₁0．₁₉％、第４因子₇．₁₅％で、
累積寄与率は₆4．4₃％となった。第１因子は給食経営
管理実習、第２因子は臨床栄養学実習とし、縦軸は
態度を示し、学習姿勢と実践的態度として名付けた。
学生による実習の評価では、身だしなみなどの実
践的な面についての評価を重視する給食経営管理実
習と責任感・報告など学習姿勢を重視する臨床栄養
学実習に分かれる傾向があった。

５．考察
校外実習の事前・事後指導の問題点を明らかにす
るために平成2₉年度で検討を行った。
校外実習は、学生にとって管理栄養士・栄養士の
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指導の下に実務を学ぶ貴重な経験となるが、今回の
調査で、実習に臨む学生の２人に１人の割合で、「知
識・技術不足」を不安がっていた。加藤ら９）の学生
の実習の意識調査から、「実習前に知っておくべき知
識」「調理作業方法」「検査値」など、知識・技術につ
いて教員に指導してほしい内容が挙げられていた。
事前指導を「栄養士実践実習」の科目として位置
付けている富永５）らの事前・事後の学生の変化を調
査した報告では、一定の学習成果が得られたことを
報告している一方で、「礼儀やマナー」「健康管理」な
ど生活体験を通して体得する項目では実習施設の要
求度の高さから、具体的な教育体験が必要であるこ
とも示している。また、「校外実習指導Ⅰ」「校外実習
指導Ⅱ」の科目として位置付けていても、学生の生
活上の経験の変化により、事前・事後指導の内容が
不適切であり、「給食の運営」科目の強化並びに効果
的な教育を狙いとしたカリキュラム構成の更なる充
実が必要であることを元田ら４）は報告している。本
学科の事前・事後指導においても、各実習施設から
の評価に基づき生活面や学習面について見直しを行っ
た結果、指導時間は₁．₆倍となった。また、授業のな
い土曜日に行うため学生が負担に感じることと、正
規授業でないため意欲低下がみられる。今後、本学
科でも、校外実習の事前・事後指導の内容および科
目として、検討する必要があると考える。
校外実習の８項目の評価得点については、表４に
示す通り、「実習目標」以外の項目は、実習施設と学
生との間に有意な差が認められ、学生の自己評価の
甘さが確認された。
西川ら₁0）も、学生の認識と実習施設の評価に違い

があり、意欲や積極性の向上、基本的なマナーや態
度の周知、調理技術や衛生管理に対する知識や技術
の習得、体調管理、実習に臨むための下調べや予習
の必要性など、基本的な姿勢や基本的知識について
の指導の充実が課題であると報告している。
水野ら₁₁）の調査結果からは、実習に対してしっか

り目的意識をもって予習や準備を整えた学生は、実
習で得たものも多く、施設側からの評価も高かった
ことを報告している。学生の不安な項目に、「知識・
技術不足」の他に、「どのような実習を行うのか」、
「何を準備すればよいのか分からない」があり、１年
生は校外実習全体報告会で実習内容を聴講している
が、再度、具体的な実習内容や準備を事前指導に取
り入れたい。
実習施設からの評価（意見・指摘事項）では、給
食経営管理実習、臨床栄養学実習ともに、忘れ物が

多かったが、臨床栄養学実習では、健康診断、細菌
検査に加え、近年、実習施設（病院）によっては抗
体検査の提出が求められることが増え、抗体検査結
果・予防接種証明に関する書類の準備不足があげら
れる。現在、校外実習施設の公表は、全実習施設か
らの書類が揃ってから、学生に公表していたが、抗
体検査がある実習施設の学生については実習施設の
準備が整い次第、余裕をもって抗体検査に関する事
前指導を行いたい。
自己評価では、臨床栄養学実習において「身だし
なみ」、「時間、指示、規則遵守」が「挨拶・言葉遣
い」、「責任感」、「積極性」、「実習目標」より実習施設
の評価が低値であったことから、日頃から挨拶の励
行、授業・実習へ遅刻しない、レポートの期日は遵
守するなど１年次から心がけることで学生に自信を
付けさせることが大切である。
また、因子分析の結果から給食経営管理実習では
実践的な面を、臨床栄養学実習では学習姿勢の面を
意識して事前指導等を行う必要があると思われる。
以上のことから、挨拶や時間の遵守などの「基本
的マナー」、「学生の実習に対する意欲向上」、「知識・
技術の向上」について、効果的な事前指導の在り方
を検討したいと考える。

６．今後の課題
短期大学に入学して１年半という短い期間で校外
実習に参加させるためには、いかに実習意欲を高め、
実習に必要な知識・技術を習得させるか教員の指導
力が問われる。現在は２年次になると、校外実習担
当教員による事前指導が始まる。今後は、校外実習
担当教員だけの指導だけでなく、知識・技術の向上
には基礎的な栄養学・食品学・調理学など教科担当
教員の協力体制をより深め、日頃から全教職員が、
学生に挨拶の励行、授業・実習の時間やレポート提
出期限の遵守の働きかけをさらに強化したいと考え
る。
加えて、給食経営管理実習では給食業務に必要な
基礎的な技術を身に付けたうえで、特定給食施設に
おいて、多職種との関わり方や連携を理解して、協
働して問題解決に取り組むことができるようにする。
また、臨床栄養学実習では栄養に関する基礎学力を
身に付けたうえで、食と健康の問題に取り組み、健
康の維持・増進のために提案することができるよう
にカリキュラムを編成し、実施したい。
さらに、現行の事前・事後指導は、科目外として
実施しており、学生への負担を軽減するためにもい
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かに科目として組み入れていくかの検討が必要であ
る。また、高度化する医療現場での実習は、より専
門的な知識が要求されているため、短期大学の栄養
士養成校として、臨床栄養学実習（校外）の必須科
目としての位置づけも検討する必要があると思われ
る。
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図１　校外実習の年間スケジュール
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図２　科目別評価（意見・指摘）の件数（平成17年度から平成29年度）
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図３　科目別評価（意見・指摘）内容の累積件数（平成17年度から平成29年度）
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表２　実習施設数と１施設あたりの受け入れ平均人数

施設数 １施設あたり受け入れ平均人数（名）

給食経営
管理実習

臨床栄養学
実習 事業所 高齢者

施設 保育園 学校 病院

平成₁₇年度 4₃ ₁4 ₁₁ ３ １ ２ ９

平成₁₈年度 44 ₁₇ ₁₁ ２ １ ２ ５

平成₁₉年度 4₆ ₁₈ ₁2 ７ 該当なし ２ ６

平成20年度 ₃₇ ₁₃ ₁₃ ７ ２ ２ ８

平成2₁年度 ₃₁ ₁₁ 20 ６ ２ １ ７

平成22年度 ₃0 ₁0 ₁2 ３ ２ １ ７

平成2₃年度 4₆ ₁4 ９ ３ ３ ２ ７

平成24年度 2₆ ₁4 ₁₉ ６ ４ ２ ８

平成2₅年度 ₃4 ₁₈ ₁2 ７ ３ ３ ５

平成2₆年度 ₃₈ ₁₇ ₁₁ ４ ４ ２ ６

平成2₇年度 4₇ 2₃ ₁0 ３ ３ ３ ４

平成2₈年度 ₆0 24 ９ ３ ２ ２ ４

平成2₉年度 4₆ 20 ₁₃ ２ ２ ２ ４

表３　学生が校外実習にあたって不安に感じる内容
複数回答（％）

給食経営管理
実習　n＝₆₆

臨床栄養学
実習　n＝₇₃

p値

知識・技術不足 ₃₆．4 ₅0．₇

実習施設に迷惑をかけないか ₁₈．2 2₃．₃

どのような実習を行うのか ₁₈．2 2₁．₉ *

時間、指示、規則を守れるか 2₁．2 2₁．₉

コミニュケーションが円滑にとれるか ₁₃．₆ ₉．₆

命に携わる場所なので怖い 0．0 ₆．₈

積極的に実習に取り組めるか 22．₇ ₁₁．0

体調管理 ₁0．₆ ₈．2

交通手段 4．₅ 4．₁

忘れ物をしないか 4．₅ ₅．₅ **

課題 ₃．0 2．₇

挨拶・言葉遣いが適切か ₁．₅ ₅．₅ *

何を準備すればよいのか分からない ₇．₆ ₅．₅ **

不安なことはない 4．₅ 0．0
*学生の不安内容は、ワークショップの終了後に記入してもらった。
χ2検定：* p<0．0₅、** p<0．0₁



― ―52

表４　平成29年度校外実習後の実習施設と学生の自己評価
n＝₇₃

給食経営管理実習 臨床栄養学実習 科目間の
差の検定A B

p値
C D

p値実習施設
評価

学生
自己評価

実習施設
評価

学生
自己評価

A vs C B vs D

身だしなみが実習に適切で
あったか 4．₅±0．₈ 4．₆±0．₇ n.s 4．0±₁．0 4．₇±0．₆ ** **

時間、指示、規則を守って
いたか 4．4±0．₉ 4．₇±0．₅ n.s 4．0±₁．0 4．₆±0．₆ ** *

挨拶・言葉遣いが適切であっ
たか 4．2±0．₈ 4．₅±0．₇ n.s 4．0±0．₉ 4．4±0．₈ n.s

諸連絡を守り節度・協調的
な態度であったか 4．₃±0．₈ 4．₅±0．₇ n.s ₃．₉±0．₉ 4．₃±0．₈ ** *

仕事に責任感を持って取り
組んでいたか 4．2±0．₈ 4．₆±0．₆ * ₃．₉±₁．0 4．₃±0．₇ ** *

積極的に実習に取り組んで
いたか 4．2±₁．0 4．4±0．₇ * ₃．₉±₁．0 4．₃±0．₇ *

実習指導者への連絡・報告・
記録を速やかにできたか 4．₃±0．₇ 4．₅±0．₆ n.s ₃．₉±₁．0 4．2±0．₈ n.s *

実習目標は達成されたか 4．2±0．₈ 4．₅±0．₇ n.s ₃．₉±0．₉ 4．₁±0．₈ n.s

総合点 ₃₇．₉±₇．₅ ₃2．₇±₁₁．₃ ₃₁．₅±₆．₈ ₃4．0±₆．₈

平均値±標準偏差、一元配置分散分析、差の検定：Bonferroniの多重比較　* p<0．0₅、** p<0．0₁
※ ５点満点評価　（大変優れている＝５点、優れている＝４点、普通＝３点、やや努力が不足している＝２点、努力が不足
している＝１点）
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食物・栄養分野の教育における解剖の意義
― 動物の解剖に関する本学学生アンケートの解析 ―

安西なつめ
※１

Significance of Dissection in Food and Nutrition Education: 
Analysis of a student survey on animal dissection

Natsume A
※１

NZAI

ABSTRACT
“Anatomy and Physiology Lab” is one of the required course for students studying to become nutri-

tionists at nutritionist training institutions. For nutritionists, knowledge of structure and function of the 
human body is an essential element of studying nutrition and health. “Anatomy and Physiology Lab” in-
cludes animal dissection. In this study, the author conducted a survey of students in the Department of Food 
and Nutrition at Nihon University Junior College in order to determine how animal dissection should be 
implemented in food and nutrition education. The survey was conducted twice, once before and once after 
dissection. Based on the survey results, the author was able to assess our studentsʼ study of related subject 
areas prior to enrollment in this university, experience with dissection (or lack thereof), perceptions of dis-
section, and views on the significance of dissection. The results also suggest that the purpose and significance 
of animal dissection for students in the Department of Food and Nutrition is not limited to the acquisition 
of knowledge regarding the structure and function of the human body but also includes integrated outcomes 
such as the realization of the importance of life as a food source and improvement in food preparation skills.

論　文

１．はじめに
栄養士養成施設において、「解剖生理学実験」は

「人体の構造と機能及び疾病の成り立ち」の分野に属
する栄養士必修科目の１つである。栄養士にとって、
人体の構造と機能についての知識は、栄養や健康に
ついて学ぶ上で欠かすことができない。この人体の
構造と機能について学ぶ方法の１つに、動物の解剖
がある。
食物・栄養分野における解剖の実施に関しては、
これまでも、動物の解剖を含めた解剖生理学実習の
授業内容に関する調査１）や、解剖の教育効果に関す
る研究２）など、様々な観点から報告されてきた。そ
うした研究においては、食物・栄養分野における解
剖の実施方法に加え、解剖の教育的な意義について

も触れられているものが多い。しかし、カリキュラ
ム上、動物の解剖を実施するその他の学問分野に対
し、食物・栄養分野として、どのような独自の意義
と目的をもって動物の解剖を行うべきなのかという
点に関しては、考察の余地があるように思われる。
本研究では、まず、食物・栄養分野を学ぶため本
学に入学してくる学生が、解剖に対してどのような
意識をもっているのか、また食物栄養学科における
解剖の意義をどのように捉えているのかといった、
学生の意識の実態をアンケートの分析によって明ら
かにし、その上で、食物・栄養分野独自の解剖の意
義について考察し、最後にそれらを踏まえた今後の
動物解剖の実施方法や課題を検討することを目的と
した。

※１ 日本大学短期大学部（三島校舎）食物栄養学科　助教　Assistant Professor, Department of Food and Nutrition, Junior 
College (Mishima Campus), Nihon University
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２．方法
2.1　アンケートの実施方法
日本大学短期大学部食物栄養学科では、１年次に

「解剖生理学」の講義（後期）が、２年次に「解剖生
理学実験」（通年）が設けられている。今回は２年生
を対象に、２回のアンケートを無記名で実施した。
アンケートは「解剖生理学実験」履修前（アンケー
ト１）と「解剖生理学実験」履修後（アンケート２）
の２回行った。アンケート１と２を比較することで、

アンケート２は「解剖生理学実験」最終回後の平
成2₉年２月に行った。実際に解剖した印象や感想に
加え、動物の解剖に対するイメージの変化について、
また食と栄養を学ぶ学科における動物解剖の意義に
ついて改めて問うなど、動物解剖実施前後における
回答の変化を考察するための質問も設けた（表２）。
両アンケートにおいて、自由回答の質問は類似の
回答などをのぞき、回答された文章から要所を一部
抜粋した。表現については変更していない。

動物解剖実施前後における学生の意識の変化を比較
することを目的とした。
アンケート１は「解剖生理学実験」の初回となる
平成2₈年４月に行った。このアンケートでは、「解剖
生理学実験」を履修する学生の現状を把握するため、
学生が入学以前に生物などの関連の科目についてど
のような学習を行ってきたか、また、これまでの解
剖経験の有無、解剖に対する意欲などについて質問
を設定した（表１）。

アンケート１の対象者は₁0₇名で、回収枚数は₁0₇
枚（回収率₁00％）である。回答した学生は女子学生
が₁00名、男子学生が７名であった。アンケート２の
対象者は₉₆名で、回収枚数は₉₆枚（回収率₁00％）で
ある。回答した学生は女子学生が₉₁名、男子学生が
５名であった。実施後のアンケートでは回収枚数が
減っているが、これは「解剖生理学実験」の履修中
止者やアンケート実施日の欠席者、休学者などによ
るものである。

表１　アンケート１の質問内容
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表２　アンケート２の質問内容

資料１　ブタの心臓の解剖と観察の手順

2.2　解剖の方法
平成2₈年度の「解剖生理学実験」では、食肉業者
によって取り出された動物の臓器を解剖し、観察し
た。用いたのはブタの心臓と腎臓である。解剖は「解
剖生理学実験」第１回の骨の観察、第２－４回の組
織実習、第５回の呼吸器系の実験、第６回の循環器
系の実験、第７回のDNA抽出実験の後、最終回とな

る第８回目に、教員１名、助手１名、SA（専攻科生
のStudent Assistant）１名で行い、２年次の全３クラ
スで３回とも同じ手順で実施した（資料１、２）。腎
臓の解剖における腎動脈への墨汁の注入、および糸
球体の観察については、清泉女学院中学高等学校、
飯島和重教諭の「ブタ腎臓の解剖と組織の観察」を
参考に実施した３）。
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３．動物解剖実施前に行ったアンケートの結果
【質問１－３】学生の卒業高校は多様で、商業科や
通信制も含まれた。学年全体の構成として、文系と
理系の別では、明確に文系との回答を得たのが₁0₇名
中₅₁名で全体の4₈％だった。
【質問４－５】入学以前の学習内容や解剖経験の有
無についてはばらつきが目立った。小学校、中学校、

高校を含め、これまで一度も解剖の経験がないと答
えたのは、覚えていないと回答した１名をのぞく₁0₆
名中₅₁名で4₈％だった。この₅₁名のうちには、理系
と回答した学生も₁₁名含まれていた。
解剖の経験があると回答した学生では、解剖に使
用した動物の種類を回答してもらった（図１）。結果
はトリが最も多く24％、次いでイカ20％、サカナ

資料２　ブタの腎臓の解剖と観察の手順

図１　解剖したことのある動物の種類
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₁₉％、ブタ₁₅％、以降はカエル、マウス・ラット、
ウシ、昆虫、ヘビとなっていた。その他のものとし
てはウーパールーパー、テン、イタチなどが挙がっ
た。また実際の解剖内容であるが、全身の解剖を行っ
たという回答はほとんど見られなかった。特に、ト
リ、ブタ、ウシでは一部の臓器のみを解剖したと回
答している。トリでは主に頭部（脳）が解剖されて
いる。これは飼料用に加工処理された冷凍のものや
缶詰を利用したものと思われる。一方、ブタやウシ
では主に眼球が解剖されていた。ブタやウシの眼球

【質問７】解剖への意欲については、使用する動物
の種類によっても異なることが予想されたため、よ
り詳細にどのような対象であれば解剖への意欲が高
まるか、種類別の項目を設け、５段階で回答しても
らった（図３）。解剖したことのある動物として多く

の観察は教材として一般的である。
【質問６】動物の解剖に対する意欲に関する質問で
は、「やってみたい」、「どちらかというとやってみた
い」、「どちらでもない」、「どちらかというとやりたく
ない」、「やりたくない」、の５段階で回答してもらっ
た（図２）。結果は、「やってみたい」、あるいは、「ど
ちらかというとやってみたい」を合わせた回答（₃2％）
を、「どちらかというとやりたくない」、「やりたくな
い」を合わせた回答（4₃％）が上回る結果となった。
どちらでもないという回答は2₅％であった。

挙がっていたトリ（鳥類）とサカナ（魚類）に関し
ては、「やりたくない」、と、「どちらかというやりた
くない」、を合わせた回答が他の種類よりも少なかっ
た。哺乳類とは別にヒトについても質問を設けたが、
これは「やりたくない」の回答が著しく多かった。

図２　動物の解剖に対する意欲

図３　動物の解剖に対する意欲（種類別）
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【質問８】また、今後の動物解剖における方法を検
討するため、解剖する際の動物の状態についても質
問を設けた。結果は図（図４）にまとめたように、

【質問９】動物の解剖に対して抱くイメージに関す
る質問は自由回答とした。回答を表に整理した（表
３）。

「他者によって処置（安楽死）された動物を使用して
実施したい」が₃₃％で最も多かった。

図４　解剖する動物の状態について

表３　動物の解剖に対するイメージ
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図５　食物栄養学科における解剖の意義（実習前）

【質問₁0】最後に、食と栄養を学ぶ学科において、
実際に動物を解剖することの意義について質問した。
回答は、「非常に意義がある」、「どちらかというと意
義がある」、「どちらともいえない」、「どちらかという
と意義がない」、「まったく意義がない」、の５段階と
した。結果は「非常に意義がある」、あるいは、「ど
ちらかというと意義がある」、が合わせて₅₉％だった

４．動物解剖実施後に行ったアンケートの結果
【質問１】実施したブタの心臓および腎臓の解剖に
対する印象や感想を自由に回答してもらった。回答
には「くさかった」、「思っていたよりこわくなかっ
た。臓器について興味が持てた」、「少しだけグロテ
スクだったけれど、貴重な体験が出来、実際に目で
見ることができたことが勉強になった。記憶に残っ
ている」、「栄養士として食の仕事につくので、命を
かんじることは大切だと感じました」などがあった。
【質問２】実際に解剖を行って動物の解剖に対する
イメージが変化したかどうかを問う質問では、無効
１名を除く₉₅名中、「変わった」が₆4％（₆₁名）、「変
わらない」が₃₅％（₃4名）であった。それぞれの理
由を自由に回答してもらった。
「変わった」と回答した学生の回答には、「誠意を
もって勉強させてもらって感謝の気持ちが強くなっ
た」、「もっと血がでてかわいそうだと思っていたが、
実際に見てよく観察できるので良いと思うようになっ
た」、「解剖は少し気持ち悪いイメージがあったけど

のに対し、「どちらかというと意義がない」、あるい
は「全く意義がない」、が合わせて₁0％と大きく差が
生じた。しかし、「どちらともいえない」とする回答
も2₆％を占めていた（図５）。
以上が「解剖生理学実験」履修以前、すなわち動
物解剖実施以前に行ったアンケートの結果である。

やってみたらためになったし楽しかった」などがあ
り、概ね良好な反応が得られた。
また「変わらなかった」と回答した理由の中にも、

「かわいそうだという気持ちはかわらないけれど解剖
することでとてもくわしく理解することができる」、
「動物を解剖するのは体のはたらきを知るうえで大切
と思った。しっかり慰霊祭もやっているため、イメー
ジは変わらなかった。」、「解剖を行うことで何かを得
られると思っていた。得られたので変わらない」な
どの意見があり、「相変わらず気持ち悪かった」、「で
きればやりたくない」といった意見は少数だった。
【質問３】今後の動物解剖の実施方法について検討
するために、学生が関心をもっている器官について
も質問を設けた。脳、胃・腸、膵臓、肝臓、生殖器
系、その他、特にない、の複数選択で回答してもらっ
た。結果は無効１名を除く₉₅名中、脳が2₆％（₃2名）、
胃・腸が24％（2₉名）で、肝臓が₁0％（₁2名）であっ
たが、₃₁％（₃₈名）が特にない、と回答した（図６）。
その他を選択した学生はいなかった。
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図６　心臓、腎臓以外の解剖してみたい器官

図７　食物栄養学科における解剖の意義（実習後）

【質問４】解剖時の視聴覚教材や模型等の利用に関
する質問では、無効１名を除く₉₅名中、６％（６名）
が「視聴覚教材や模型等は、実際に解剖を行う機会
があれば必要ない」と回答し、₈₇％（₈₃人）が「視
聴覚教材や模型等は、実際の解剖を行った上で補助
的に学習を助けるために必要である」と回答し、６％
（６人）が「実際に解剖を行わなくても視聴覚教材や
模型等で十分学習可能である」と回答した。
【質問５】最後に、アンケート１と同様、食と栄養
を学ぶ学科において、実際に動物を解剖することの
意義について質問した。回答は、「非常に意義があ
る」、「どちらかというと意義がある」、「どちらともい

えない」、「どちらかというと意義がない」、「まったく
意義がない」、の５段階とした。結果、無効22名をの
ぞく₇4名のうち、「非常に意義がある」、あるいは、
「どちらかというと意義がある」、が合わせて₆₈％（₆₅
名）だったのに対し、「どちらともいえない」が６％
（６人）、「どちらかというと意義がない」、あるいは
「全く意義がない」、が合わせて３％（３名）であっ
た（図７）。なお、それぞれの理由を自由回答しても
らった。結果は表に整理した（表４）。
以上が「解剖生理学実験」履修後、すなわち動物
解剖実施後に行ったアンケートの結果である。
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５．考察１：「解剖生理学実験」履修の背景
今回の調査では、２回のアンケートの実施により、
質問項目に応じて、本学学生の入学以前における関
連科目の履修や解剖経験の有無、解剖に対するイメー
ジ、実際に解剖を行った印象や、食物栄養学科にお
ける解剖の意義に対する意識の変化などを把握する
ことができた。
アンケート１の結果からは、背景として、入学し
てくる学生の多くが文系出身であり、大学以前の学
習内容としては、生物等の関連科目の履修時に実験

や観察を体験してこなかった学生もいるということ
である。食物栄養学科は一般に理系の学科であるが、
入学者の半数近くが文系であるという点は、入学後
の生物や化学、生化学といった理系科目の履修や実
験実習への取り組みにも影響すると考えられ、学習
の内容にも注意が必要であると思われる。
また小学校、中学校、高校を通して、解剖の経験
が一度でもあると回答した学生は₅2％だった。解剖
したことのある動物には、トリ、イカ、サカナ、ブ
タ、カエル、マウス・ラット、ウシ、昆虫、ヘビな

表４　食物栄養学科における解剖の意義（実習後）とその理由
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どが複数回答されていたが、その他の動物としてウー
パールーパーやテン、イタチなどが挙がっていた。
これらは教材としては一般的でなく、おそらく偶然
手に入れたものを教材として利用したと思われる。
またこのうち解剖の対象が哺乳類であったのは全体
の2₃％程度であった。哺乳類を用いて動物の全身の
解剖を行ったことがある学生はごく少数であり、そ
のほとんどが、頭部（脳）や眼球など一部の部位に
限られていた。解剖経験のある学生のうち、多くの
場合ウシの眼球など生物の体の一部を解剖している
という状況は、佐藤, 酒井（20₁4）による日本大学
歯学部で実施された学生の意識調査の結果ともおお
むね一致する４）。
解剖に対する意欲は全体としてやや低く、「やって

みたい」、という回答は20％に留まった。また、解剖
してみたい対象６項目（魚類、両生類、爬虫類、鳥
類、哺乳類）の中で、「やりたくない」、という回答
が最も少なかったのが魚類である。これは、以前に
解剖したことのある動物の種類としても魚類が多く
回答されていたこと、また食物としても日常的に触
れるため、他の種類よりも抵抗が少ないためではな
いかと考えられる。
動物の解剖経験のない学生も多い中で、解剖に対
しては、「くさい」、「気持ち悪い」、「グロテスク」、「こ
わい」といったネガティブなイメージを回答する学
生も多かった。

６．考察２：解剖実施後における学生の意識の変化
解剖実施後のアンケート２では、実際に解剖した
印象や感想に加え、実施前と実施後で学生に解剖に
対する意識の変化があったことが分かった。
解剖実施後の感想は結果（質問１）にある通りで
あるが、自由回答の中には、「食べることが出来る部
位だったので、気持ち悪いとかそういう感じにはな

らなかった」、「内臓のみの状態だったので気持ち悪
さはなく肉を切るような感じでやりやすかったです」
など、解剖に対する抵抗感の軽減を感じさせる回答
も得られた。これは今回の解剖が動物の一部を用い
たものであったことや、食肉業者から購入できる部
位であったこと、また通常解剖時に行うホルマリン
などを使用した固定処理を行わずに解剖したことな
どが理由だと推測される。
またこうした自由回答からは、学科の特徴である
食や栄養に対する学生の関心が非常に高いことが伺
えた。そのため、その他に解剖を行ってみたい器官
についての質問（質問３）では、食物・栄養の分野
に関わりが深い胃・腸、肝臓、膵臓などを選択する
ことが予想された。しかしアンケートの結果では、
予想に反してこれらの器官の解剖に対する関心は薄
かった。胃・腸のみならず肝臓や膵臓は体内におけ
る糖や脂肪の利用、代謝に深く関係する器官であり、
１年次および２年次に履修する他の教科においても
頻出である。これらの器官に関しても実際に解剖し
観察することで理解が深まる可能性は高い。「解剖生
理学実習」の前段階にあたる１年次の「解剖生理学」
の授業などを通し、学生の関心の高まりを促すべき
だと考えられる。
また、食物栄養学科における解剖の意義をどのよ
うに捉えているかを問う同じ質問を、アンケート１
と２で行い、結果を比較してグラフにまとめた（図
８）。なお、アンケート１と２では回答数が異なるた
め、人数ではなく割合（％）によって比較した。ア
ンケート１に比べ、アンケート２では、「非常に意義
がある」の回答が８％増加した一方、「どちらともい
えない」の回答が20％減少し、「どちらかというと意
義がない」の回答が６％減少している。全体として
は、解剖実施後に、改めて、意義があると感じた学
生が増えた結果と見なすことができる。

図８　「食物栄養学科における解剖の意義」に対する回答比較（実習前後）
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７．考察３：食物・栄養分野における解剖の意義
食物栄養学科における解剖の意義に関するアンケー
トでは、選択による回答とともに、理由を自由に回
答してもらった。その結果、「非常に意義がある」、
「どちらかというと意義がある」を選択した学生の回
答の中には、食物・栄養を学ぶ学科において、解剖
は体の仕組みや健康について学ぶために必要であり、
そのため意義があるといった趣旨の回答に加え、「食
べ物（動物の命）を大切に感じる」、「命をいただい
ているという実感が持てる」など、食に強く関連づ
ける回答が見られた。加えて、解剖によって得られ
た体内の構造の把握が動物の肉などの調理時にも役
立つという回答もあった。これは、今回教材として
使用したのが、食肉業者から購入した可食部位（心
臓、腎臓）であったことにも関係していると考えら
れる。これらの部位は調理学の実習などにおいて利
用する際には食材とみなされ、解剖生理学実験にお
いては、解剖する器官となる。食物・栄養を学ぶ学
生においては、本学で学ぶ目的であり、ごく身近で
ある「食」を、解剖の対象に結びつける傾向が見ら
れたと言える。日常的に調理、加工する機会が多く、
動物に対し、食物としていただく、調理に際し命を
扱う、と考える学生がいるということからは、学生
が自覚する解剖の目的と意義が、単に人体の構造と
機能を学ぶという点に留まらないことが示唆される。
たとえば小林, 清水（20₁2）も、函館短期大学食物
栄養学科において実施されたラットの解剖に関する
アンケートの分析において、ラットの解剖が、食物・
栄養を学ぶ学科における教育目的の達成に加えて、
生命倫理について考える良い機会になったと分析し
ている５）。
こうした点に関して、人見, 加藤（20₁₁）は小、中、
高等学校の教員を対象としたアンケート結果から、
解剖実験の実施については小学校、中学校、高校へ
と上がるにつれ肯定的な回答が多くなり、その意義
としてからだのつくりを理解することだけでなく、
生命尊重の教育という観点があることを明らかにし
た。しかし同アンケートによると、小、中、高等学
校での生き物を教材とした活動の実施状況において、
動物の眼や心臓を用いた実験、イカやフナの解剖な
ど、解剖に関する活動は実施項目の下位を占め、一
方、教員によって生命尊重の態度育成につながると
考えられている活動としては、サカナやウサギ、ニ
ワトリなどを飼育し触れ合うことなど、実際に生き
ている動物と関わる項目が上位とされている。こう
した結果から、人見, 加藤（20₁₁）は、生命尊重と

は矛盾するという考えから解剖を実施しないという
教員の意見もあることを踏まえながらも、解剖から
生命尊重へつなげる授業内容を検討する必要性に言
及している６）。
動物の解剖は、からだの構造と機能を知るだけで
はなく、動物への感謝や生命の尊さを知る貴重な機
会でもある。解剖を通して学んだ内容が、本学科の
特色である食と栄養の学びにフィードバックされる
のであれば、食物・栄養分野における解剖が、命の
大切さについて深く学ぶことのできる教育内容とな
る可能性がある。
最後に、こうした解剖の意義と目的を踏まえ、今
後の動物の解剖の実施方法について考えてみたい。
今回は食用として既に摘出されたブタの器官を用い
たため、生体で見られる状態とは異なる状態で観察
した。アンケートの結果からも読み取ることができ
るように、この方法には、解剖に対する抵抗感の軽
減や、ヒトの器官に類似した大きさ、構造であるこ
とから勉強した内容に結びつけやすい、あらかじめ
血が抜かれているなどの処理されているため観察が
しやすいといった利点がある。一方、取り出された
器官を観察することで、他の臓器との位置関係が分
かりにくい、血抜き作業のため一部損傷していると
いった欠点もある。この点ではやはり各器官の関連
が分かる全身の解剖について何らかの経験や資料が
必要であると考えられる。
他の栄養士養成施設校の解剖生理学実験では、カ

エルやラットなどの解剖に加え、標本等の資料館見
学７）や、人体の系統解剖見学を取り入れてきたとこ
ろもある８）。また近年ではデジタル教材の充実が著
しく、いわゆるバーチャル教材を利用した解剖学演
習が、コメディカルの学生の解剖学に対する苦手意
識の解消に有効であるとの報告もある９）。こうした
資料の活用や見学の可能性も含め、今後の解剖生理
学実験の在り方について更に検討していきたい。

８．おわりに
栄養士は学校や事業所に加え、病院や養護施設な
どでも活躍している。近年ではNST （Nutrition Support 
Team＝栄養サポートチーム）という取り組みも注目
されており、病院や施設での栄養サポートに対して
理学療法士や栄養士、管理栄養士の参加が期待され
ている。社会的な食と健康への関心が高まる中で、
栄養士にも「人体の構造と機能及び疾病の成り立ち」
分野に関する深い理解が求められているのである。
今後はこうした背景の中で、人体の構造と機能につ
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いて深く学ぶ機会としてはもちろんのこと、食物・
栄養分野における学生の「食」や「いのち」に対す
る意識に留意することが、更なる充実した解剖の実
施につながるのではないだろうか。
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太平洋および日本海沿岸で漁獲されたニギスGlossanodon  
semifasciatusの鰭条数等形態形質に見られた地域変異

室伏　　誠
※１

・長谷川勇司
※２

・鈴木　大揮
※３

・島本　大樹
※４

山下　あゆ
※５

・畠本真由美
※６

・上田龍太郎
※７

Morphological Regional Variations of Deep-sea Smelt Glossanodon semifasciatus 
(Nigisu in Japanese) Collected by Deep-sea Trawl from Inshore of 

the Pacific Ocean and the Japan Sea

Makoto M
※１

UROFUSHI, Yuji H
※２

ASEGAWA, Taiki S
※３

UZUKI, Hiroki S
※４

HIMAMOTO,  
Ayu Y

※５

AMASHITA, Mayumi H
※６

ATAMOTO and Ryutaro U
※７

EDA

ABSTRACT
Morphological characteristics of Deep-sea Smelt of Glossanodon semifasciatus collected from off 

shore of Suruga Bay, Shizuoka Prefecture(Numazu), Owase City, Mie Prefecture(Owase), Tosa Bay, Kochi 
Prefecture(Tosa) of the Pacific Ocean, and offshore of Toyama Bay, Ishikawa Prefecture(Toyama) and 
Toyo-oka City, Hyogo Prefecture(Toyo-oka) of the Japan Sea were examined. Morphological investigation 
of the Dorsal fin D, the Anal fin A, the Pectoral fin P1, the Pelvic fin P2, Lateral Line scales LL, Gill Raker 
GR and Vertebra Bone V were counted. Mode of D indicated Numazu was 10 and 11. Owase, Toyama and 
Toyo-oka were 11, and Tosa was 12. Mode of A indicated Numazu was 10, Owase, Tosa, Toyama and Toyo-
oka were 11. Mode of P1 indicated Numazu and Toyo-oka were 19, Owase was two tops of 20, 21, Tosa 
was two tops of 19,20, and Toyama was 20. The mode P2 indicated Numazu and Toyo-oka were 12, Owase, 
Tosa and Toyama were 13. The Mode of GR indicated Numazu were 37. Owase and Toyama were 36, 
Toyo-oka was 35. The mode of LL indicated Numazu was 48, Owase, Tosa and Toyama were 49, Toyo-
oka was 50. Mode of V indicated Numazu was 50, Owase, Tosa, Toyama and Toyo-oka were 49.

Proportional variation of Deep-sea Smelt of Numazu, Owase and Tosa of the Pacific Ocean specimens 
and Toyama and Toyo-oka of the Japan sea specimens were compared with head length(HL) with Snout 
length(SL), Eye diameter(ED), Inter obital wide(IOW), upper jaw length(UJL), and body length(BL) with 
head length(HL), front of dosal fin length(FDFL), front to anal length(FAL), caudal peduncle length(CPL), 
caudal peduncle high(CPH), pectoral fin length(PecFL), pelvic fin length(PelFL), body high(BH). Char-
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acteristics of SL/HL,ED/HL, IOW/HL, UJL/HL, FDFL/BL and PecFL of Owase specimens indicated large 
numerical accounts and wide variations.

The skewness of dorsal(DF), anal(AF), pectoral(PF), ventral(VF) fins, Gill Rakers (GR), lateral line 
scales(LLC) and Vertebra bones(VB) were counted. Normal distributions of skewness of DF found Tosa 
and Tomioka, AF : Toyama and Tomioka, PF : Numazu, Tosa and Toyama, LLC : Owashi and Toyama. 
Large skewness of (+)1.4 and(-)1.4 to (-)2.5 of VB were found.

１．はじめに
ニギスGlossanodon semifasciatus（写真１）は，我

が国沿岸では青森県から高知県までの太平洋側，青
森県から九州北部の日本海側に分布し，水深₃00～
₆00mの深海域の砂泥底に生息する。我が国の沿岸域
に生息するニギスは，ニギス目（Argentiniforms）ニ
ギス科（Argentinidae）ニギス属（Glossanodon）に
含まれる１）。ニギスは地域による禁漁区・禁漁期間
（主として５月から９月）を除き，機船底曳網漁で漁
獲される。静岡県南岸に広がる駿河湾では，湾奥で
も水深₁000m，湾口では水深2₈00mにもおよぶ開放
的な海湾で，主に沿岸域あるいは石花海の海山の水
深₃00～₆00m付近において，機船底曳網漁（５トン
未満）で漁獲される。この地域では漁獲された深海
性の魚介類は食用として利用価値が高く，水産上の
重要種である。ニギスの漁獲量は，底曳網漁の漁獲
物中最も多く，煮付け，焼き物，刺身（寿司種），干
物（丸干し）などに様々な調理・加工により，広く
賞味されるようになっている。今日では，沼津市は
じめ駿河湾沿岸域における深海トロール漁の主要な
魚となっている。
本研究では，太平洋沿岸の静岡県沼津市沿岸の駿
河湾をはじめ，三重県尾鷲市，高知県土佐湾の３地
域，および日本海沿岸の石川県富山湾，兵庫県豊岡
市の２地域，合わせて５地域で採集したニギスの供
試魚を，日本産魚類検索全種の同定第三版（中坊）１），
魚類の形態と検索（松原）２），新日本動物図鑑［下］
（岡田ら）３），日本産魚類大図鑑（益田ら）４），原色魚
類大図鑑（阿部）５）に基づき同定し，形態的変異性の
有無について検討を行った。

２．材料および方法
2.1　材料
本研究に用いた供試魚は，太平洋側では静岡県沼
津市（沼津），三重県尾鷲市（尾鷲），高知県土佐湾
（土佐）の計３地域，日本海側では石川県富山湾（石
川県沖合で漁獲）（富山），兵庫県豊岡市（豊岡）の
２地域，計５地域で漁獲された2₅₈個体である。各地

域の供試魚に関するデータは，表１に示した。

2.2　方法
本研究に用いた供試魚の形態計測は，背鰭条数

（D），臀鰭条数（A），胸鰭条数（P₁），腹鰭条数（P2），
鰓耙数（GR），側線鱗数（LL），脊椎骨数（V）お
よび体型的な特徴を得る為，各個体の吻長，眼径，
両眼間隔，上顎長，頭長，背鰭前長，肛門前長，尾
柄長，尾柄高，P₁長，P2長，体高，体長を測定し，各
部位の頭長および体長に占める割合を算出して比較
した。

３．結果・考察
3.1　形態形質の特徴
表１に示すように，５地域から得られたニギスの
鰭条数を各地域で比較した。
１）背鰭軟条数
表２に示すように，５地域の軟条数は最小で９軟
条，最大で₁₃軟条であった。地域ごとの軟条数の範
囲は，沼津と尾鷲は９～₁2軟条，土佐では₁₁～₁₃軟
条，富山と豊岡では₁0～₁2軟条であった。各地域の
モードは，₁0と₁₁軟条を示した沼津，₁₁軟条を示し
た尾鷲，富山，豊岡，₁2軟条を示した土佐に分かれ
た。
２）臀鰭軟条数
表３に示したように，５地域の軟条数は最小で９

軟条，最大で₁₃軟条であった。地域ごとの軟条数の
範囲は，９～₁2軟条であった４地域（沼津，尾鷲，
富山，豊岡）と，₁0～₁₃軟条の土佐に区別された。
軟条数のモードは，沼津が₁0軟条，他はすべて₁₁軟
条であった。
３）胸鰭軟条数
表４に示したように，最小で₁4軟条，最大で22軟
条であった。地域ごとの軟条数の範囲では，₁₇～22
軟条であった３地域（沼津，土佐，富山）と，₁₈～
22軟条であった尾鷲，₁4～2₁軟条の豊岡に区別され
た。各地域の軟条数のモードは，２地域（沼津，豊
岡）が₁₉軟条，富山が20軟条，尾鷲が20と2₁軟条，
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土佐が₁₉と20軟条であった。
４）腹鰭軟条数
表５に示したように，最小で₁0軟条，最大で₁₆軟
条であった。地域ごとの軟条数の範囲は，沼津が₁₁
～₁₆軟条，尾鷲が₁₁～₁4軟条，土佐，富山，豊岡が
₁0～₁4条であった。各地域の腹鰭軟条数のモードは，
沼津と豊岡が₁2軟条，尾鷲，土佐，富山はモードが
₁₃軟条であった。
５）鰓耙数
表６に示したように，最少で₃₁，最多で4₃であっ
た。地域ごとの鰓耙数の範囲は，沼津，尾鷲が₃4～
40，土佐が₃2～4₃（₃₃，₃4を除く），富山が₃₃～4₃
（42を除く），豊岡が₃₁～4₃（₃2を除く）であった。
鰓耙数のモードは，沼津と土佐が₃₇，尾鷲と富山が
₃₆，豊岡が₃₅であった。鰓耙数の分布範囲は，沼津，
尾鷲が狭く，土佐，富山，豊岡は広かった。
６）側線鱗数
表７に示したように，最小で4₆，最大で₅4であっ
た。地域ごとの側線鱗数の範囲は，沼津と豊岡が4₆
～₅4，尾鷲が4₇～₅2，土佐が4₇～₅₁，富山が4₆～₅₃
であった。側線鱗数のモードは，沼津が4₈，尾鷲，
土佐，富山が4₉，豊岡が₅0であった。側線鱗数の分
布範囲は，尾鷲，土佐が狭く，沼津，富山，豊岡は
広かった。
７）脊椎骨数
表８に示したように，最小で4₁，最大で₅4であっ
た。地域ごとの脊椎骨数の範囲は，沼津が4₈～₅4（た
だし₅2，₅₃を除く），尾鷲が4₆～₅0，土佐が4₇～₅₃，
富山が4₁～₅₃（44，4₅，4₆，₅2を除く），豊岡が4₁～
₅₁であった。脊椎骨数のモードは，沼津が₅0，尾鷲，
土佐，富山，豊岡が4₉であった。分布幅は，沼津と
土佐は脊椎骨数のモードより多い方に広く分布し，
豊岡はモードより少ない方に広く分布している。

3.2　体型的特徴
今回調査を行った５地域のニギスの形態的（体型
的）な違いを調査した。各供試魚の吻長，眼経，両
眼間隔，上顎長が頭長に占める割合，頭長，背鰭前
長，肛門前長，尾柄長，尾柄高，P₁長，P2長，体高
が体長に占める割合を求めた。表９には，各地域ご
との上記形質の変異幅，平均値および標準偏差を示
した。さらに，各測定値を頭長および体長に占める
割合を図１～₁2に示した。
１）吻長/頭長
図１に示すように，吻長が頭長に占める割合では，
尾鷲が大きい値を示し，変異幅も大きい。他の４地

域は，ほぼ同様の値を示した。
２）眼経/頭長
図２に示すように，眼経が頭長に占める割合では，
尾鷲が大きい値を示し，変異幅も大きい。また，豊
岡が最も小さい値を示した。
３）両眼間隔/頭長
図３に示すように，両眼間隔が頭長に占める割合
では，尾鷲は値が大きく，変異幅も大きい。沼津と
富山は変異幅が小さかった。
４）上顎長/頭長
図４に示すように，上顎長が頭長に占める割合で
は尾鷲の値は大きく，変異幅も大きかった。
５）頭長/体長
図５に示すように，頭長が体長に占める割合では，
尾鷲，豊岡では値の変異幅は小さかったが，他の３
地域は変異幅がやや大きかった。
６）背鰭前長/体長
図６に示すように，背鰭前長が体長に占める割合
では，尾鷲は変異幅が大きかった。他４地域ではほ
ぼ同様の変異値を示した。
７）肛門前長/体長
図７に示すように，肛門前長が体長に占める割合
では，土佐，富山，豊岡の値が大きく，沼津，尾鷲
は，変異幅が小さかった。
８）尾柄長/体長
図８に示すように，尾柄長が体長に占める割合で
は，５地域で顕著な差異は認められなかった。
９）尾柄高/体長
図９に示すように，尾柄高が体長に占める割合で
は，５地域で顕著な差異は認められなかった。
10）胸鰭長/体長
図₁0に示すように，胸鰭長が体長に占める割合で
は，豊岡の値がやや大きく，沼津は最も小さかった。
また，尾鷲は変異幅がやや大きかった。
11）腹鰭長/体長
図₁₁に示すように，腹鰭長が体長に占める割合の
値は５地域で，ほぼ同じであるが，変異幅は尾鷲，
豊岡が大きかった。
12）体高/体長
図₁2に示すように，体高が体長に占める割合では，
富山，豊岡が他３地域と比べて僅かながら大きい値
を示した。
13）鰭軟条数，鰓耙数，側線鱗数，脊椎骨数の歪度
計測を行った各形態形質の測定データについて，
それぞれの分布の歪度を求めた（表₁0）。正規分布に
近い歪度を示したのは，尾鷲の側線鱗数，土佐の背
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鰭軟条数，富山の臀鰭軟条数と胸鰭軟条数，豊岡の
背鰭軟条数，臀鰭軟条数，側線鱗数で，ほぼ正規分
布を示した。一方，歪度の値の大きいものは，右
（＋）に傾く，沼津の背鰭軟条数，腹鰭軟条数，脊椎
骨数，土佐の脊椎骨数，富山の鰓耙数で顕著であっ
た。左（－）に傾く，尾鷲の背鰭軟条数，脊椎骨数，
富山と豊岡の脊椎骨数で顕著であった。

４．まとめ
我が国沿岸の５地域で漁獲・採集されたニギスに
ついてD，A，P₁，P2の各軟条数，LL，GR，Vの数
値を中心に形態形質の調査を行った。その結果，各
鰭の軟条数は，Dにおいては尾鷲でモードより少な
い数へ多く分布し，土佐はモードより多い数に分布
した。Aは，モードが沼津のみ₁0軟条で，他４地域
は₁₁軟条であった。P₁は，軟条のモードが地域によ
り異なった。各地域の分布も，軟条数の多いものに
偏る沼津（モード₁₉）や，少ないものに偏る（豊岡
モード₁₉）が見られた。P2は，モードが₁2軟条を境
に軟条数の多い沼津（モード₁2）と，モードが₁₃軟
条を境に軟条数が少ない尾鷲・土佐・富山（モード
₁₃）が見られた。しかし，これらの結果で，鰭条数
の地域による違いは見られたものの，太平洋側の沼
津，尾鷲，土佐と日本海側の富山，豊岡では，D，
A，P₁，P2において明瞭な差異は認められなかった。

GRでは，５調査地域のモードは₃₅・₃₆・₃₇のいず
れかで，モードを中心に分布している。そのうち，
土佐（モード₃₇），富山（モード₃₆），豊岡（モード
₃₅）で，鰓耙数の多いものが認められた。また，こ
れらの少ない鰓耙数を示す個体も認められた。沼津
（モード₃₇）と尾鷲（モード₃₆）は，モードに対し鰓
耙数の数が多いもの，少ないものは見られなかった。

LLでは，５地域のモードは沼津が4₈で最も少なく，
豊岡が₅0で最も多かった。尾鷲，土佐，富山のモー
ドは，4₉であった。また，最も多い側線鱗数₅4は沼
津と豊岡で認められた。

Vでは，５調査地域のモードは，₅0が１地域（沼
津）と4₉が４地域（尾鷲，土佐，富山，豊岡）に分
けられた。さらに各調査地域の脊椎骨数の数が最も
多かったが個体は，沼津が₅4で最多く，次に土佐と
富山は₅₃であった。他は₅₁以下であった。一方，最
も少なかったVの数は，4₁の富山と豊岡で，次いで
尾鷲が4₆，土佐が4₇，沼津が4₈であった。
体型的特徴では，吻長，眼径，両眼間隔，上顎長
が頭長に占める割合を求めた。その結果から，尾鷲
は他４地域よりも頭長が短い傾向が見られた。次に，

背鰭前長が体長に占める割合を求めた結果，尾鷲で
は他地域に比べ背鰭前長が長い傾向が認められた。
さらに，肛門前長が体長に占める割合を求めた結
果，沼津，尾鷲では他３地域よりも小さい傾向を示
した。なお，尾柄長が体長に占める割合，尾柄高が
体長に占める割合は，地域による違いは小さかった。
胸鰭長が体長に占める割合を求めった結果，沼津
は他４地域に比べやや胸鰭が短い傾向にあったが，
違いは小さかった。
体高が体長に占める割合を求めた結果，太平洋側

（沼津，尾鷲，土佐）と日本海側（富山，豊岡）に顕
著な差はなかった。日本海側２地域では変異幅がや
や大きかった。
太平洋側と日本海側の計測結果では，体型的地域
特性は確認されなかった。
今回行った調査のD，A，P₁，P2，LL，GR，Vの

結果と，中坊（20₁₃）の記載値を比較し補足した。
Dについて₁₁～₁₃軟条と記載されているが，それ以
外に９・₁0軟条の個体が₃₃個体（₁₃．0％）確認され
た。Aについて₁₁～₁₃軟条と記載されているが，さ
らに９，₁0軟条の個体が₉4個体（₃₈．2％）確認され
た。P₁については₁₈～22軟条と記載されているが，
₁₇軟条（20個体），₁₆軟条（２個体），₁4軟条（１個
体）の計2₃個体（₉．2％）確認された。P2については
₁0～₁2軟条と記載されているが，₁₃～₁₆軟条の個体
が₁04個体（4₁．₁％）確認された。さらに，GRにつ
いては₃₅～40と記載されているが，₃₁～₃4，4₁～4₃
の個体が計40個体（₁₅．₉％）確認された。LLについ
ては4₇～₅2と記載されているが，4₆，₅₃，₅4の個体
が₁4個体（₆．4％）確認された。Vについては4₆～4₉
と記載されているが，4₅，₅0～₅4の₆₅個体（2₆．2％）
が確認された。以上の通り，D，A，P₁，P2，LL，
GR，Vの変異幅を考慮する必要があろう。
鰭軟条数，鰓耙数，側線鱗数，脊椎骨数の各地域
の歪度を測定した結果，背鰭軟条数は土佐と豊岡，
臀鰭軟条数は富山と豊岡，胸鰭軟条数は富山で正規
分布に近い結果を示した。さらに側線鱗数では，尾
鷲，豊岡が正規分布に近かった。なお，腹鰭軟条数，
鰓耙数，脊椎骨数では顕著な正規分布は見られず，
歪度が大きくマイナスまたはプラスにひずみが認め
られた。また，沼津においては，胸鰭，鰓耙数のモー
ドは正規分布に近かったが，背鰭，腹鰭，脊椎骨数
は，＋方向に正規分布が移り歪度が比較的大きい値
となった。
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表３　ニギス　臀鰭軟条数の変異

表４　ニギス　胸鰭軟条数の変異

表５　ニギス　腹鰭軟条数の変異

表６　ニギス　鰓耙数の変異

表７　ニギス　側線鱗数の変異

表１　本邦産ニギス調査地個体数 表２　ニギス　背鰭軟条数の変異
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表８　ニギス　脊椎骨数の変異

表９　太平洋および日本海で漁獲されたニギスの頭長および体長と各部位の割合

図１　吻長が頭長に占める割合
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図２　眼経が頭長に占める割合
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図３　両眼間隔が頭長に占める割合
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図４　上顎長が頭長に占める割合
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図５　頭長が体長に占める割合
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図６　背鰭前長が体長に占める割合
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図７　肛門前長が体長に占める割合
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図８　尾柄長が体長に占める割合
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図９　尾柄高が体長に占める割合
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図10　胸鰭長が体長に占める割合
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図11　腹鰭長が体長に占める割合
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図12　体高が体長に占める割合
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表10　鰭軟条数・鰓耙数・側線鱗数・脊椎骨数の歪度

写真　ニギス　　　Glossannodon semifasciatus
２mm
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日本大学国際関係学部生活科学研究所 
平成28年度事業報告

当研究所の平成2₈年度の事業概要は，次のとおりである。

１　平成28年度研究課題
本年度は以下の課題が設定された。

（個人研究費）
第１号　河川における水環境評価に関する研究 石川　元康
第２号　日本戦間期，占領期における翻訳文学 井上　　健
第３号　食用魚介類の生物学的特性に関する研究 上田龍太郎
第４号　大豆タンパク質・乳カゼイン混合システムによるフィルム形成とその特性 太田　尚子
第５号　地元農産物を利用した（新感覚の加工食品）加工食品の開発及び地域 小柳津　周
　　　　（本学学生を含む）の食生活・健康状況の調査
第６号　スポーツ選手に対する栄養サポート効果の検討 神戸　絹代
第７号　格子QCDと有効理論に基づくクォーク閉じ込め機構とハドロン構造の研究 駒　　美保
第８号　生活習慣病における食と食習慣の基礎的検討 髙橋　敦彦
第９号　「腺」の解剖学的理解とその課題 安西なつめ
第₁0号　摂食過程における食塊の性状変化と主観的特性の関連性 岩崎　裕子

２　研究実績報告
平成2₈年度実績報告書として以下が提出された。

（個人研究費）
第１号　河川における水環境評価に関する研究 石川　元康
第２号　日本戦間期，占領期における翻訳文学 井上　　健
第３号　食用魚介類の生物学的特性に関する研究 上田龍太郎
第４号　大豆タンパク質・乳カゼイン混合システムによるフィルム形成とその特性 太田　尚子
第５号　地元農産物を利用した（新感覚の加工食品）加工食品の開発及び地域 小柳津　周
　　　　（本学学生を含む）の食生活・健康状況の調査
第６号　スポーツ選手に対する栄養サポート効果の検討 神戸　絹代
第７号　格子QCDと有効理論に基づくクォーク閉じ込め機構とハドロン構造の研究 駒　　美保
第８号　生活習慣病における食と食習慣の基礎的検討 髙橋　敦彦
第９号　「腺」の解剖学的理解とその課題 安西なつめ
第₁0号　摂食過程における食塊の性状変化と主観的特性の関連性 岩崎　裕子

３　研究業績
日本大学国際関係学部生活科学研究所報告
『生活科学研究所報告』第₃₉号は平成2₉年３月１日に発行され，掲載された論文の標題と執筆者は次のと
おりである。

標題及び執筆者 ＜年度－課題番号＞
◦業績番号₈0₇
合衆国国勢調査局データから見たアジア系アメリカ人の住宅保有率および世帯的特徴 武井　　勲
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◦業績番号₈0₈
外国人児童生徒の学習支援における家族の協力と課題
―ボランティア支援者と日系外国人大学生への聴き取り調査より― 松浦　康世

◦業績番号₈0₉
認知症患者の不法行為についての家族の責任 小野健太郎

◦業績番号₈₁0
ハンセン病家族の生活誌
―瀬戸内海の大島青松園とフィリピン・クリオン島の映像記録から 吉田　正紀

◦業績番号₈₁₁
加工食品の利用状況調査 ＜平2₇－₁0＞
―加工食品利用の背景と経年変化― 三橋　富子，山岸　愛里

◦業績番号₈₁2
駿河湾ニギスの筋肉中に含まれるEPA・DHA含有量の季節変化 ＜平2₇－₁2︐4＞
 室伏　　誠，杉山　克哉，山下　あゆ，長谷川勇司，鈴木　大揮，大野久美子，上田龍太郎

◦業績番号₈₁₃
生活習慣病における食と食習慣の基礎的検討 ＜平2₇－₁4＞
―EBM （Evidence Based Medicine）・研究デザイン・食事調査法― 髙橋　敦彦

◦業績番号₈₁4 ＜平2₇－８＞
家庭での箸の指導からみた幼稚園児保護者の箸の持ち方と食に対する意識 篠原　啓子

◦業績番号₈₁₅
高血圧と糖尿病が合併した慢性腎不全高齢患者における栄養食事指導の一症例報告
 葛城（池田）裕美，武藤志真子

４　その他の研究業績
平成2₈年度における，関連する学会の学会誌あるいは日本大学研究報告書（『日本大学国際関係学部研究
年報』等）に掲載されたもの及び出版物については事項⑴に業績番号を付け記載した。また学会における
口頭発表に関しては事項⑵に，講演作品等その他の成果に関しては事項⑶に記載した。

⑴　学会誌，日本大学国際関係学部研究年報等出版物
標題及び発表者 ＜年度－課題番号＞

◦業績番号₈₁₆ ＜平2₇－１＞
「フード・ビジネスにおける経験価値のプロモーションに関する一考察」
日本大学通信教育部研究所『研究紀要』第₃0号（20₁₇．₃） 雨宮　史卓

◦業績番号₈₁₇ ＜平2₇－１＞
「フード・ビジネスにおけるブランド価値と経験価値の変遷についての一考察」
日本大学商学部『商学集誌』第₈₆巻４号（20₁₇．₃） 雨宮　史卓
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◦業績番号₈₁₈ ＜平2₇－２＞
“Prasiola (Prasiolales, Trebouxiophyceae) in Japan :a survey of freshwater populations and new records of marine 
taxa”　Phycological Research
Japanese Society of phycology ₆4/2, pp.₁₁0-₁₁₇ (20₁₆/04)
 Judy E. Sutherland, Masahiko Miyata, Motoyasu Ishikawa and Wendy A. Nelson

◦業績番号₈₁₉ ＜平2₇－３＞
「英米ミステリー移入と大正作家の『探偵小説』の試み」
駒沢女子大学日本文化研究所『日本文化研究』第₁2号（20₁₇．₁．₃₁） 井上　　健

◦業績番号₈20 ＜平2₇－６＞
「健常者におけるコンビニ食の食品構成の違いによる食後血糖への影響」 ＜平2₇－９＞
日本病態栄養学会誌20（２）2₁₅-222，20₁₇ 篠原啓子，麻生克己，中村美詠子

⑵　学会における口頭発表
標題，学会名及び発表者 ＜年度－課題番号＞

◦「異言語間のポー：その翻訳可能性・不可能性を考える（シンポジアム）」 ＜平2₇－３＞
日本ポー学会第９回年次大会　城西国際大学東京紀尾井町キャンパス１号棟（20₁₆．₉．₁0） 井上　　健

◦“Formation of Soft Sheet from Heat-Induced Mixed Protein Gel using Sodium ＜平2₇－５＞
Caseinate” The XVIIth International Congress on Rheology (ICR20₁₆), Kyoto Terrsa, Kyoto, Japan
(Aug.₈-₁₃, 20₁₆)ポスター発表 Naoko Yuno-Ohta, Mayu Suzuki, Miho Takahashi and Tsubasa Kato

◦「グループワークを取り入れた栄養教育効果の検討―大学男子長距離選手を対象として―」 ＜平2₇－７＞
日本スポーツ栄養学会第３回大会　松山市総合コミュニティセンター（20₁₆．₇．2） 神戸　絹代

◦“Contribution of the lower limb joints in difference of power output from rebound ＜平2₇－₁₁＞
jump” The ₃4th International Conference on Biomechanics in Sports, Tsukuba Japan (20₁₆．₇．₁₈)
 Shingo Hondo, Ikuhiro Miyauchi, Itsuko Kawaguchi, Kiyohide Aoyama

◦「地域の観光振興の第一歩～静岡県清水町の場合～」第２回研究発表大会 ＜平2₇－₁₃＞
ホスピタリティ学会　国立オリンピック記念青少年総合センター（20₁₇．₁．2₈） 宮川　幸司

⑶　その他
著書・雑誌論文・その他の発表及び発表者 ＜年度－課題番号＞

◦“The static three-quark potential of various quark configurations” ＜平2₇－８＞
PoS (Proceedings of Science)(LATTICE20₁₅)(₃24)SISSA(20₁₆．₇) Miho Koma

◦“Precise determination of the three-quark potential in quenched lattice QCD” ＜平2₇－８＞
Phase Structure of Lattice Field Theories – Japanese-German Seminar 20₁₆ – （日本学術振興会２国間交流事業）
新潟大学理学部物理学科（20₁₆．₉．2₆～2₈） Yoshiaki Koma, Miho Koma
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５　研究発表会
（ポスター発表）
平成2₈年度研究発表会は平成2₈年₁2月５日㈪から₁2月₁₇日㈯まで，₁₅号館１階フロアにて下記のとおり

実施された。

パネル①　落花生を利用した新感覚の加工食品の研究　―チョコレート様菓子について― 小柳津　周

パネル②　格子QCDによる３クォーク系の研究 駒　　美保

パネル③　ユニバーサルデザインフード（UDF）における「美味しさ」と「食べやすさ」の 岩崎　裕子
　　　　　関連性検証

パネル④　カワノリ栄養成分に関する生育地の水質の影響 石川　元康

パネル⑤　血清脂質に対する喫煙の影響　―禁煙による経年変化の検討― 髙橋　敦彦

パネル⑥　₁₇世紀における頭部の腺の発見と理解 安西なつめ

パネル⑦　うなぎプラネット　中国広東省うなぎ養殖，流通調査 陳　　文挙

パネル⑧　大豆タンパク質・乳カゼイン混合システムによるフィルム形成とその特性 太田　尚子

パネル⑨　高校水泳部員の身体的特徴と栄養素等摂取状況 神戸　絹代

パネル⑩　PCR-RFLP法による市販サバ魚肉および寿司の種判別 上田龍太郎

６　学術講演会
平成28年度生活科学研究所フォーラム
「『未来家族』を考える―日大少子化フォーラム20₁₆ in Mishima」
日時：平成2₈年₁2月６日㈫　₁₃：00～₁₆：₁₅
場所：国際関係学部₁₅号館₁₅₁2教室
対象：学生，教職員及び一般の方

■第一部₁₃：00～₁4：₃0
講演①：「人口から見たアジアと日本の将来像」
講　師：大塚　友美（日本大学文理学部教授）

■第二部₁4：4₅～₁₆：₁₅
講演②：「少子化対策への “ふじのくに” の挑戦」
講　師：大石　玲子（静岡県健康福祉部理事・少子化対策担当）
討論者：青木千賀子（国際関係学部教授）第一部・第二部
　　　　川口さつき（国際関係学部講師）第一部

以　上
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日本大学国際関係学部生活科学研究所報告に関する内規

平成2₁年３月₁₈日制定
平成2₁年４月１日施行
平成24年３月７日改正
平成24年４月１日施行
平成2₇年５月₁4日改正
平成2₇年５月₁₅日施行

（趣　旨）
第１条　この内規は，日本大学国際関係学部生活科学研究所（以下研究所という）が発行する生活科学研究
所報告（以下研究所報告という）に関する必要事項を定める。

（発　行）
第２条　研究所報告の発行者は，生活科学研究所長とする。
２　研究所報告は，毎年３月に発行するものとする。ただし，生活科学研究所運営委員会（以下委員会とい
う）が必要と認めたときは，この限りでない。

（編集委員会）
第３条　日本大学国際関係学部生活科学研究所規程第₁4条に基づき，研究所に編集委員会を置く。
２　編集委員会は，研究所報告の編集・発行業務を行う。
３　編集委員会は，生活科学研究所運営委員会をもって構成する。
４　編集委員会委員長は，生活科学研究所運営委員会委員長とし，編集委員会副委員長は，生活科学研究所
運営委員会副委員長とする。

（投稿資格）
第４条　生活科学研究所報告に投稿することのできる者は，次のとおりとする。
①　国際関係学部及び短期大学部（三島校舎）の専任教員（客員教授を含む）
②　国際関係学部及び短期大学部（三島校舎）が受け入れた各種研究員及び研究協力者（名誉教授を含む）
③　国際関係学部及び短期大学部（三島校舎）の非常勤講師
④　その他委員会が適当と認めた者

（原稿の種別）
第５条　研究所報告に掲載する原稿は，生活科学に関する研究成果等とし，原稿の種別は，論文，研究ノー
ト，資料，学会動向，その他編集委員会が認めたものとする。

（投稿数）
第６条　投稿は原則として１号につき１人１編とする。ただし，共著者の場合で代表者以外であればこの限
りでない。

（使用言語）
第７条　使用言語は次のとおりとする。
①　日本語
②　英語
③　英語以外の外国語で編集委員会が認めたもの

（字数の制限）
第８条　原稿は字数₁₆︐000字以内（Ａ４で₁0頁程度）とする。
２　前項の制限を超える原稿は，編集委員会が認めた場合に限り採択する。
（原稿の作成）
第９条　原稿の作成は，別に定める「研究所報告執筆要項」による。
２　原稿はパソコンで作成したものとする。
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（禁止事項）
第₁0条　原稿は未発表のものとし，他誌への二重投稿をしてはならない。
（原稿の提出）
第₁₁条　投稿者は，印字原稿（図表，写真を含む）と当該原稿のデジタルデータ（原則として図表，写真を
含む）を保存した電子媒体及び所定の「研究所報告掲載論文提出票」を添付し，研究事務課に提出する。

（提出期限）
第₁2条　原稿の提出期限は，毎年₁0月₁0日とする。
２　前項の提出日が祝日又は日曜日に当たる場合は，その翌日に繰り下げる。
（審　査）
第₁₃条　投稿原稿は，別に定める審査要項に基づき編集委員会において審査するものとする。
２　論文の審査は，受理した原稿１本につき，編集委員会委員のうちから選任された審査員２名が審査する。
ただし，投稿原稿の専門領域に応じて，学部内または学部外から審査員を選任し，審査を委託することが
できる。
３　研究ノート，資料，学会動向，その他の審査は，編集委員会委員のうちから選任された審査員１名が，
審査する。ただし，投稿原稿の専門領域に応じて，編集委員会委員以外の審査員１名を選任し，審査を委
託することができる。
４　審査員は，自ら投稿した論文等について審査することができない。
５　審査員は，当該審査結果について，所定の「審査結果報告書」を作成し，編集委員会に報告する。
６　編集委員会は，前項の報告に基づき，投稿原稿掲載の可否について審議し，決定するものとする。
（校　正）
第₁4条　掲載が決定した投稿原稿の執筆者校正は，原則として二校までとし，内容，文章の訂正はできない。
（別刷の贈呈）
第₁₅条　研究所報告の別刷は，１原稿につき₃0部を投稿者に贈呈する。
２　前項の部数を超えて別刷を希望する場合の経費は，投稿者の負担とする。
（著作権）
第₁₆条　研究所報告に掲載された論文等の著作権は，各執筆者に帰属する。
２　ただし，論文等を出版又は転載するときは，編集委員長に届け出るとともに，日本大学国際関係学部生
活科学研究所報告からの転載であることを付記しなければならない。

（電子化及び公開）
第₁₇条　生活科学研究所報告に掲載された論文等は原則として電子化（PDF化）し，本学部のホームページ
を通じてWEB上で公開する。

附　　　　則
この内規は，平成2₇年５月₁₅日から施行する。
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生活科学研究所報告執筆要項

平成2₁年３月₁₈日制定
平成2₁年４月１日施行
平成24年３月７日改正
平成24年４月１日施行

１　原稿は完全原稿とし，締切日を厳守してください。また，翻訳原稿については，必ず原著者の許可を得
てください。

２　原稿の形式は次のとおりとします。以下に示すように整理してください。
①　表紙
⑴　原稿の種別
⑵　原稿の表題（原稿が和文の場合は英文表現，原稿が他の言語の場合は和文表現も並記してください）
⑶　著者名（全著者）
⑷　所属・資格（国際関係学部国際〇〇学科・資格，短期大学部（三島校舎）〇〇学科・資格，英文も
記入してください）

②　英文要旨（原稿が和文以外の言語である場合は和文要旨）
③　本文（本文には下段中央にページを記入してください）
④　引用文献
⑤　図・表，写真

３　投稿原稿の種別は次のとおりとします。
①　⑴論文　⑵研究ノート　⑶資料　⑷学会動向
②　⑴～⑷以外のもので編集委員会が認めたもの

４　本文は常用漢字，現代かなづかいとし，学術上で必要な場合においては，その分野で標準とされている
漢字を用いてください。数字はアラビア数字を用い，外来語はカタカナ書きとしてください。

５　要旨，和文要旨は400字程度，英文要旨は200語程度とし，目的，方法，結論などを明確に要領よく記述
してください。

６　原則として横書きで，字数₁₆︐000字以内（Ａ４で₁0頁程度）で次の書式で作成してください。
⑴　日本文　2₃字×4₆行×２段
⑵　英文　　4₈字×4₆行×１段

７　単位はSI単位系を原則とします。補助単位系を使用する場合はSI単位を（　）に並記してください。

８　数式：以下の様式に従ってください。
①　数式は通常に用いられる常識的な表現としてください。数式に用いる記号は最初に使用するところで
明確に定義してください。本文の途中で定義を変えることは避けてください。

②　数式には本文で通し番号を付けて，（　）内に表示してください。文中での数式の引用は，式（　），と
してください。

③　数式中の上付・下付は明確に示してください。場合によっては赤鉛筆で∨∧を記入してください。
④　数式が分数表示の場合は２行と考えてください。
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９　本文中の見出しは，原則として以下のとおりとしてください。
①　章　１　２　３……
②　節　１．１　１．２　１．３……
③　項　１．１．１　１．１．２　１．１．３……
④　見出しの後は改行し，１文字空けて文章を書き始めてください。
⑤　章の見出しはボールドタイプ（太字）としてください。

₁0　箇条書きは
１）　２）　３）……としてください。

₁₁　図，表，写真は，パソコンを使用して作成し，デジタル原稿に含めて提出してください。
①　図，表，写真は著者がオリジナルに作成したものを使用してください。
②　図，表，写真は本文中の該当箇所に挿入・添付してください。
③　図，表，写真にはそれぞれ，図－１，表－１，写真－１などのように通し番号をつけ，タイトルをつ
けてください。

④　タイトルは，表の場合は表の上に，図・写真の場合は下につけてください。
⑤　図，表，写真は原則として１色とします。カラーページが必要であれば使用できるものとしますが，
費用は著者の実費負担とします。

₁2　引用文献は，本文中に番号を当該個所の右肩につけ，本文の終りの引用文献の項に番号順に，以下の形
式に従って記述してください。ただし，特別の専門分野によっては，その専門誌の記述方法に従ってくだ
さい。
①　原著論文を雑誌から引用する場合
番号，著書名，論文表題，掲載雑誌名，巻数，号数（号数は括弧に入れる），頁数（始頁，終頁），発

行年（西暦）の順に記述してください。
②　単行本から引用する場合
番号，著書または編者名，書名，版次，章名，引用頁，発行所，その他所在地，発行年（西暦）の順

に記述してください。
③　文章を他の文献から引用する場合
原典とそれを引用した文献および引用頁を明らかにして〔　〕に入れ〔・・・より引用〕と明記して

ください。

₁₃　参考文献は文末にまとめてください。表記については，８の引用文献の表記を参照してください。
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具体的な引用方法については，それぞれの国や学問分野によって違いもありますが，以下の例示
をひとつの基準として参考にしてください。
⑴　日本語文献引用の例示
四宮和夫『民法総則』（昭和₆₁年）₁2₅頁
末弘厳太郎「物権的請求権の理論の再検討」法律時報〔または法時〕₁₁巻５号（昭和₁4年１頁）
すでに引用した文献を再び引用する場合には，

四宮・前掲書₁2₃頁または四宮・前掲『総則』₁2₃頁
末弘・前掲論文₁₅頁または末広・前掲「再検討」₁₅頁

⑵　英語等文献引用の例示
Charles Alan Wright, Law of Federal Courts, ₃0₆ (2d ed. ₁₉₇0)
Dieter Medicus, Bürgerliches Recht, ₁₅. Aufl., ₁₉₉₁
Georges Vedel, Droit administratif, ₅e ed., ₁₉₆₉
Harlan Morse Brake, “Conglomerate Mergers and the Antitrust Laws”, ₇₃ Columbia Law Review 〔または
Colum. L. Rev.〕 ₅₅₅ (₁₉₇₃)
Alexander Hollerbach, “ Zu Leben und Werk Heinrich Triepels. ”, Archiv des öffentlichen Rechts 〔または
AoR〕 ₉₁ (₁₉₆₆), S.₅₃₇ ff.
Michel Villey, “Préface historique à lʼétude des notions de contrat”, Archives de Philosophie du Droit 〔また
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